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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　＊＊＊＊＊＊＊




　私はかの方の右の手に、一冊の書があるのを見た。

　表も裏も字が書きこまれており、七つの封ふう印いんで封じられている書であった。

　天使がこう叫さけぶ。「この書を受け取り、封印を解くにふさわしい者は誰だれか？」

　そのとき私は見た。

　御ぎよ座ざと四つの生き物の前に、長老たちの間に、小さな子羊が立っているのを。

　屠ほふられた子羊のようだ。

　この子羊は、自らの血で我々を救ってくださったのだ。

　すると子羊は御座の前に進み出、御座に座る方の右の手から、その書を手に取った。

　そして子羊が、その書の封印を一つ一つ解き始める。







　第一の封印が解かれ、白い馬に乗った弓を持つ者が現れる。

　その者は正義をもって裁き、戦うために立ち上がった。

　その名は「神の言葉」という。あるいは「誠実と真実」ともいう。鉄の杖つえで諸族の民たみを導かれ、勝者として、さらに勝利するために旅立ったのだ。




　第二の封印が解かれ、赤い馬に乗った剣けんを持つ者が現れる。

　その者は地上から平和を奪うばい取り、人々に殺し合いをさせる力を与あたえた。

　力を与えられた人々は、誰に命じられるまでもなく、勝利すべく殺し合いを始める。

　ただ、自身の安全の為ために。

　ただ、人々の安全の為に。




　　＊＊＊＊＊＊＊




　女の子が追われていたら助けるだろうか。正直、俺は関かかわりたくない。







　俺は風景が好きだ。大好きだ。

　七夕の夜に見上げる天の川から、夏が本格的に始まる。照りつける太陽に向かって伸のびる向日葵ひまわり畑。窓まど際ぎわに吊つるされる風ふう鈴りん。縁えん側がわに置いてある団扇うちわ。扇せん風ぷう機き。プール。海。水着。

　そんなどこにでもありそうな日常だろうと、俺は日々ほんの少しずつでも変わる風景や、それでも本質の変わらない美しい風景を見ることが好きだった。

　理り屈くつなんて必要ない。人間が風景を愛するのは野性的な本能である。




　ふと振ふり返ると、無数の厳いかつい男たちが、俺たちを追っていた。

　服装は様々であるが、一様に小こ汚ぎたない。

　坊ぼう主ず頭あたまや短たん髪ぱつまで、髪かみ型がたにも統一性は見られない。

　すれ違ちがう人々を薙なぎ払はらい、寝ね転ころがっている路上生活者を蹴けり飛ばし、全すべての物を攻こう撃げきしながら、悪意の塊かたまりが波となって俺たちに襲おそいかかってくる。

　恐おそろしい風景だっ──







「前を見て走りなさい、死にたいの!?」







　ツッコミと言うにはあまりにも容よう赦しやのない平手打ちを後頭部に受けて、俺は現実に戻もどる。

　走っていた。

　ただひたすらに、あの男たちの魔まの手から逃のがれるために俺たちは走っていた。

「た、頼たのむ、俺に現実逃とう避ひの時間をくれ！」

「ならそのまま、現実に帰ってこないで頂ちよう戴だい。目め障ざわりだわ」

　今までに見たこともないくらいに透すき通った金髪の少女が、黒と紫むらさき色いろで統一されたゴシックドレスのような奇き妙みような服を風にたなびかせて、俺を冷めた口調で罵ば倒とうしながら隣となりを走る。




《敵を殺せ、絞しめ殺せ、叩たたき殺せ、謀ぼう殺さつせよ、殲せん滅めつせよ！　誰も容赦するな！》




　オアシスの路地裏を、嵐あらしのように怒ど声せいと喧けん騒そうが駆かけ抜ぬける。

　男たちがそのあまりの人数に揉もみ合いになりながらも、俺たちに汚きたない罵声を浴びせ続ける。

　怨えん嗟さのような声が木霊こだまして聴こえる。

　俺たちは何をしたんだ。

　俺たちが何をしたんだ。

　俺たちは必死にそれから逃にげる。




《打て、殺せ、火をつけよ。略りやく奪だつせよ、胎たい児じも容赦するな！　気を強く持つのだ！》




「元はと言えば、テメェが巻き込んだんだろうがよ！」

「咲さき丘おかくん！　いいから早く！」

　俺と金髪少女が罵倒し合っていると、後ろから追いかけている巨きよ大だいなヘッドフォンを頭に装着した小こ柄がらなワンピース姿の少女──女郎花おみなえし萩はぎ先せん輩ぱいが叫さけぶ。

　確かに、そんなくだらない口論をしている暇ひまもない。

　敵はすぐそこまで迫せまっているのだ。




《泣き喚わめく女どもめ、お前たちは死ぬのだ。坊主らもだ。お前たちに向ける慈じ悲ひなどない》




　萩先輩の手を引き、走る。

「伏ふせて！」

　金髪少女が叫んで俺の背中を押す。




《豊かで幸せだった者どもを皆みな殺ごろしにせよ。人の生み出したものを撲ぼく滅めつするのだ！　富のもたらしたものを荒こう廃はいさせ、破は壊かいするのだ！》




　つんのめるような体勢になり、身体からだを起こそうとしたら頭上を何かが掠かすめる。

　青い男だった。

　髪かみから服装に至るまで真っ青に染めた青年が、俺の頭上を真っ直すぐ通り過ぎ、それはスローモーションのように落下して前方の地面で激しくバウンドする。




《略奪、強ごう奪だつ、殺人こそが復ふく讐しゆうであり、我らの悦よろこびだ》




「蜂はち須す!?」

　思わず三人で前方に転がっている青い男──蜂須和かず也やの元に駆け寄る。

「蜂須！　しっかりしろ、おい！」

「蜂須くん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　脳のう震しん盪とうでも起こしているのか、俺と萩先輩の問いかけに返事はない。顔が擦すり剝むけて血まみれである。手足をピクピクと痙けい攣れんさせて、見るからに重いダメージを受けているのが分かる。

　だというのに、蜂須が浮うかべていたのはすごい恍こう惚こつとした表情だった。

　マゾだ。もはや狂きよう気きすら感じるマゾが此処ここに居た。




《戦いくさは素す晴ばらしい。敵に飛びかかれ。火を放て！　我らに終わりなき強奪と殺さつ戮りくを!!》




　蜂須を介かい抱ほうしている内に、俺たちは男たちに完全に包囲されてしまった。

　辺りを見み渡わたすが、とても逃げられる状じよう況きようではない。

　すると、男たちは俺たちが逃げてきた方向の道を空ける。

　その道の向こうから、少し遠目でも一目で分かる特とく徴ちよう的な物体が目に入った。




　黒光りするサングラスだ。




　萩先輩が身を竦すくませて俺の背中に隠かくれる。

　他人ひと事ごとと思いたいほど、切せつ羽ぱ詰つまった風景だった。

「あまり、手間を、かけさせないで、ほしいですね」

　低い声だ。取り囲む男たちの間を通り、スーツ姿の男が前に出てくる。

　巨大だった。

　肩かた幅はばが広く、胸むな板いたは厚く、手足は丸太のようで、厳いかつい顔つきの男だ。髪かみ形がたはかつらでも被かぶったような見事な角かく刈がりで、サングラスに隠れた双そう眸ぼうは俺の目には見えず、何を考えているのか見当もつかない。

　その時点で既すでに相当怖こわいが、さらに威い圧あつ感かんを与あたえるのはその皮ひ膚ふだ。

　縫ほう合ごう痕こんが顔面のほとんどを覆おおい、少し青黒く変色したそれには目を背そむけたくなるようなグロテスクさがある。これほど醜みにくい顔をしたモノが、本当に人間なんだろうか。

　いや、あれは化け物の類たぐいとしか思えない。

　周囲の男達が俺たちににじり寄るのを、サングラスの怪かい物ぶつが手で制止する。

「今なら、私達は、あなた方に、危害を加えるつもりは、あまり、ありません」

「……ちょっとはあるんだな」

　俺が自分を奮い立たせるために軽口を言い返すと、サングラスの怪物が肩かたを竦ませる。

「失礼しました。そんなに、ありません」

「やっぱりちょっとはあるんだな!?　迷う位なら形容動詞付けるんじゃねぇよ！」

　相手は冗じよう談だんなのか真しん剣けんなのか。サングラスと縫合痕に覆われた表情は微び動どうだにしないので、まったく真意が読みとれない。

　しかし、足止めをした蜂須がこんなにもあっさりと返り討うちに遭あったのだ。──どうやら、この化け物は見た目だけではなく、やはり信じられないほど強いらしい。

　すると、金きん髪ぱつ少女がゴシックドレスの裾すそを手で払はらい、一歩前に進み出て怪物と対たい峙じする。

「──いい加減にしてくれない？」

　どこかウンザリした様子で、敵意を剝き出しにして、少女が自分よりも二回りほど大きい怪物に尋たずねる。

「貴方あなたのしようとしている事は、犯罪ではないの。とても迷めい惑わくだわ」

「犯罪、とは？」

「誘ゆう拐かいは犯罪ではないの」

　なんとこの少女、誘拐されかけていたらしい。

　というか、それすら分からないまま、俺たちはこの騒そう動どうに巻き込まれたのだ。今だって状況の把は握あくが出来ていない。

　そりゃまぁ、俺も誘拐は犯罪だと思う。だが、怪物は無表情のまま首を傾かしげていた。先ほどから一言一言に悩なやんでいるような言葉の間があったが、どうやら日本語が少し不自由らしい。

「んだとテメェ、言わせておけば──」

　そう怒ど鳴なりながら、一人の男が無造作に金髪少女に摑つかみかかろうとする。




　が、その男が空中高く吹ふき飛んだ。




「丁てい重ちように、と、親父おやじの言葉です。玲れ儀ぎ音ねさんに、手を上げるのはいけない」

　そのまま悲鳴を上げて、男が地面に落下して動かなくなる。

　何事かと思って注視すると、大男の位置が先ほどと変わっているのに気付く。

　怪物が一いつ瞬しゆんで男の襟えり首くびを摑み、相手は成人男性だというのに、片かた腕うでの力だけで適当に空中に放り投げたのだ。

「──組合の名めい誉よを汚けがす屑くずが、失礼しました」

　怪物が、初めて表情を変える。

　縫合痕で醜く歪ゆがんだ表情筋をさらに歪ませて、口元に笑えみを浮うかべたのだ。

　ひぃっ、と背中の萩はぎ先せん輩ぱいが堪たまらず声を上げる。

「ど、どうしよう咲さき丘おかくん……」

　俺の背中に隠れたまま、萩先輩が囁ささやく。

「このままじゃ、この子が本当に捕つかまっちゃうよ……」

　夏場に全力で走ったために、暑さで汗あせまみれな萩先輩の顔は少し青い。

　元々体力には不安のあるタイプな人だけに、ここから何かしらのアクションが出来たとしても、この人を連れて無事に逃にげられるかと聞かれたら、不可能と言い切ってもよかった。

「どうしようと言われても……。ど、どうしましょうね……」

　恥はじも外聞もなくせば、ここで土下座でもして、追われる少女を差し出して逃げることも選せん択たく肢しにないわけではない。正直、俺は関かかわりたくはなかったのだ。

「……玲儀音さん、彼らは？」

　怪物が俺たちを指さして金髪少女に尋ねる。どうやら、玲儀音という名前らしい。

　関係ないです。俺たちは玲儀音が逃げた方向にたまたま居て巻き込まれただけで、本当に関係ないんです許してください。

　玲儀音は蜂はち須すを抱かかえた俺たちを見下ろして、少し逡しゆん巡じゆんした後、怪物に向かって断言する。

「私の新しい手足よ」

「えええぇぇぇ!?」

　何ふざけた事を言ってるんだ、こいつ。

　えっ、じゃあナニ、俺たちはこいつの逃とう亡ぼうを手伝ったことにされるのか？　いや、蜂須は勝手に怪物に挑いどんだけど、俺たちはまったく関係ないのに！　やめろよ、この噓うそつき女！

　だが、周囲の男たちの俺たちに向ける視線に混じるものが、疑いから敵意に変わるのを感じる。

　──もうだめだ。状じよう況きようは最悪、まさに八はつ方ぽう塞ふさがりである。

「ふむ、成程。既すでに、準備がされていた、わけですか」

　俺たちが驚おどろいているのを無視して、怪物が一人で納なつ得とくする。

「玲儀音さんを、親父に、頼たのまれました。私達は、玲儀音さんを、連れなければならない」

「でしょうね。それが迷惑と言っているの。──そこの貴女あなた」

　玲儀音がゴシックドレスのスカートをふわりと優ゆう雅がにたなびかせながら、なぜか萩先輩に向き直って尋ねる。萩先輩は困こん惑わくしていた。「わ、私？」

「他ほかに誰だれがいるの、この状況を早く何とかしなさい。貴女とご友人がやるのでしょう？　──ちっ。ほら、貴方もいつまで寝ねているの。さっさと起きなさい」

　ゲシゲシと昏こん倒とうしている蜂須を足で蹴けりながら、玲儀音が悪態をつく。

「待ってくれ、さっきからあんた達はちょっと日本語がおかしい……っ！」

　絶句して固まっている萩先輩に代わり、俺が代返する。

　──そう言えば今いま更さらだが、この金きん髪ぱつの少女を見ていて気付いたことがある。

　美女だった。

　きっと歳は俺と変わらないか、俺より下なんだろうと思う。

　身長は代表より少し低いくらいだろうか。ゴシックドレスと黒いニーソックスによく合ったスリムな体型をしていて、職人が作りだした外国製人形のような美しさがそこにはある。

　とりわけ気になるのは、たすき掛けしている大きなインスタントカメラだ。

　恐おそらくだが、ポラロイド社の昔流行はやったやつだろう。今ではデジカメの流行に圧されてまったく見なくなった代しろ物ものだが、ゴシックドレスとのコーディネートとしては首を傾げる古びたそれの肩掛け紐が、盛り上がった胸むな元もとの双そう丘きゆうの間に食い込み、ゆったりしたドレスに隠かくれそうになる、その美しい肉体ラインの凹でこ凸ぼこを見事に強調していた。
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　透すき通った金髪といい整った目鼻立ちといい真っ白な肌はだといい、日本語が流りゆう暢ちようなものの、正直言って外国人美少女か何かとしか思えなかった。

　いきなり無む茶ちや苦く茶ちやな要求をされて戸と惑まどっている萩先輩の気も知らず、玲儀音は萩先輩をゴミでも見るような目で見下ろす。「──まったく、手間をかけさせないでもらえるかしら」

　そう言って、玲儀音が素す早ばやくドレスのスカートの裾すそを捲まくる。その細く美しい脚あしに装着されていたのは──一本鞭むちのようだった。

　それを見た萩先輩が、顔を蒼そう白はくにして涙なみだ目めで玲儀音に謝罪する。

「ひぅっ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

「テメェ、萩先輩は関係な──」

　その鞭が、横よこ薙なぎに振ふられて唸うなりをあげて空を切る。

　慌あわてて萩先輩の頭を押し込んで二人でしゃがむ。

　すると、いつの間にか背後にいた男が鞭に打たれて悲鳴を上げた。どうやら、こっそり背後から近付かれていたらしい。

　玲儀音が巧たくみに鞭を振るって追つい撃げきをかけると、男は慌てて距きよ離りをとった。




「人が話している最中に近寄らないでくれないかしら。臭くさいのよ、汚けがらわしい、目め障ざわりだわ」




　なんだ、何なんだこいつは。

　争いごとに慣れているとか、そういうのじゃない。

　こいつはもっと何か、非常識で、非日常で、暴力的な何かだった。

　その風景を傍ぼう観かんしていた怪かい物ぶつが嘆たん息そくする。

「玲れ儀ぎ音ねさん。下手へたな抵てい抗こうは、やめましょう。今なら──」

「黙だまりなさい。私は貴方あなた達の思い通りには決してさせない」

　そう言って、玲儀音が怪物を睨にらみつける。

　絶体絶命としか表現のしようがない状況で、彼女の眼めは凍こごえるように冷たくとも、希望の光をまだ失っていなくて。

　まるで、俺の尊敬するあの人を思わせるような眼をしていた。







「『切きり裂さきジャック』は必ず私が捕つかまえるわ。黙もく示し録ろくは、誰にも渡わたしてはいけない危険な物なのだから」










　それにしても、どうしてこんな状況になったんだ。

　遡さかのぼれば、このようなややこしい事態になったのは、恐らく二日前の話が発ほつ端たんになる。







[image: 第一部　学校生活『夏休み』──Baritone solo]




　神楽かぐら咲さき高校の夏休みの課題は多い。

　中ちゆう堅けん進学校という微び妙みような位置から上位へ浮ふ上じようするため、野心的な校長の指導の下もと、毎年結構な量の課題が配られるのは割と有名な話だ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで部活動を始めた奴やつは、まずこの課題が終わらなくて脱だつ落らくするらしい。




「『文武両道』は死にました。学生はせめて勉強をしなさい」




　うちの禿はげ校長は、信じられない事にこれを全校集会でマジで言う。

　事実、夏休み前の終業式の第一声がこれだった。

　当然、このような暴言に対して毎年のように各所から抗こう議ぎが殺さつ到とうしているわけだが、この校長が非を認めたり、席を退いたりする気配はまったくない。

　いわゆる、独裁というやつである。







「──暑いな」

　静かで荘そう厳ごんな声楽曲が、緩ゆるやかに流れる部室の中。

　先ほどから黙って、古びた分厚い本を机に広げて読んでいた代表──沈じん丁ちよう花げ桜さくら先せん輩ぱいが、湯気の立ち昇のぼるエスプレッソを一気飲みして呟つぶやく。

　余談だが、今日は晴天。日中最高気温は三十八度だそうだ。

　俺は首を捻ひねる。「それはツッコミ待ちなんですか？」

「いや、こう暑いと何もする気が起きないものだね……。地球温暖化と言うが、このままだと世界を取り返す前に地球は滅ほろびるんじゃないか？　いや、これだけ暑いなら、もういっそ地球など世界を残して滅びてしまえばいい……」

「うわー、暑さで何言ってるのか分からなくなってるー」

「私は不必要な物だけが、必ひつ需じゆ品である時代に生きてるんだ。だから冷れい房ぼうくらいは許されていいと思う。オスカー・ワイルドだって、それくらいはきっと許してくれるさ……」

　気だるそうに、代表が机の上の『オスカー・ワイルド全集』に前かがみに倒たおれて、だらしなく伸のびる。いつも毅き然ぜんとしている代表からは考えられない程ほどに力の抜ぬけた声だ。

　潰つぶされたおっぱいが凄すごい事になっていて、思わず凝ぎよう視ししてしまう。

「子供じゃないんだから……。それにしてもお姉ちゃん、暑いの本当に嫌きらいだよね……」

　そう言いながら、手元で怪あやしげな機械を弄いじくっていた萩はぎ先せん輩ぱいが、珍めずらしく巨きよ大だいなヘッドフォンを外す。額に流れる汗あせを拭ふきながら、手元のプレイヤーの電源を落とした。

「汗でびしょびしょになっちゃった。カナル型にしようかなぁ……」

「……えっ、なんスか？」

　夏服のボタンをほぼ全開にして、団扇うちわで自分を扇あおいでいる羞しゆう恥ち心しんの欠片かけらもない女──江え西にし陀だ梔くちなが、そのまま深い眠ねむりに落ちてしまいそうな半眼で萩先輩を見る。

「ん？　カナル型っていう、耳に入れるタイプのヘッドフォンがあってね──」

「いや、その前です。萩先輩の身体からだのどの部位がびしょびしょになってしまったんです？」

　江西陀が萩先輩をイジめている。萩先輩がプルプル震ふるえだした。

「よせよ、俺までその単語が卑ひ猥わいに聴こえるだろ。耳の穴が濡ぬれたんだよ、それぐらい──」

「穴が濡れた!?」

「くそぅ！　俺の語ご彙い力じゃ江西陀を止められる気がしない！」

　セクハラを通り越こして、下品にも程がある。暑くて江西陀のテンションがおかしい。

　そしてやはり、机に血けつ痕こんを垂らしながら萩先輩が青い顔で俯うつむいていた。

　俺が鞄かばんからポケットティッシュを出して渡すと、無言で萩先輩が受け取る。やたら汗を搔かいていたが、本当に気分が悪いに違ちがいない。

「それにしても、萩先輩がカナル型ヘッドフォンか……。ヘッドフォン、それ以外にも持ってたんですね」

「ん……、うん……。色んな種類持ってるんだけど、やっばり音の抜け方が一番良いのがごれなんだよね……」

　萩先輩が鼻にティッシュを詰つめながら、ズビズビと呻うめいて携けい帯たい電でん話わを弄る。

「──鼻血なう」

「ディフってる場合じゃないでしょう。ほら、首元トントンしますから、後ろ向いて下さい」

　ぐったりしている萩先輩の、白くて細いうなじを手で軽く叩たたく。

　オーバーヘッドタイプの巨大なヘッドフォンをしていない萩先輩なんて、下手へたをすると誰だれだか分からなくなるかもしれないと思ったのは、この際黙だまっておいた。

　萩先輩の鼻血も落ち着いたので、鞄から買ってきた昼食を取り出すと、江西陀がなぜかそれをジッと睨にらみ付ける。

「なんだよ、そんな物欲しそうな顔してもやらねーぞ」

「──いや、咲さき丘おかって最近は弁当派じゃなかったでしたっけ。清きよ宮みやと三人で飯食ってた時に、最近は咲丘まで弁当箱出してたような」

「学校が休みだからな。清宮とおかずの交こう換かんも出来ないのに、わざわざ作るなんて面めん倒どう臭くさい」

　最近は従姉いとこの姉さんがよく家に来て料理を教えてくれるので、俺も少し自じ炊すいの回数を増やしていた。食費は食材のまとめ買いでそれなりに浮うくし、何より自分でご飯を頑がん張ばって作るのが案外楽しいからである。清宮とイチャイチャする口実にもなるし。

　しかし、この長い夏休み期間は、清宮と色んな場所に遊びに行こうと固く決めていたのに、どうやら家族で海外旅行に行ってしまったらしい。

　毎日『カメラ俱く楽ら部ぶ』に、旅行先の画像をアップロードしてくれるのは目の保養になって嬉うれしいのだが、そろそろ寂さびしくて寿じゆ命みようが縮みそうだ。

　その影えい響きようもあって、ここ数日はわざわざ弁当を作らないで適当に済ませている。

　本当に早く帰ってきてくれ、清宮。恋こいしくて胸が苦しいよ……。

「なるほど、やはりそういうことでしたか。──ふぅむ」

　江西陀は深く考えるように腕うでを組んで、背もたれに体重をかける。

　春より少し伸びた髪かみの毛が濡れ、夏服が汗で少しだけ透すけている。その上ボタンが思いっきり開いているものだから、チラチラと下着が見えてしまっている。

　はだけたシャツの首元から鎖さ骨こつが姿を覗のぞかせていて、なんだかとても扇せん情じよう的に見えた。

　それにしても、本当に無む駄だに綺き麗れいな奴やつだ。せめてもうちょっと黙ってれば、少しくらいは男子にモテるだろうに。

「むー、それにしても、咲丘はいつも涼すずしげな顔してますよねぇ。暑くないんスか？」

「は？　いや、暑いに決まってるだろう。絶対に地球はどこか大事な部分がぶっ壊こわれたんだって。むしろテメェはその鬱うつ陶とうしい髪を切れよ」

「代表みたいに、最近伸ばし始めてたんスけど……。えっ、そんなにもう伸びました？」

「２センチくらい伸びただろう」

「誤差じゃないッスか！」

「うるせぇ！　お前の場合、いつもの髪型が似合ってるから凄く気になるんだよ！　それにだ、俺のことを言うなら見てみろ！　出島先輩の方が余程涼しげだ！」

　俺が指さすと、江西陀が若じやつ干かんそわそわしながら出島先輩の方に視線を動かし、口元を引き攣つらせる。

　海パン姿の大男が、部室でツチノコと戯たわむれていた。

　我らが丘おか研けん最強の戦せん闘とう員である出島進すすむ先輩は、どうやら着き瘦やせするタイプらしい。

　中肉体型だと思っていたあのワイシャツの下は、実際にはやはり筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしていた。無む駄だ毛げの一いつ切さい無い艶つや光りした肉体を煌こう々こうとさせ、汗で全身をヌラヌラと輝かがやかせながら、競泳用の黒い水着一丁で、床ゆかの上で暑そうにぐったりしているツチノコのツッチーと遊んでいる。

　ぶっちゃけ、シュールな風景だ。

「呼んだか？」

　爽さわやかな笑え顔がおで出島先輩が俺たちに向き直る。歯が白く輝いていた。

「出島先輩、なんでそんな格好なんです？」
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「暑いじゃねぇか」

「確かに」

　俺も水着姿になってしまいたい。

「あー、代表。これから皆みんなでプールでも行かないッスか？　さすがに絵え面づら的に、出島先輩の水着なんて、咲丘みたいな『そっち』の人しか喜ばないッスよ」

「『そっち』って何だ。人を男色みたいに言うんじゃねぇ」

　江え西にし陀だが珍めずらしく魅み力りよく的な提案を打ち出すが、その前にツッコミをしなければなるまい。

「えっ、違ちがうんスか？　清宮とか大好きじゃないッスか。デートに誘さそって危ない橋を渡わたるくらい、清宮とか大好きじゃないッスか」

　江西陀が若干目を吊つり上げて、口調を少し荒あらくする。

　心外な。こいつは俺の事をなんだと思ってるんだ。

「勘かん違ちがいしてもらっちゃ困るな……。俺は清宮みたいな女の子が大好きなだけだ。……あれ？いや、むしろ清宮だから好きなのであって、清宮が女の子だと俺もちょっと困る」

「咲丘クンも、ついに暑さで脳みそをやられたか……」

　何気に失礼な事を言いながら、代表が起き上がって腕を組む。

「しかしプールか、却きやつ下かだな」

「なぜです!?」

「いや、江西陀クンに言ったのに、なぜキミがそこまで反応をするんだね」

　俺が食いつくと、鬱陶しそうに代表が俺を睨む。暑いせいで機き嫌げんが悪いらしい。

「まぁ、一つには人ひと混ごみが嫌きらいなんだ。危ないしね。二つには炎えん天てん下かで肌はだを晒さらすくらいなら屋内で涼む。三つに、私は泳げない」

「風景は、風景が楽しめないじゃないですか！　俺の楽しみにしていた夏の風物詩、薄うす着ぎとパジャマで合宿のおっぱい、浴衣ゆかたでお祭りのおっぱい、水着でプールのおっぱい!!」

「やかましいッスよ、咲さき丘おか。暴れて室温上げないでください、マジで暑いんスから」

　江西陀が口を尖とがらせて俺に文句を言う。

　暑いのは俺のせいじゃないのに！

「──うーむ、思ったよりも咲丘クンが重症だな。本格的に部室に冷れい房ぼうの導入を考えよう。金は私が出す。っと、一応こういうのは、どこかに申しん請せいするべきなのかね？」

　そう言って、代表が初めて、丘研の部室にある異物に声をかけた。




「──あなた達は、黙だまって課題も出来ないんですか……！」




　眼鏡めがねの縁ふちを押さえて、プルプル震ふるえながら、生徒会長の城じよう尾び滝たき椿つばきさんが苛いら立だちを隠かくさずに呟つぶやく。ちなみに、この人は額に汗あせを流しながらも、ずっと集中して課題に取り組んでいた。

　俺と江西陀の手はしばらく前に止まったというのに、立派なものである。

「そもそも、あなた方三人はなぜ課題をしないんですか。神楽かぐら咲さき高校の課題が一いち夜や漬づけで出来る量では物理的にないのは、あなた方もご存知でしょう。あまり咲丘さんの手を煩わずらわせないでください。あなた方と違って、咲丘さんには摑つかむべき未来があるんです」

　城尾滝さんの皮肉めいた言葉に、丘研メンバーの非難の視線が俺に集まる。俺は背中を丸めて、昼食用に買ってきたパンの袋ふくろをビリビリ破り、それを頰ほお張ばった。

　すみません、この面めん倒どうくさい人が来たのは俺のせいです。







　城尾滝さんが夏休みだというのに部室に来た原因は、俺が『カメラ俱く楽ら部ぶ』に最近になって新設した機能《ディフューズ》に、個人のアカウントで漏もらしたこの一言にある。




『明日は学校の課題をしに行くけど、どうせ部室で遊ぶだけだろうな……』




《ディフューズ》は、俺のように『カメラ俱楽部』の会員でも画像閲えつ覧らんがメインで、ブログまではやっていないライトユーザー層のために作った、いわゆる『一言日記』みたいなものである。短文で簡単に投とう稿こう出来た方が、気楽に始められるかと思って兄貴と先日作成してみた。

　検けん索さく機能やリンク機能やコミュニティ機能を『カメラ俱楽部』のアカウントと連動させて充じゆう実じつさせたし、それなりに使い勝手のいい機能を作ったつもりではあった。

　しかし、これがなぜかブログ機能よりも流行はやってしまったのだから、予想外と言う他ほかない。

　試ためしに俺も管理人『風景男』の広報メディアとして使ってみたわけだが、広告媒ばい体たいとしても予想以上に機能することに驚おどろいた。もしかすると、これで一ひと儲もうけがまた可能かもしれない。

　まぁ、そんな甘い願望は置いておいて。そんなわけで、管理人『風景男』だけではなく、俺の個人のアカウントでも日記的に始めたのだ。やってみると結構面おも白しろいし、萩はぎ先せん輩ぱいもやり始めてからは友達登録をして、地味に雑談するようにもなったし。

　しかし、この機能には、結構危険な落とし穴があったことに、今いま更さらだが初めて気付く。

　投稿が手軽すぎて、失言が生まれる温おん床しようとなっているのだ。

　深く考えないで一言を投稿したせいで、友達登録をまだしていた城尾滝さんにその状じよう況きようが知られることになり、いきなりメールで「明日は私も課題をしに行こうかと思います。二人で頑がん張ばりましょうね」なんて一方的に通告されたのだから堪たまらない。

　そして、夏休みに学校に遊びに行くだけのつもりだった俺は、この蒸むし風ぶ呂ろのような部室の中で、延々と城尾滝さんの指導を受けながら課題に勤いそしんでいる。

　強ごう引いんに江西陀も巻き込んだので、完全に遊ぶつもりだった先せん輩ぱい方は、俺たちの様子を横目にそれぞれ一人遊びを始めていた。

　結果、結局全員が暑さにバテて呻うめき声を上げている。以上、回想終しゆう了りよう。







「大体、キミ達はなんで課題なんぞやっているのかね。そんなもの、やってもやらなくても一いつ緒しよだろう」

　代表が呆あきれた様子で城尾滝さんに尋たずねると、城尾滝さんがキッと代表を睨にらむ。

「学業は学生の本分です。校長先生も、そう仰おつしやっていたでしょう」

　城尾滝さんの言葉に、俺と江え西にし陀だはうんうんと頷うなずく。

　代表がケラケラと笑いながら、日の光を浴びてテカテカ輝かがやく出で島じま先輩を指差した。

「キミ達には、出島がなぜ進級出来たのか、前に説明したはずだがね」

「いや、マジで誰だれをどんな方法で脅おどしたらそんな事が出来るんスか。──あれですかね、やっぱり黒のＧストリングを──」

「だからそのエロい下着の使用用よう途とと効果は何なんだ!?」

　ただ、江西陀の疑問ももっともだ。この人、本当にどうやって色々と学校の制度を乗り越こえてるんだろう。

　ボードゲームで遊んでいるばかりで、勉強している様子なんてまったく見せないのに、この前貼はり出されていた期末試験の上位ランキングに『沈じん丁ちよう花げ桜さくら』の文字を見た時には流石さすがに目を疑ったものだ（ちなみに、萩先輩は上から数えた方が早く、江西陀と俺は下から数えた方が早かった。出島先輩は名前すら無かった）。

『理り不ふ尽じん』と書いて『じんちょうげ』と読むに違ちがいない。俺たちの苦労は何だと言うんだ。

　俺たちを弄いじって満足したのか、代表の機き嫌げんが幾いく分ぶんか回復したらしい。俺と江西陀が首を傾かしげているのを眺ながめながら、ただニヤニヤと笑っていた。

　城尾滝さんが深くため息を吐つく。

「……はぁ、どうして人間はこうも不公平なんでしょうね。ともかく、私は課題をするべきだと思います。最終的に身になるのは、知識を学んだという努力の証あかしです」

　城じよう尾び滝たきさんがもっともな事を呟つぶやく。そういえば、この人も一応テスト結果は上位だったな。

「学ぶべきことは、既すでに高校にはない。大人が求めるのは曖あい昧まいなそれ以上で、そして奴やつらはそれを与あたえてくれるわけではないのだ。学びの基準なんて自分で探せばいいのだよ」

　代表が腕うでを組んで皮肉気に笑う。

「それを『言い訳』と呼ぶんですよ、沈丁花さん。私たち学生の生活は、先人の積み重ねた知識を学ぶことにこそ意義があるんです。まったく、校長先生には私から今一度徹てつ底ていを──」

　城尾滝さんの話している最中に、代表が一いつ瞬しゆんだけ表情を変える。その感情を、俺は読み取ることは出来なかった。「──先に知識を捨てたのは、他ならぬ現代人だろうに」

　代表と城尾滝さんが面めん倒どう臭くさい話を始めたところで、タイミング良く部室の扉とびらが開く。

「おはよー、今日もすごく暑いねぇ。また最高気温更こう新しんだってさ」

　などと言いつつ、暑苦しい白衣に身を包んだ丘おか研けんの顧こ問もん──小こ手で毬まり綾あや芽め先生が吞のん気きな声をあげながら部室に入る。「もう、地球はどこか大事な部分が壊こわれちゃったんだよー、きっと」

「ああ……、俺もそう思うよ、マリちゃん」

「えー、咲さき丘おかくんと一緒なのかぁ。やだなぁ、咲丘くんって変態だし」

「そこまで言う!?　教師がそこまで言っちゃう!?　酷ひどいハラスメントだ！」

　この人、ついに俺のことを普ふ通つうに覚えたな。というか、完全に俺の自己責任なんだが、ここまで嫌きらわれていると担任なので内申点が恐こわすぎる。──実際、日本史は最低点だったし。

　萩先輩が「おはよーマリちゃん先生、萩です。あっちが江西陀ちゃんで──」なんて小手毬先生に挨あい拶さつをする風景にも、今はもう慣れたものだった。

「小手毬先生、おはようございます。沈丁花さんに無む理り矢や理り言われて顧問をされているというのに、夏季休校の間までお疲つかれ様です」

　城尾滝さんが立ち上がって、小手毬先生に丁てい寧ねいに挨拶する。

「んー？　丘研の子だったっけ」

「失礼しました、生徒会長の城尾滝椿つばきです。今日は咲丘さんの課題のお手伝いと、オカルト研究会の活動監かん査さに参りました」

　小手毬先生が首を傾げる。「あっ、会長さんかぁ。──あれ、活動監査って何するの？」

「夏季休校の間に暴力的な事件を起こさないか、日ひ頃ごろから監かん視ししなければいけないんですよ。この団体はその辺りが危険極きわまりないので」

「そういうキミは何にしても危険だ危険だと、アブない子だけどな」

　軽口を言った代表を、城尾滝さんがキッと睨む。

「ふーん。生徒会もなんか大変みたいだね、そっちこそお疲れ様です」

　小手毬先生がペコペコと挨拶する。傍はた目めには、どちらが教師か分からない風景だ。

「──それで。どうでもいいですが、この音楽を止めてくれませんか。不ふ愉ゆ快かいです」

　城尾滝さんが声楽曲を流し続けるラジカセを睨にらみ付ける。先ほどから男声の独唱が続いていたのだが、場面が変わったのか不気味なパイプオルガンの音が鳴り響ひびいていた。

「声楽曲は嫌いかね？」

「誰もが、あなたのせいで嫌いになりました」

　何気なく、流れているＣＤの入っていたパッケージに目をやる。




『七つの封ふう印いんを有する書』というタイトルと、十じゆう字じ架かと天使の絵が描えがかれていた。




「『カルミナ・ブラーナ』は豪ごう華かで盛大なカンタータだ。対して、この『七つの封印を有する書』は、私が最も正当な再評価を受けるべきだと思う、シュミットという面倒臭い芸術家が書いた、厳げん粛しゆくな宗教曲、オラトリオなんだよ。同じ声楽曲とはいえね、これはジャンルが違うものになる」

「七つの封印ってことは、黙もく示し録ろくの話ッスかね」

「江西陀クン、正解」

　なるほどなるほど、と江え西にし陀だが感心したように頷く。

「黙示録って何でしたっけ？」

「うーん、何て言ったらいいんだろう。それ、話し始めると戦争になっちゃうからねぇ」

　俺の質問に、小手毬先生が困ったように苦笑いする。そんなに聞いちゃいけない話なのか。

「『ヨハネの黙示録』って言って、新約聖書の最後に当たる本なんだ。他ほかの新約聖書に収められた書簡とはあらゆる意味で内容が変わってて、これだけは唯ゆい一いつ預言的性格を含ふくんでるんだよね。実は本当に『たった一人のヨハネ』によって書かれたのかも分かっていないんだよ。だから適当に『黙示録ってこういうもの』って言うと、凄すごく怒おこる人もたくさんいるからね。まぁ、オカルト的には旧約聖書の『創世記』と同じくらいに凄く美味おいしいんだけど」

　流りゆう暢ちように小手毬先生が語り始める。それにしても、文ぶん献けんも見ずにベラベラ語れるんだから凄いよなぁ。流石さすがは『オカルトマリちゃん』だと感心する。

「……ふむ、マリちゃんの言うことももっともだ。解かい釈しやくと正典を巡めぐって多くの血が流れているので、今回はあくまでシュミットの独自解釈の仮定の話ということにするがね」

　代表が面めん倒どうな前置きを置いて話す。「黙示録は、偉い大だいなる主が右手に持っていたという、神のみが開き得る究極の予言の書のことだ」

「予言？　ノストラダムスのあれみたいな？」

　萩はぎ先せん輩ぱいが、興きよう味み津しん々しんに尋たずねる。

「語り手となるヨハネの視点で、『七つの封印を有する書』の物語は語られる」

　代表が、楽しげに薀うん蓄ちくを語り始める。

「偉大なる主の右手にある封印された書を、誰だれもが恐おそれて開かなかった。だが、そこで一いつ匹ぴきの子羊が前に出る。その子羊は、偉大なる主の持つその封印された書を手に取った」

「前向きな羊じゃねぇか」

　出で島じま先せん輩ぱいが感心したように相あい槌づちを打つ。城じよう尾び滝たきさんは無視して課題に視線を落としていたが、よく見ると実は同じ問題で筆がずっと止まっていた。

「子羊が封印を解くと、様々な災さい厄やくが人々を襲おそった」

　代表の声が冷たくなる。

「一つ、また一つと子羊は封印を解いていく。その度たびに人間は試練を与あたえられ続けるんだ。七つの封印が解け、救世主が生まれ、天使の福ふく音いんが鳴り響く、と。物語そのものは、今となっては教会の小話によくある王道な展開だがね。同時に、これほど緻ち密みつに作られた話は一体何を教義として伝えたかったのか、という疑問が人々から噴ふん出しゆつすることになる」

「そうですね、今まさにそんな気分ですよ。この曲ってどんな意味があるんです？」

　俺が当然の疑問を投げると、代表がそれを明後日あさつての方向にかっ飛ばす。

「不明だ」

「は？」

「元々、黙示録は意義において様々に議論がなされているがね。シュミットのこの曲は、黙示録を題材にして成功した、史上初の試みなんだよ。だから多くの人々がシュミットにその真意を尋ねたんだ。晩年の彼はどのように考えて黙示録を最後の題材としたか。黙示録の理解困難な内容を、万ばん人にんに分かりやすい、なかなか適切な台本にしたのはシュミット本人なのか」

　代表が謳うたうように身み振ぶり手て振ぶりを交えて話し、楽しそうに笑う。

「──だが、彼はこの曲の詳しよう細さいな説明を、最後まで明らかにしなかったんだ」

「うーむ、それは中々オカルトっぽいねぇ」

　小こ手で毬まり先生が、興味深そうに声を上げて唸うなる。「……もしかしたら、そのシュミットって人は、本当に人間の本来知ることのできない黙示録の意味に辿たどり着けたのかも」

「なんだそれ、どういう意味だよマリちゃん」

「咲さき丘おかくんには教えたげない」

「い、イジワル！」

　これはイジメですよね。神楽かぐら咲さき高校に、教師から生徒に対するイジメがあります。

　俺とマリちゃんが低レベルな喧けん嘩かをしているのを見ながら、代表が朗ほがらかに笑う。

「まぁそんな感じに、騒さわがしいながら、語り甲斐がいのある神秘的な曲だということさ。とても良い曲なんだが、気に入らないのであれば仕方ないな」

　代表が立ち上がって、ラジカセの音量を下げる。

「もし、キミたちが黙示録を見つけたら譲ゆずってくれよ。それは元は私の物だからね」

「そんな物、あるわけないでしょう。まったく……」

　城尾滝さんが口を尖とがらせる。代表のいつもの軽口なんだから、受け流せばいいのに。

「で、何の話をしていたんだったか。そもそも、なぜキミがここにいるんだ城尾滝クン。邪じや魔まだからさっさと帰りたまえ」

「咲丘さんの課題のお手伝いだと、さっき説明したばかりじゃないですか。それに、あなたが質問してきたから、答えるために待ってあげてるんでしょう……！」

「──いや、失念した私も悪いが、元の話の腰こしを折ったのは間ま違ちがいなくキミだ」

　城尾滝さんが額に青筋を浮うかべて震ふるえている。そういえば、本当に何の話からこんなことになったんだ。城尾滝さんの脱だつ線せんと代表の薀蓄がミックスされると、これだから本当に困る。

「冷れい房ぼうの申しん請せいの件ですが。一いち概がいには何とも言えませんが、恐らく通りませんよ」

「ああ……。そうだ、そんな話をしていたね。本当にどうしてオラトリオの話になったんだ。──で、なぜかね」

　城尾滝さんの冷めた宣告に、代表の目つきが厳しくなる。

「部室棟とうは元々が廃はい校こうになった旧校舎を使用しているんです。電気水道等の管理費や維い持じ費は出ますが、恐らく冷房導入までは無理でしょう。新校舎は冷れい暖だん房ぼうがあるんですし、部室棟までその施せ工こうを行うのは非効率的です。この部屋だけとなれば、他の団体から苦情も出ますし」

「えーっ！　何言ってるんスか、ケチ臭くさい。新校舎だけなんておーぼーッス！」

　江え西にし陀だがイケナイ服装を更さらに乱しながら駄だ々だをこね始める。

「まぁそうだが……。仕方ない、勝手にやるか」

「沈じん丁ちよう花げさん。人に話を訊きいたなら、人の話を聞きましょう。あなたはいつも──」

　腕うでを組んで口を尖らせる代表に、城尾滝さんが呆あきれたような声で苦言を呈ていす。

　実はこの二人、仲が良いんじゃないだろうか。いや、城尾滝さんの人が良すぎるだけか。

　代表と江西陀と城尾滝さんと小手毬先生が冷房について議論している風景から、少し視線を移す。萩はぎ先せん輩ぱいが、再びヘッドフォンをかけて、真しん剣けんな顔で手元の黒い塊かたまりにプラスドライバーを挿さして回していた。

「おっ、なんか出来上がってますね」

「──うん、これで一応完成、かな。──えい」

　額の汗あせを拭ぬぐうと、萩先輩がその黒い物体を持ち上げて携けい帯たい電でん話わで写真を撮とる。陸上競技に使われる砲ほう丸がんくらいの大きさの黒い球体で、網あみ目めのように継つぎ目があり、それは小さなサッカーボールのようだった。「完成なう、と」

「小型加か湿しつ器ですか、それ。お願いですから『そうだ』と言ってください」

「これはねぇ、前に完成した『投とう擲てき型音爆ばく弾だん』の改良品なんだけど」

　萩先輩がヘッドフォンのケーブルを弄いじくりながらニヤニヤと解説を始める。

「スイッチを押して三秒後くらいに、中の物質とかを色々と化学反応させて、人間にとっての強きよう烈れつな不快音を発生させるの。この調整がまた凄すごく大変でね。死なない程度に三半規管を直接攻こう撃げきするから、やられると結構キツイはずなんだ。試作は終わったんだけど、こっちはアレンジバージョンでね。威い力りよく、範はん囲いもちょっとパワーアップしてるはず──」

「ついに手しゆ榴りゆう弾だんですか……。本当にその辺で使わないでくださいね」

「えっ？　手榴弾なんて、もう家でいっぱい作ってるよ？」

「本当にその辺で使わないでくださいね！」

　俺が念押しするが、萩先輩は含ふくみ笑いするだけだった。

「そもそも、爆弾ってそんなに簡単に作れるものじゃないでしょう……」

「別にそんなことないよ。材料を理科室とかから手に入れて、やり方さえ知ってれば、爆弾なんて誰だれでも作れるんだから。たまに中学生の爆ばく弾だん魔まとか出るじゃない。割とそんなもんだよ」

　言われてみれば、確かに。「それにしては、そんなに爆弾を使った事件ってないですね」

「一応薬品を手に入れる規則がちゃんとあるからね。私はお姉ちゃんに貰もらってるからいいんだけど。それでも少ないのは、うーん、やっぱり学校で作り方を教えないからじゃない？」

　教えたら作るものなのか。マッドモードの萩先輩は、思考がちょっと過激である。

「興味あるんだったらさ、明日、爆弾の作り方をまとめたＰＤＦでも送るよ。咲丘くんでも、火炎瓶モロトフくらいなら本当に簡単に作れるから。あっ、せっかくだからＩＥＤとか組んでみてよ！咲丘くんだったら、なんか凄く凝こったの作ってくれそう！」

「ＩＥＤが何か知りませんけど、それだけは絶対に作らない自信があります」

　俺が冷めた返事を返すと、目を輝かがやかせていた萩先輩が、頰ほおを膨ふくらませて不ふ貞て腐くされる。

「つまんないなぁ……。発明はエンターテイメントなんだよ、ＩＥＤなんて最高にドキドキするんだから。──いいもん。『投擲型音爆弾』が完成したら、お姉ちゃんに頼たのんで特許申請してもらうんだから。前に作った『スタン銃じゆう』も、ようやく警察に採用が決定されたし」

「えっ、『スタン銃』って、あれ萩先輩が作ったんですか!?　噓うそ、すげぇ！」

　俺が驚おどろくと、萩先輩が得意げに無い胸を張る。

「ふふーん、ビックリした？　『スタン銃』って、実はお姉ちゃんの会社で作ってるんだよ」

「──会社って何ですか。会社って何なんですか……っ！」

『スタン銃』とは、その名の通り、対象に電極を打ち込んで、電でん撃げきを浴びせて行動不能にさせる、日本企き業ぎよう開発の護身用武器だ。アメリカで既すでに採用されている『テイザーガン』とはまた違ちがい、小型でローコストかつ、安全性が少し高いとかなりの高性能であり、マスコミが取り上げて、少し話題にもなったことがある。

　そういえば一部の地域の機動隊に、殺傷力の少ない犯罪者確保用装備として、試験採用が決まったと聞いてはいたが。いや、まさか。作った本人が目の前にいるとは……。

　というか、『代表の会社』って本当にどういうことなんだ。

「えっとね──、これが試験品だったんだ」

　俺の疑問をスルーして、萩先輩がゴソゴソと鞄かばんからモデルガンのような物を取り出す。黄色くペイントされていて、かわいらしいウサギさんの絵が銃じゆう身しんに描えがいてあった。

　──これが本物なら、今いま更さらだが萩先輩って、本当に凄い人なんじゃないだろうか。

　……同時に、そんなものを鞄に携けい帯たいして登校しているなんて、もしかしてすごく危険人物なんじゃないだろうか。手荷物検査とか、いつもどうやって乗り切ってるんだろう。

「な、なるほど……。でもこれ、本物なんですか？　さすがに噓っぽいですよ」

「むむ、じゃあ試ためしてみなよ。スタン銃の試験品と言っても威力は変わらないし、電池さえ換かえれば何度も使えるんだから。さぁさぁさぁ」

　そう言ってスタン銃を手て渡わたされる。

　頰を膨らませて萩先輩が挑ちよう発はつするが、試せと言われても……。う、うーむ。でも、確かに手に持ってみると使いたくなるものだ。俺はスタン銃を構えてみる。

　えっと、出で島じま先せん輩ぱいなら怪け我がもなく大だい丈じよう夫ぶじゃ──。いや、なんか逆に効かなそうだな。

「ですから、我ら現代の学生には我が慢まんが足りないんです。確かに気温は上がっていますが、全校舎に冷れい房ぼうを導入するなどという発想は甘えですよ。そうした事が、結果的にオゾン層の破は壊かいなどに影えい響きようし、やがては地球環かん境きよう全体に──」

　ふと視線を移すと、城じよう尾び滝たきさんが高らかに演説を始めていた。どうやら冷房談義は、地球の環境問題に発展したらしい。代表以下三名は面めん倒どう臭くさそうに視線を逸そらしている。




　俺は躊躇ためらいなく、城尾滝さんに向けてスタン銃の引き金を引いた。




「なので我々は北極を──ぐぁっ！　……」

　バチン、と何かを叩たたいたような音がして城尾滝さんがその場に倒たおれる。呆ぼけた様子で丘おか研けんメンバーが見る中、俺が城尾滝さんを仰あお向むけにして状態を確かめる。

　完全に意識を失っていた。

「す、すげぇ！　本物だ！」

「そうだね、本物の鬼き畜ちくがここにいるね」

　小こ手で毬まり先生が軽けい蔑べつするような目で俺を見下ろす。

「──あのですね。咲さき丘おかは少し、人生と周囲の視線を気にした方がいいと思います」

　江え西にし陀だが遠い目をして、病人に優やさしく諭さとすように俺に囁ささやく。

　なぜだ、俺は皆みんなのためを思ってやったのに。

　萩はぎ先せん輩ぱいの様子を盗ぬすみ見ると、「電極を巻き戻もどすのがなぁ……」とか言いながら、スタン銃から撃うち出して城尾滝さんに当たったらしい電極を無感動に回収している。

　あの、フォローの言葉が欲しいんですけど。そそのかしたのはあなたでしょう。

「ハッハッハ！　だが、よくやった。さすがは鬼おに畜ちく生しようで変態の咲丘クンだ」

　代表だけが高らかに笑って俺を褒ほめると、気を失っている城尾滝さんには目もくれずに、腕うでを組んで話題を変える。

「──さて、目め障ざわりな彼女も排はい除じよできたことだし。今後の活動についてなんだが」

　こういうことを話し始めると、楽しそうな笑えみをいつも浮うかべる代表だが、今回はなぜか思案するような表情で口に手を当てる。「何日か、部活を休みにしてほしい」

「むむ、珍めずらしいッスね。何かまた調査中なんスか？」

「それもあるんだがね。すまないが、私用で神楽かぐら咲さきを離はなれなければならんのだ」

「ん、どこか出かけるのか、沈じん丁ちよう花げ」

　それはまた、珍しい話だ。俺と江西陀は目を見合わせる。出島先輩が不思議そうな顔をしていた。多分、この人は聞いていても覚えていないだけなんだろう。

「あっ、もしかして沈丁花家の親族会議？　そろそろそんな時期だよね」

　萩先輩が思い出したように尋たずねる。

　現代に親族会議なんてものがあるのか。そんなもの、都市伝説だと思っていた。

「うむ。今回の会議は特に重要だ。篠しの塚づかも連れて行くからな、老人どもを納なつ得とくさせる材料は数も質も揃そろえられた。丘研の準備が整った今、ついに奴やつらに打って出ることになる」

「ん？　何かするの、沈丁花さん」

「ちょっとしたクーデターだ。ひと夏の思い出に、沈丁花の家か督とくを、無能な愚ぐ図ずたちから取り返してくるよ」

　小手毬先生の質問に、代表がニヤリと笑いながら答える。

　えっ、よく分からないけど、実は無む茶ちや苦く茶ちやな事を言ってないか、この人。

「そんなわけだから、私と出島と篠塚は少しの間神楽咲を離れることになる。そこでだ、その間、誰だれかの家に萩ちゃんを預かってもらいたい」

　唐とう突とつな提案に、俺たちも固まる。

　萩先輩は俯うつむいていた。

「どういうことですか？」

「今回は危ない橋を渡わたるからね、使用人も連れて行くんで家が空いてしまう。言ってはなんだが、萩ちゃんを一人であの家に残すのは心苦しい。何より、家に残していけば、萩ちゃん自身が本家の連中に何をされるものか分からん」

「じゃ、じゃあそんな危険なことしなくても！」

「世界を取り返すためだ、これは必要な儀ぎ式しきなんだよ咲丘クン。──私も出来るなら一いつ緒しよにいたいよ。何も出来ない私の力になってほしいし、萩ちゃんの傍そばにいて守ってやりたい」

　代表が一いつ瞬しゆん、表情を暗くする。「萩ちゃんは、基本的に乗り物に乗れないんだ」

　萩先輩は、極度の閉所恐きよう怖ふ症しようだ。

　いつも口には出さないが、四角いものを見るだけで顔を青くする程ほどに、密閉された空間そのものが嫌きらいなのである。

　最近気付いたのだが、部室は窓を極力開けているし、カギ付きのドアなのにカギをまったく閉めないのは、そういった配はい慮りよがあったかららしい。

　そりゃまぁ、車も飛行機も駄だ目めなんだろう。

「数日でいいんだ。誰か萩ちゃんを預かってくれないかね」

「あー、ごめんね。私は無理なんだよ……」

　小手毬先生が真っ先に頭を下げる。「実家の法事があってね、明日から九州に行かないといけないんだ。飛行機にも乗るし、余所よその家の法事のお付き合いなんて嫌いやでしょ」

「そうか、無理にとは私も言えないよ。江西陀クンはどうかな」

　代表の提案に、口をパクパク動かした後、江西陀が固まる。

　一瞬の沈ちん黙もく。

　あれ、空気がなぜか重い。

「いや、その、ちょっとありまして。無理ではないですが、無理と言いますかね……？」

「なんだよそりゃ。分からない奴だな、理由があるなら言っちまえ。回り道は良くないぞ」

　江西陀が言い訳がましく慌あわてる姿を見て、出で島じま先せん輩ぱいが口を尖とがらせる。

　確かに、いくら汚きたなくて、狭せまくて、暗くて、ボロくて、絵具臭くさい家とはいえ、江西陀なら普ふ通つうに大だい丈じよう夫ぶそうな気がするが。一体どうしたんだろう。

「──いいよ、お姉ちゃん。私はどこか適当にホテルとか行くからさ」

　萩はぎ先輩が悲しそうに呟つぶやく。おいおい、これじゃイジメみたいじゃないか。楽しい部活動で、そんな風景になるなんて俺は許さないぞ。

　……あれ？　そうか、よく考えなくても、俺が萩先輩を預かればいいだけじゃないか。

　やった！　萩先輩をついに合法的にモフモフ出来る！

「おほんっ、仕方ないですね。じゃあ、不ふ肖しようながらこの俺が──」

「却きやつ下かだ」「却下ッスよ」「却下だよー」「やめとけ」

「即そく答とう!?　せっかく勇気を振ふり絞しぼったのに何ですか、振り絞ったハートが傷ついて張り裂さけそうだ！」

　チームワークが乱れたのかと思ったのに、この素す晴ばらしい団結力。流石さすが丘おか研けんだ。悲しいのと嬉うれしいのが混ざって、ちょっと涙なみだが込み上げてくる。

「江え西にし陀だ、テメェがそんな薄はく情じような奴だとは思わなかった。見み損そこなったぞ」

「いや、あの、違ちがうんス……。あの、えっと──」

　江西陀が一瞬だけ凄すごく悲しそうな顔をして、視線を彷徨さまよわせる。

「江西陀ちゃん、本当に気にしなくていいから。私なんて何とでもなるし──」

　ちょっとだけ瞳ひとみを潤うるませて、萩先輩が天使のような笑顔を見せた時。

　ついに江西陀が壊こわれた。




「あああぁぁぁっ、もう！　エロ本があるんスよ、山のようなエロ本が！　デッサンの参考にしようと思って、最近大量に仕入れたエロ本が部屋にあるんス。清純物から監かん禁きん、触しよく手しゆ、野外、放置、ＳＭ、アニメ調の物も含ふくめて、果てはＢＬまで！　あれを捨てたら社会的に死んじゃうんス、コツコツ貯ためたお小こ遣づかいでようやくまとまった量を買ったんだから捨てたくないんスよ！　ええ、デッサンとか都合の良い事言ってますけど、実際はただの趣しゆ味みですよ。悪いッスか、女の子が山のようなエロ本集めて、部屋でニヤニヤしてたら何か悪いんスか!?」




　部室の空気が死んだ。




　俺は全員と少し顔を見合わせて、一歩進み出て、深く頭を下げる。

「江西陀さん、ごめんなさい。俺の言いがかりでした」

　ふんっ、と江西陀がそっぽを向いてしまう。ちょっと涙目だった。

「でも、お前が自分の持ってるエロ本見られるのを嫌がるのは、かなり意外だよ」

　俺の指し摘てきに、江西陀が指をモジモジさせながら声を小さくしていく。

「いや、まぁ、そのですね。今までは別に意識しなかったんスけど。こう、セクハラするのはまだしも、自分の好きなのを知られるのは、特に、えっと──」

「あ？　なんだって？」

「──咲さき丘おかクンに致ち命めい的てきな程ほどデリカシーがないのは置いておいて、だ」

　代表が何とも言えないような渋しぶい顔をして頷うなずく。「江西陀クンが百ひやつ歩ぽ譲ゆずってくれて、萩ちゃんを預かってくれたとしてもだ。それではまぁ、確かに萩ちゃんは失血で死んでしまうな」

　実際、萩先輩は固まって動かなくなっていた。目を開けているが、気が遠くなっているのかもしれない。

「しかし、どちらにせよ萩ちゃんにホテル暮らしは無理だ。とすると、他ほかに誰だれが頼たよれるものかな……」

「だ、だから大丈夫だって。……もう、お姉ちゃんはちょっと過保護だよ」

　どうやら、萩先輩はそんなに遠くの世界に行っていなかったらしい。頰ほおを膨ふくらませて、拗すねるように萩先輩が代表を睨にらむ。

「萩ちゃんは自分で思っている以上に、自立が私並みに不可能だとそろそろ知った方が良い」

　代表は、それを見て少し寂さびしそうに笑うだけだった。「萩ちゃんは、これから大人にならなければいけないんだ。自分の限界を知っておかないと、後々困ることになるからね」

　そりゃ、代表だって誰だって、いつか大人になるだろう。

　それを聞いて、萩先輩は少し思案した後、俺に向き直った。




「ねぇ、咲丘くん。しばらく咲丘くんの家に泊とまっていいかな」




　正直、意外な提案と言う他ない。

　萩先せん輩ぱいが俺を信用してくれたのは嬉しいが、ここで『ヒャッホイ！』と喜べるほど、俺も節操が無いわけではないのだ。今いま更さらだが、重い責任に眩暈めまいを覚える。

　しかも、それを聞いてすぐに、江西陀と小こ手で毬まり先生が猛もう反はん対たいした。

「いやいやいやいや、やめた方がいいッスよ。何言ってるんスか、萩先輩。早まらないでください。このド変態の家に萩先輩を置くのは論外ッス」

「そ、そうだよー！　そんなはしたないの、先生は認めません！」

　二人がやかましく騒さわぐ中、代表は俺を見み据すえる。

　ちょっと殺気立っていた。

「──咲丘クン、信用していいんだね？」

「ヒャッホイ！」

　しまった。普ふ通つうに返事をするつもりだったのに、緊きん張ちようし過ぎて、抑おさえていた言葉が発声と共に漏もれてしまった。

　冷たい視線が一いつ斉せいに集まる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、香か澄すみちゃんもしばらく泊まってたんだし。咲丘くんは変わってるけど、そういうところはちゃんとしてる人だから。たぶん、大丈夫だって」

　そんな俺を、萩はぎ先輩が自分に言い聞かせるようにフォローする。

　笑え顔がおのまま、俺にやたら強調的に同意を求めてきた。「ねっ！　咲丘くん！」

「俺は夜には兄貴の部屋に行けばいいわけですしね。不便があれば、電話してくれればすぐに駆かけつけますよ。それに、俺にだってＮＯタッチの精神はあります！」

「ああ、成程。香澄クンの時もそうしていたのかね？」

「えっ、なんであいつの為ためにそこまでしなきゃならないんですか？」

　俺が首を傾かしげると、かなり深いため息を吐ついて代表がウンウンと頷く。

「──そうか、そういえばそういう奴やつだな。風景が大好きなんだな、キミは。本当によろしく頼たのむよ、咲丘クン。明日中には私も出かけるので、萩ちゃんの支し度たくが整い次し第だい、キミの家に向かわせよう。そうだな、用事は大体二・三日で終わると思う」

「……ふむふむ、では自分も出来るだけ毎日、様子を見に行くことにしましょう」

　江え西にし陀だが眠ねむそうな目を細めて、神しん妙みようそうな顔で腕うでを組む。「まさか、萩先輩ペット権を咲丘に先に奪うばわれるとは思いませんでしたよ。あーあ、自分も萩先輩を自宅で飼いたいッスなぁ」

「やめろ江西陀。せっかく上手うまくまとまりそうな話を、わざわざ壊こわそうとするんじゃねぇ」

　内心ちょっと考えたけどな！

「私は教師としては反対ですー。ぶーぶー」

　小手毬先生は、相変わらず不満そうだった。

「いいじゃねぇかよ。あんたは預かれないんだろ、だったらもう前向きに考えようぜ」

「そう言ってやるな、出で島じま。健全な若い男女がほとんど一つ屋根の下というのは、教育者としては止めたいんだろう。私だって、あまり快くは思ってないよ」

　代表が半笑いで出島先せん輩ぱいを諭さとす。小手毬先生は、俺と萩先輩を見比べて唸うなった。

「私だって、友達とそういうのした事ないのに……」

　ただの私し怨えんだった。

「さてさて。諸君、今日は解散だ。お疲つかれ様。次の部活の日程が決まったら連れん絡らくしよう」

　代表が席を立つ。出島先輩が水着のまま部室を出て行った。トイレで水着から着き替がえるんだろう、そのまま帰るつもりではないと信じたい。

　いつものように代表が椅い子すの上に立って、腕を組んで宣言する。

「さぁ、また今度、この美しい世界を取り返そうじゃないか」

　こうして、いつものようにこの日の部活は終しゆう了りようした。










　その翌日の夕方。

　念入りに掃そう除じをし、干した布ふ団とんも整え、すぐに夕飯の準備を始められるようにキッチンを整せい頓とんし、正座して二時間ほど待機していた頃ころである。

　玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「ヒャッホイ！」

　俺は走って玄関に向かって、ドアを開ける。

　そこには、薄うすい水色のワンピースとヘッドフォンを身に着けて、肩かたに大きなトートバッグを掛かけて、旅行用の小さなキャリーケースを引きずった、線の細い可か憐れんな少女が立っていた。

「こ、こんにちは。よろしくね、咲さき丘おかくん」

「ちーっす」

　しかしなぜか、おかしな言葉が一つ余計に聞こえる。

「待て、なぜ江西陀が此処ここに居る」

　超ちよう絶ぜつにかわいらしい私服姿の萩先輩がそこに立っているのは分かるが、Ｔシャツジャージ姿の江西陀が、その横に立っている理由がまったく分からない。

「だから言ったじゃないッスか。出来るだけ毎日、様子を見に来るって」

「言った。確かに言ったが……、なんで最初からいるの!?」

　これじゃ萩先輩をモフモフ出来ない！

「いや、放っておいたら、咲丘が初日から萩先輩をモフモフしそうなもので」

　バレていた。

「まぁいい……。どうぞ、上がってください」

　俺が紳しん士し的に道を譲ゆずると、「お邪じや魔ましまーす……」と萩先輩が遠えん慮りよがちに部屋に上がる。江西陀は慣れたもので、萩先輩の靴くつも一いつ緒しよに下げ駄た箱ばこに入れてくれた。

「うわぁ、大きいテレビだね。お姉ちゃんから聞いてたけど、凄すごいなぁ」

　萩先輩は俺のテレビに興きよう味み津しん々しんといった様子で触ふれていたが、江西陀は入り口で何やら首を傾げていた。「……あれ？　この部屋、ちょっと広くなりました？」

「ああ、入り口に余よ裕ゆうが出来ただろ。テレビを新調したからな」

「……今、なんと？」

　江西陀が驚きよう愕がくの表情で俺の顔を覗のぞく。

「やっぱり、最近のテレビはサイズじゃねぇよ。画質と機能なんだって。こいつはな、大きさは55インチとやや小さいんだが、メガＬＥＤと４倍速スキャンに対応した最新の映像エンジンを搭とう載さいしているだけに、表示が最高にヌルヌルしてるんだ」

「前のテレビはどうしたんスか」

「３Ｄ機能もな、無いよりはあった方がやっぱりリッチ感が違ちがうよ。対応コンテンツがまだ充じゆう実じつしてないけど、その辺りは今後に期待すりゃいいんだ。中にはＨＤＤが内蔵されていて、外付けＨＤＤにも対応してるから無む尽じん蔵ぞうに録画が出来る。何より最高なのは、タイムマシン機能だ！　凄いんだぞ、昨日見忘れた番組も、勝手に丸一日分録画しておいてくれるんだぜ！」

「前のテレビはどうしたんスか!?　咲丘!!」

　江え西にし陀だが血走った目で俺に詰つめ寄る。

　えっ、なんでこいつ、こんなに必死なの？

「い、いや、捨てたけど。ちゃんと家電屋に引き取ってもらって、リサイクル登録もしたし」

「捨てた!?　なんで譲ってくれないんスか！　他ほかにも売るなり何なりあったでしょう！」

「──ああ、そういやそうだな。まぁ、そんなこと、別にどうでもいいじゃないか」

　やかましい江西陀は置いて、萩はぎ先せん輩ぱいの様子を見る。

　萩先輩は大人しくベッドに腰こし掛かけていた。流石さすが、人の家でも落ち着いている。江西陀とは育ちが違うんだろう。若じやつ干かん呆あきれたように苦笑いしているのは、多分気のせいだ。

　江西陀は今にも嚙かみ付きそうな感じに唸うなりながら、胡坐あぐらをかいて部屋の中央に座った。

　入り口に置いたままになっている、二人の荷物に目を向ける。
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「萩先輩、鞄かばんこっちに置いておきますね。……結構重いな」

「あっ、それね。護身用に『燻くん製せいトロピカル爆ばく弾だん』と『投とう擲てき型音爆弾』と『スタン銃じゆう』とかが入ってるから大事に──」

「何でそれが必要なの!?」

　俺の家は安全なのに。

　とりあえず荷物を運んで、俺はインスタントコーヒーの準備をする。

「咲丘くん、テレビ見ていい？」

「どうぞー」

　萩先輩がテレビを点つけたらしい。軽かろやかな手つきでリモコンを操作し、どんどん機能の使い方を確かく認にんしているようである。「へぇー、最近はテレビの内蔵ＨＤＤに直接録画するんだね」

「レコーダーも良いんですけどね。なんだかんだ、ブルーレイは量を録とると、置き場所に困るんですよ。それに、メインはやっぱりパソコンでの使用ですからね」

「こんなに大きいのに使い方が勿もつ体たいないなぁ……。それだとテレビが見れないじゃない」

「えっ、テレビって風景見る以外、何に使うんです？」

　俺がインスタントコーヒーの封ふうを開けながら訊たずねると、萩先輩と江西陀はきょとんとした顔で、互たがいに目を見合わせていた。

「い、いや、テレビはニュースとか映画とか、バラエティーとかを見るもんでしょう。……ですよね？」

　江西陀が萩先輩に確認しながら、俺に慌あわてて訴うつたえる。

「テレビニュースなんて、事実と世論が同時に見れないじゃないか。放送されないネタも多いし、ネットで見た方が効率良いだろ。他のよく分からないテレビを見るくらいなら、くだらないから『音楽都市』と『世界遺産』しか俺は見ない」

「……それ、テレビが大きい意味あるの？」

　萩先輩がよく分からないことを言い出す。

「風景が最高に綺き麗れいですからね。テレビを買うのに、他に理由はいらないでしょう」

　と言っているうちに、さっさとコーヒーを淹いれ終えた。運んで萩先輩と江西陀に渡わたす。

「──パソコンでの使用、と言えば」憮ぶ然ぜんとしていた江西陀が、突とつ然ぜん思い出したように俺に尋たずねる。「やっぱりコレ、壮そう観かんなんでしょうねぇ」

「あのさ、風景の話なら頷うなずく所だけどよ。握にぎった拳こぶしを上下に動かすって最悪なジェスチャーをしながら、そういうこと聞くのは教育衛生上良くないと思うぜ。あと、さり気なく俺の足に指を這はわせるのはやめろ」

「そうそう。有料チャンネルとかって、登録してないんスか？　是ぜ非ひ見てみたいッス」

「してるよ。旅番組の特集をやってるチャンネルと契けい約やくしてるよ。でも、多分お前が期待してるような有料チャンネルとは契約してないよ。だって俺、18歳未満だもん」

　どうして画面があると、エロ動画やらポルノチャンネルと結びつけたがるんだ、こいつ。

　萩先輩が鼻血を流しながらティッシュを求めていたので、無言でボックスごと渡した。

　江西陀が残念そうにため息を吐つく。

「こんなに黒くて大きくてヌルヌルしている画面を持っていながら、エロ動画も見ないってどういうことッスか？　咲さき丘おかはエロスについて、興味が無さすぎッス。ここまで来ると、さすがに清きよ宮みやや蜂はち須すとデキてると言われても、『おめでとう』としか言えないッスよ……」

「ねーよ」

　いや、俺だってエロエロファイルの一つくらいパソコンに隠かくしている。でも、それをわざわざ女の子に公言するほど、俺だってセクハラ好きではない。

　というか、自分の持ってるエロ本は隠す癖くせに、俺の持ってるエロ関連には興味あるんだな。

　我わが儘ままと言うか、理解しがたいというか。

「そういえば、エロ本って何で18歳未満だと見ちゃいけないんスかね」

　愚ぐ問もんである。「法律で決まってるからだろ」

「そりゃまぁ、その通り。でも、ぶっちゃけ高校生でエロい事する人はいますよね。最近は進んでて、小学生だって興きよう味み津しん々しんなんだとか。なのに若者がエロ本を読んじゃいけないって、なんか理り不ふ尽じんじゃないッスかねぇ。一体、誰だれが決めたんでしょう」

　萩先輩の鼻に詰つまったティッシュが再び赤く染まる。

　まぁ、江西陀の疑問も分からないでもない。

「──昔、イタリアで『ポンペイ』という素す晴ばらしい遺い跡せきが発はつ掘くつされたんだが」

　いきなり語りだした俺を不思議に思ったのか、萩先輩が少し目を細めて俺に尋ねる。

「……もしかして、風景の話？」

「イタリアの誇ほこるべき世界遺産ですよ。ただ、遺跡で発掘された遺産は、芸術とフォローするのも難しいくらい、ただのエロい絵とエロい彫ちよう刻こく、ポルノグラフィーの山だったことは、意外と知られてません」

　江え西にし陀だが腕うでを組んで、口を尖とがらせる。「ほほぅ、エッチな遺跡は好きですよ」

「ここで悩なやんだのは、ポンペイ遺跡の出土品を飾かざる博物館のカタログ作者だ。この人たちには全すべての遺産や風景を公平に、正しく解説する義務があったんだけどな。しかしこの風景はエロい、マジでエロ過ぎる。『子供にこれを見せたらヤバい』、と皆みんなが思ったそうだ」

「う、うぅぅ……、普ふ通つうじゃないの、それ」

　萩はぎ先せん輩ぱいが顔を赤らめて唸る。

「でも、真にカタログ作者達が恐おそれたのは、『子供にこれを見せたらヤバい』と自分たちが考えてしまったことです。知識を共有するために博物館があるんですよ。なのに、私的な感情でそれを隠そうとするのは、今で言う『情報統制』ってやつでしょう？　少なくとも、ポルノグラフィーを隠すのは、カタログ作者の理念からは逸いつ脱だつしてました」

　萩先輩と江西陀が二人、初めて納なつ得とくしたのか嘆たん息そくする。「おー……、確かにそうだね」

　危険とされる情報の隠いん匿とく、それが情報統制の始まりになると、正義感で言い出した学者は考えただろうか。

「なのに、彼らの恐れていたことは簡単に現実となる。やっぱりそれっぽいから、『エロ本を子供に見せるのは危険』と信じる人が現在では大勢出てきた。そして、『エロ本は18禁』へ、大勢の人が『エロい＝卑ひ猥わい』と考える現代が生まれたんだな」

「芸術性が失われてしまったんスね」

「そういうことだ。卑猥なものは低てい俗ぞくで、学術的価値が無くなってしまったんだよ」

　江西陀の愛した風景は、きっと美しいんだろうに。

「──言いたいことは分かるけど、それの何がいけないの？」

　萩先輩は首を傾かしげる。「だって、実際に嫌いやな物を見ちゃう人はいるじゃない」

「一番の問題は、その『子ヤング供パーソン』という概がい念ねんです。彼らの存在は証明出来ません。これを利用した偉えらい人による情報の支配が、何にでも簡単に通用するようになったんですよ」

「ああ、なるほど。そういうことッスか……」

　江西陀もこの問題の根本に気付いたらしい。

「望まずにエロ本を見てしまって、傷ついている子供がいるかもしれない。見るも無残な酷ひどい天災に遭あって、傷ついている子供がいるかもしれない。と、『居るかヤング分からないパー犠牲者ソン』を理由にすれば、世の中の情報は全部規制できますねぇ。そんな子供はいないと証明しようにも、『ヘンペルのカラス』みたいなもんスか」

　カラスは皆、黒いのだ。白いカラスがいると言うなら、そいつをここに連れてこい。

「他ほかならぬ、そういった人々の安全の為ためだ。だからどちらの論も証明不能、今だって全部グレーゾーンなんだ。とりあえず危険っぽいから、今も絶賛放置中ってだけだよ」

　全ては架か空くうの誰かの安全の為なのだ。「インターネットの登場で、前提が変わったけど」

「なるほどなるほど。ではでは。そんなわけで、自分らはそんな情報統制に負けないように、これから大画面で咲さき丘おか秘蔵のエッチなゲームをしましょう」

「『性癖がヤングバレてパー傷つく俺ソン』が存在を証明出来るから却きやつ下か」

「えー……、言ってる事が違うじゃないっスか」

　江西陀が残念そうに項うな垂だれる。

　──結局さ、ちゃんと話してやってもお前はそうなんだよな！

「ノリが悪いッスね。咲丘にはガッカリっすよ……」

「俺はお前に心底ガッカリだよ……っ！」

　俺は自分のパソコンの電源を入れ、モニター切り替かえ機を操作する。

　萩先輩がまだテレビを弄いじっているので、俺はパソコンのモニターを小さいサブモニターに切り替えて、キーボードを叩たたきまくって、止まっていた作業を少し再開した。

「ん？　咲丘くん、何やってるの？」

　すると、萩先輩が俺のサブモニターを覗のぞきこんできた。

「ああ、『カメラ俱く楽ら部ぶ』の機能拡張のコードを作ってるんですよ。《ディフューズ》も、もうちょっと便利にしたいですから。数分で終わるんで、これだけ済ませていいですか？」

「ディフがもうちょっと便利になるの？　今のままで十分楽しいけどなぁ。でもそっか、咲丘くんってそういうのがお仕事だもんね。──えっ？」

　萩先輩が首を捻ひねる。「ねぇ、このコードって何、初めて見たけど。それに──」

「俺と兄貴が開発してる言語なんですよ。実はまだある程度、未完成なんですけどね」

「言語開発なんてしてるの？　凄すごいけど、なんでそんな事をわざわざ──」

　萩先輩が固かた唾ずを吞のんで俺の作業を見守る中、江西陀も目を細めて覗き込む。

「あのー、自分には何が凄いのかまったく分からないんスけど」

「要するに、咲丘くんはコンピューターの咲丘語を作ってるの。英語とか日本語とか、皆で使ってる言葉を使えばいいのに」

「うはぁ……、それはパネェっすねぇ。というか、イタいっすねぇ」

　よく分かってないだろ、こいつ。

　っと、よし、これで完成。あとは今日の夜にでも兄貴とデバッグして、早めに更こう新しんしよう。

　俺はコードを保存、バックアップの設定をして立ち上がる。

「さて、飯を作るか！　今日は中ちゆう華かに挑ちよう戦せんしよう」

　冷蔵庫から野菜や肉を取り出して、キッチンに並べる。包丁をピーマンに突つき立てた。

「料理の出来る男子はモテるらしいッスよ、ヒューヒュー」

「まぁ、ご期待に添そえるかは分からないけどな。ちょっと待っててくれ」

　とりあえず料理を始めてみたものの、江西陀が俺の後ろでうろちょろしていて邪じや魔まだった。まったく、パソコンモニターの前で大人しくしている萩はぎ先せん輩ぱいを見習ってほしい。

　そんなこんなで、簡単な青チン椒ジヤオ肉ロー絲スーを作ってみた。我ながら良く出来ていたと思う。

　しかし江え西にし陀だと萩先輩は悲しそうな顔で、無言のまま早口でそれを食べて、そのまましばらく静かになってしまった。

　なんとも奇き妙みような風景だった。







　萩先輩が暗い顔をして早めに寝ねる支し度たくに入ると言うので、俺はアパートの自分の家を出る。

　体調が優すぐれないということで、今日は江西陀も泊とまるらしい。夏バテだろうか。江西陀の奴やつ、生活リズムとか崩くずれてそうだし。やはり、食事はちゃんと摂とらないといけないな。

　隣となりの家の扉とびらをノックする。

　扉が開いた途と端たんに、大の男に抱だきしめられた。

「うほぉぉぉっ！　来たな弟、待ってたぜぇぇ！」

「今日も元気そうだな、兄貴」

　しばらく抱きついて俺にスリスリした後、満足気な表情で甚じん平べい姿の汚きたない男──咲丘純じゆん一いちが手招きする。

「ささっ、入りたまえ。今ちょっと楽しいところなんだ」

「楽しい？」嫌いやな予感しかしない。「今度はどこを攻こう撃げきしてるんだ？」

　とりあえず、部屋に上がる。今日は大量のモニターにニュース映像や動画が流れていない。代わりに、物もの凄すごい勢いでプログラムの実行ファイルが画面内で増ぞう殖しよくしていた。

　兄貴がキーボードの前に座り、軽快にキーボードを叩く。

「ゲーム会社のセキュリティホストに、皆みんなで凸とつしてんだよ」

「なんでまた」

「ゲーム機に別のＯＳ突っ込んだだけで、ロムハッカーを『人間の屑くず』だとか訴うつたえたんだぜ。酷い話だろ。他ほかの連中とも揉もめてるみたいだし、便乗してダウンロード市場のクレカ情報でも貰もらおうかって、ダチとちょっとした祭りになってる。今はちょっと交こう替たいで休きゆう憩けい中な」

「……ああ、そう。頑がん張ばってくれ」

　止めても無む駄だだろう。この人とその友人は、その日の気分で人の家で祭りを始めるのだ。

　俺はいくつかある内の一台のパソコンの前に座り、それに自分がいつも使用しているキーボードを接続する。今日は兄貴と『カメラ俱楽部』の更新について話し合いたかったのだが、忙いそがしそうなのでやめることにした。

「おっ、そういや弟よ」

　定位置に腰こし掛かけて作業に戻もどる寸前に、兄貴が思い出したように手を叩く。

「『セントポーリア』って覚えてるか？　あの歯車の宗教団体」

　意外な名前がいきなり兄貴の口から出て驚おどろく。『セントポーリア』は、つい最近まで話題になっていた新興宗教の団体だ。俺たち丘おか研けんが、全すべての原因だった活動家を鎮しずめたことで、今はもう空中分解を始めていたはずである。「『セントポーリア』がどうしたんだよ」

「あの連中、また会員が増えてるらしいぞ」

「マジで？　噓うそだろ？」

　歯車の絵は、もう街から消えたというのに。

「よくは分からん。原因は調査中、って言っても本ほん腰ごしを入れるつもりはないけどな。弟の方がむしろ詳くわしいかと思ったんだけど、とりあえず報告な」

「そっか、サンキュー兄貴」

　今度は一体、あの個性を失った人々は、何の絵をモチーフに活動しているんだろう。

　これは代表の耳にも入れておくべきだろうか。今は忙しいみたいだし、代表が帰ってきたら一応話しておこう。

「で、弟の部屋に江西陀ちゃんと女郎花おみなえしちゃんが泊まりに来てるんだろ。いつ帰るんだよ。ぶっちゃけ、弟がここで寝ね泊とまりしてくれるなら、いつまでも居てくれて構わんぞ」

「二・三日だと思うけど──って、なんで江西陀も来てるって知ってるんだ？」

　確か、兄貴には萩先輩の事しか話してないはずだ。江西陀も今日だけ泊まることになったのは、ついさっき決まった事である。

「いや、監かん視しカメラでバッチリ──」

「いつの間に俺の部屋になんてものを仕し掛かけてるんだ、あんた！」

　俺の兄貴がストーカー過ぎて怖こわい。

　──でも、待てよ。

「ひょっとして、今も監視カメラって動いてるのか？」

「そりゃそうだ」

「今は、俺の部屋で女の子が二人きりだ」

「──ほぉ」

「ということは、気き兼がねなく部屋で着き替がえとか出来るよな」

「──ほぉほぉ」

　兄貴はいつもの監視カメラの中ちゆう継けい画面をいくつかのモニターに表示させる。俺が固かた唾ずを吞のんで見守る中、兄貴が何度か画面を切り替かえた。

　画面には砂すな嵐あらしが流れていた。

　兄貴が首を傾かしげて、何度か画面を更こう新しんする。

　画面にはずっと、黒い砂嵐が流れていた。

「ファック！」兄貴が頭を抱かかえて叫さけぶ。「やられた！　なぜバレたし！」

「……そうか、萩先輩が居たんだったな」

　江え西にし陀だだけならぶっちゃけ何とかなったかもしれないが。萩はぎ先せん輩ぱいなら確かに、ある程度予測して電波妨ぼう害がいなり物理的に破は壊かいなり、対処とかしそうで怖い。

「くそぅ、荒あらぶるリビドーが抑おさえられん。──やっぱり、ちょっと徹てつ底てい的に壊こわしてくるわ」

　そう言って、兄貴が先ほどよりも更さらに速いスピードでキーボードを連打する。

　八つ当たりの対象の企き業ぎようには気の毒だが、兄貴に負けないように頑張ってほしいものだ。

「……なぁ、兄貴。兄貴たちはなんでクラッキングなんてするんだ？」

「なんだよ、改まって」

「いや、なんとなく」

　兄貴は振ふり向きもせず、画面を見ながらぼやく。

「俺は別にカギが壊したくてやってるんじゃない。扉とびらを見つけたから開けようとしたら、そこにたまたまカギが付いてただけだ」

「だからって、カギを壊したら部屋の主が困るだろ」

「はっはっは！　いや、どんな形であれ、部屋に扉や窓がある方が悪いね」

　兄貴がゲラゲラと笑う。

「人間ってのは、扉があったら開けたくなるっていう不治の病を抱えてるんだ。なのに、電子データだけは何故なぜか便利で安全って言われ続けてるんだよ。デカいデータだって、丸々コピーするのに数十分もかからない。削さく除じよに至っては一いつ瞬しゆんだ。利便性との引き換かえにな」

　兄貴は新しい煙草たばこを胸むな元もとから素す早ばやく取り出して、それに火を点つける。

「個人情報をサーバ上に保存？　どこが安全だって言うんだよ。あっちのコンピューターが責任を持って預かります、ってよく言ってるけど、あれ噓だからな。盗ぬすまれたら取り返して、盗んだ奴やつの記き憶おく抹まつ消しようとかしてくれないから。せいぜい、役員の首が飛ぶ程度。一回扉を開ければ後はガバガバじゃないか。部屋の中に隠かくした大事な情報に責任が持てないなら、部屋なんて最初から借りるもんじゃない。部屋の出入りは自由にしてるんだ。だったら、中の物は持って行ってください、って言ってるようなもんだろ」

「それでも、カギを壊す奴は悪いんじゃないかな。カギってのは、ある事に意味があるんだろ」

　俺にも、どちらが正しいという確証はない。だが、兄貴の言い分は一いつ般ぱん的には間ま違ちがっているんだと思う。

「俺は性善説を信じない」

　兄貴のその返答は、いつになく冷たいものだった。

「インターネットは、分かりやすく性善説を否定した。だから俺たちは、『カメラ俱く楽ら部ぶ』や『ディフューズ』、何より『ＬＬＤ』を作ってるんだ。そうだろ？」

　そういえば、まったくもってその通りだった。

「お前も人間が大だい嫌きらいで、どこまでも人間なんだ。沈じん丁ちよう花げちゃんだってそうだろ」

「代表は、人間から世界を取り返したいんだよ」

　声楽曲が、ふと聴ききたくなった。「凄すごい人だ。俺もあんな風になりたい」

「そういえば、沈丁花ちゃんの『世界を取り返す』って、どういう意味なんだろうな」

　兄貴は灰皿に煙草の灰を捨て、視線と指先だけを高速で動かし続ける。

「実は俺にもよく分からないけど」

　俺はあの夜に、代表と話した『カルミナ・ブラーナ』の話が忘れられなかったんだ。

「きっとそれは俺たちの『ＬＬＤ』と同じで、世の中を変えてくれるんだって俺は信じてる」

「……どうだか」

　それきり、兄貴は作業に没ぼつ頭とうしてしまった。

　俺が寝ねようと思った頃ころになっても、兄貴はまったく寝る気配がなかったので先に寝た。










　翌朝、すっかり寝ね坊ぼうして昼頃ごろに自分の家に戻もどると、既すでに萩先輩はテレビを見ながらのんびりとくつろいでいた。

　テレビの音は聴こえないが、どうやら自分のヘッドフォンをテレビに挿さしているらしい。

　一人でいる時くらい、スピーカーで聴けばいいのに。

「あ、おはよう咲さき丘おかくん。随ずい分ぶんゆっくりだね」

「すみません、朝食とかどうしました？」

「江西陀ちゃんと一いつ緒しよに食べてきちゃった。そのまま江西陀ちゃん、帰っちゃったよ」

　なんだ、江西陀のやつ、割とあっさり帰ったんだな。

「……あとさ、こういうのはやめようね。さすがに犯罪だと思う」

　そう言って、萩先輩がゴミ箱を指さす。覗のぞいてみると、小型カメラらしい壊れた機械の残ざん骸がいが無造作に放り込まれていた。

「兄貴に俺が仕し掛かけられてたんですよ。むしろ俺は被ひ害がい者しやです」

「と言ったら、つまり『そのカメラを使って覗いたらいいじゃないムフフ』って一度は考えたに違ちがいないって、江西陀ちゃんが言ってた」

　バレていた。

「心の底からごめんなさい。──でも、なんで分かったんです？」

「こんなこともあろうかと、咲丘くん対策はバッチリにしておいたからね」

　上じよう機き嫌げんに萩先輩がトートバッグに手を突つっ込むと、そこからまた謎なぞの装置を取り出す。

　大きさは折り畳たたんだ少し前の携けい帯たい電でん話わくらいだろうか。薄うすく、小型で縦長の機械だ。

　それにはファインダーのようなものと、ＬＥＤライトが装着されていて、どちらかと言えば小型カメラというよりも高性能虫眼鏡のような印象を感じた。

「盗とう撮さつカメラってさ、無線だと盗とう聴ちよう機きと一緒で、電波をキャッチして探す方法があるけど、それでも確実とは言えないよね。有線には効かないし。そこで、この機械の出番です」

「使うとどうなるんですか？」

「これの本体スイッチを押すと超ちよう高こう輝き度どＬＥＤライトが点てん滅めつして、レンズの反射光をファインダー越ごしに見ることが出来るんだよ。カメラが相手だったら、どんなに小型でもレンズだけは確実に露ろ出しゆつしてるでしょ？　これを使えば、どこに隠していてもレンズを発見出来るんだ」

「おおお、それは地味に凄い！」

　爆ばく弾だんしか作れない人かと思っていたが、実際は便利な防犯グッズなんかも作っているらしい。「なんていう名前なんですか、その機械」

「『サキオカバイバイ』」

「泣いていいですか!?」

　本当に有効利用できそうなマトモな発明だけに、名前がショッキング過ぎる。

「さてと、もうお昼だね。どうしよっか。一緒に食べに行く？」

　涼すずしい顔をして萩はぎ先せん輩ぱいが『サキオカバイバイ』をトートバッグにしまう。時計を見ると、確かに昼食にはいい時間だった。おまけに、俺は朝食も食べていない。

「暑いですし、わざわざ外に出なくても俺が何か作りますよ。何がいいですか？　素そう麵めんとかはどうです？」

「ううん、食べに行こう。外に食べに行こうよ咲丘くん」

　萩先輩が切せつ羽ぱ詰つまった表情で外出を連呼する。そんなに外食がしたいんだろうか。

　……まぁ、せっかくだしデートも良いな！

「じゃ、出かけましょうか。家にいても暇ひまですしね」

「おっけー。じゃ、行こう」

　もう既にその気だったのか、特に準備することなく萩先輩はトートバッグだけ手に持って、トテトテと部屋を出ていく。財さい布ふと携帯電話だけ持って、俺もその後を追った。

　アパートを出て、学生街から繁はん華か街がいに向かう。

　道中は暑かった。

　陽炎かげろうが出て風景が揺ゆれる。夏真っ盛りである。

　歩き出して一分もしないうちに、汗あせがダラダラと流れ始めた。

「ううぅ、暑いね……」

　萩先輩が項うな垂だれて弱った声をあげる。「やっぱり、家で涼んでた方が良かったかな」

「そうですね……。帰りに多めに食材を買って帰りますか」

「う、うん。お弁当とか、パンとか、お惣そう菜ざいとかたくさん買っておこうか」

　萩先輩がやや速足で前を歩く。それだと、わざわざおかずを作る意味がないんだけどなぁ。萩先輩は料理のことはあまり詳くわしくないらしい。

　しばらく歩き、繁華街に辿たどり着いて、さっさとファーストフードで食事を済ませる。

「さて、これからどうします？」

　正直、暑いから涼める場所ならどこでもいいんだけど。「店に冷やかしにでも行きますか」

「せめてお洒落しやれに、ウインドウショッピングって言おうよ……」

「一緒じゃないですか」

　萩先輩が苦笑いして、宙を見上げてしばらく思案する。

「えっとね、『ムジカ』に行きたいんだけど、駄だ目めかな」

「『ムジカ』ですか？　そりゃまた、珍めずらしい」

「うん。お洒落なお店だし、本当は何回か行きたかったんだけど。お姉ちゃんが駄目って言うから……。駄目、かな」

　オアシス裏通りに、『ムジカ』というコーヒーハウスがある。口の悪い店長のいる、俺の行きつけの喫きつ茶さ店てん兼けん情報屋だ。幼おさ馴な染なじみもそこでバイトしているため、俺は一人でちょくちょく行くのだが、まさか萩先輩からそんなことを言い出すとは思わなかった。

　俺は特に要望も無かったので、萩先輩に合わせることにした。

「あくまでオアシスですから、女の子一人じゃ良くないですって。じゃ、行きましょうか」

　俺が先導すると、子供のようにはしゃいで萩先輩がトコトコ付いてくる。

　オアシスへの入り口は、すぐに見つかった。俺たちは何の気もなしにそこへ突とつ入にゆうする。

　繁華街とは違ちがう、少し棘とげのある喧けん騒そうがすぐに響ひびき始める。

　とはいえ、昔は足を踏ふみ入れることすら嫌けん悪おした場所だったのに、こうして気軽に入れるようになったのは、やはり『神楽かぐら咲さきテロ』のお陰かげだろう。

「なんかさ、オアシスに入るのも結構普ふ通つうになってきたよね。オアシスもう余よ裕ゆうなう、っと」

「俺も丁度、そう思ってたところですよ」

　でも、こうやって新しい風景を開かい拓たくしやすくなったのは、良い事なんだと俺は思うのだ。

　初めて入ったオアシスの入り口だったので、若じやつ干かん道が分かりにくいが、知ってる目印を頼たよりに奥へと進んで行く。

　建物が乱立していて日ひ影かげが多いのに、暑い。

　俺たちは口々に暑いと連呼しながら、『ムジカ』を目指す。あそこって、アイスコーヒーは美味うまいんだろうか。実は飲んだことがないんだけど。

　角を曲がると、そこで俺たちは信じがたい風景を目にする。




　ウインドブレーカーを羽織った、長なが袖そでのジャージ男が猫ねこ背ぜでゆっくり街中を歩いていた。




　なんだあれは。あの見てるだけで暑苦しい生き物は何だ。

　しかし、そのウインドブレーカーもジャージも青かったことと、更さらにその男の髪かみの毛まで真っ青に染まっていたことで、その生き物が何者なのか瞬しゆん時じに把は握あくできてしまった。

「何やってんだ……、蜂はち須す……」

　俺が震ふるえる声で尋たずねると、ゆっくりとその青い塊かたまり──蜂須が俺たちに向き直る。

「よう、マゾダチ。今日もクソ暑いな」

「それはこっちの台詞せりふだよ。いいからその暑苦しいのを脱ぬいでくれ、見てるだけで気持ち悪くなってくる」

　俺が頼たのむと、蜂須が烈れつ火かのごとく怒おこりだす。

「そんな涼すずしそうな格好してる奴やつに言われる筋合いねぇよ！　畜ちく生しよう！　俺なんか、その気になればすぐにでも熱ねつ中ちゆう症しようでぶっ倒たおれそうだぜ！」

「じゃあ脱げよ……っ！」

　もう意味が分からない。

「いや、まだだ。まだ俺の一人我が慢まん大会は始まったばかりだ」

「一人しかいないんだから、始まる前からお前の優勝だよ。おめでとう、じゃあな」

　やはりただのマゾだった。

　暑苦しくて辛しん抱ぼうたまらない。俺は蜂須をいなかったことにして、先に進もうとする。

「蜂須……くん……？」

　萩はぎ先せん輩ぱいが、まじまじと蜂須を見つめていた。蜂須は暑さで伸のびきった表情をぎこちなく歪ゆがませて、なんとか笑えみを浮うかべる。「よ、よう、小さいの」

「う、うん。久しぶり……」

　萩先輩も俯うつむき気味に挨あい拶さつする。この二人、知り合いだったのか。

「前に『ムジカ』で怪け我がしてたけど、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ん、ああ、まぁな。あんぐらいは日常茶さ飯はん事じってやつだから」

「そ、そうなんだ……」

　萩先輩と蜂須が、路地裏で二人、ぎくしゃくと会話をしている。

　不思議な風景だっ──




「そっちに行ったぞ、追え！」




　近くで大きな声が聞こえた。なんとなく、俺たちの視線がそちらに移る。




　すると俺たちが曲がってきた角の辺りから、突とつ然ぜん黒いドレス姿の少女が躍おどり出た。




　美しい金きん髪ぱつだった。思わずそれに目を奪うばわれる。

　何かのコスプレなのだろうか。少女はそのドレスの裾すそを風に舞まわせて、猛もう然ぜんと俺たちの方向に走ってくる。

　うわっ、関かかわりたくない感じのアブない人だ。

　しかし俺たちの目の前に来ると、その少女が冷めた口調で俺たちに声をかける。

「貴方あなたたちね。さぁ、私を逃にがして頂ちよう戴だい」

　……は？

　俺と萩先輩は目を見合わせて固まる。

　俺は首を横に振ふって、萩先輩も小首を傾かしげた。

「おう、あんたが依クラ頼イア者ントさんか。──って、逃げるってなんぞ？」

　なんだ、蜂須のお客さんか。道理で変人だと思ったよ。

　そこで爆ばく砕さい音が辺りに響き渡わたる。

　振り返ると、金髪少女が曲がってきた角から、土つち埃ぼこりを纏まとった巨きよ大だいな影かげが現れた。




　黒服の、サングラスをかけた大男がそこにいた。




「ちょ、グラサン先生!?　おいおいおい噓うそだろ、さすがに話が違ちげぇぞマスター!?」

　蜂須が慌あわてていつも抱かかえている金属バットを構える。

　そのサングラスの大男の背後から、おびただしい量の追手と思われる男たちが、この狭せまい路地裏に躍り出てきた。

「逃げろ咲さき丘おか、柏かしわ木ぎ組合だ！　何だか知らんが、逃げなきゃ殺されるぞ!!」

　そう叫さけんで、蜂須が金属バットをブンブンと片手で回転させながら黒服に襲おそいかかる。

　その蜂須を、大男がハエでも払はらうかのように片手で吹ふき飛ばした。

　建物の壁かべに叩たたきつけられて、蜂須がそのまま力無く倒れる。

　怪かい物ぶつが蜂須を一いち瞥べつすると、ゆっくり俺たちの方を向く。

　怪物と目が合った。




「行きましょう。この美しい世界を、まだ彼らに奪われるわけにはいかないもの」




　金髪の少女が、そう言って再び走り出す。

　背後から、大量の男たちが罵ば声せいを飛ばしながら追いかけてくる。

　気が付いたら、俺も萩先輩も少女の背中を追って走り出していた。










　これまで俺たちは、大きな罪を犯おかしたのかもしれない。

　俺たちはそれで、少しだけ世界を取り返せたのかもしれない。

　でも、だからって何かが取り返しのつかない位に変わったわけではなかった。それぐらいに世界は大きくて、俺たちはちっぽけだったんだ。

　だから俺たちの風景なんて、色々とあっても大きくは変わらないものなんだろう。




　しかし俺たちは現在、謎なぞの金髪少女を連れて、謎のサングラスの怪物に追われ、命すら狙ねらわれかけている。

　誰だれがあんな日常風景から、こんな危険な風景になることを予想していただろうか。

　いや、予想なんて出来るはずもない。

　俺たちの安全なんて、とても不確かで、不ふ明めい瞭りようで。







　未来を知ることでも出来なければ、それが当然であるはずだったのだ。







[image: 第二部　都市伝説『蜂の巣』──Tenor solo]




　　＊＊＊＊＊＊＊




　第三の封ふう印いんが解かれ、黒い馬に乗った秤はかりを持つ者が現れる。

　その者は手に持った秤で食料を制限し、餓うえる母と娘むすめに少ないそれを分け与あたえた。




　母と娘が叫ぶ。

「お母さん、私は餓えて死にそう。もうパンはないの？　ああ、なんということ。畑が荒あれ果てて、男たちは死んでしまった。父よ、どうしてこれほどまでに私たちを苦しめるのですか。多くの者は罪を犯しました。でもなぜ、私たちにまで怒いかりを向けられるのですか」

「姉妹たち、子供たち、苦しくても耐たえるのです。私たちは必ず勝利するのですから」




　第四の封印が解かれ、青白い馬に乗った死を持つ者が現れる。

　その者は世界を病で満たし、生き物に死を与えた。




　二人の生き残りが恐きよう怖ふに震ふるえる。

「そこで蠢うごめいているのは何だ？」「人間だ、お前と同じ人間なのだ」

「兄弟なのか？」「死ぬときには皆みな、兄弟だ」

「我々はまだ生きているのだぞ」「しかし、他ほかの者は皆死んでしまった」




「我々は死ぬのか？」

「最後まで耐える者は救われるのだ」




　　＊＊＊＊＊＊＊




　そして、話は現在に戻もどる。

　それなりに頑がん張ばって金きん髪ぱつの少女──玲れ儀ぎ音ねから離はなれようとしたのだが、路地も狭せまく俺たちの離り脱だつへの玲儀音の妨ぼう害がいが非常に巧たくみで、結局この状じよう況きようから逃のがれることが出来なかった。

　ボロクソに殴なぐられて転がっている蜂はち須すを介かい抱ほうしている内に、あっという間に追手に囲まれてしまう。

　玲儀音は怪かい物ぶつに向かって、堂々と宣言した。

「『切きり裂さきジャック』は必ず私が捕つかまえるわ。黙もく示し録ろくは、誰にも渡わたしてはいけない危険な物なのだから」

　こいつは何を言っているのだろう。

　黙示録というのは、何のことだ？　『切り裂きジャック』がどうしたって？

「玲儀音さん、噓うそは良くない。我々も、あまり悠ゆう長ちような話を、している暇ひまは、ないんです」

　サングラスの怪物は、玲儀音に説得を試みているようだった。

「……仕方ない。これ以上、抵てい抗こうをするのであれば。その手足とやらを、排はい除じよしますが──」

　怪物が俺たちを見ながら、無感情にロボット警察のような事を言い出す。

　待て、それはおかしい。

「ま、待ってくれ！　まずは俺の話を聞かないか!?　これを聞かないと、あんた達は取り返しのつかないミスをすることになるぞ！」

　俺の発言に、全員の視線が集まる。萩はぎ先せん輩ぱいも玲儀音も、何事かと俺を見つめていた。

　言い出しておいて恐きよう縮しゆくだが、そんな話はない。ただのハッタリだ。

　しかし、怪物は別として、周囲の男達の態度が目に見えて変わった。少し狼ろう狽ばいした様子で隣となり同どう士しと小声で揉もめている。どうやら俺には心当たりはないが、『取り返しのつかないミス』とやらにあちら側には心当たりがあるらしい。

　実は、この状況を何とか切り抜ぬける方法がないこともない。

　作戦を打ち合わせしたわけではないが、それが成功する条件は相手の注意が萩先輩から逸それて、萩先輩が俺の意図に気付いて行動を起こしてくれることだ。

　しかしこの方法の問題点は、萩先輩の明らかにおかしい挙動に相手が気付いてしまうと台無しになることである。こうなれば、俺が囮おとりになる以外にない。

　怪物は俺をじっと見み据すえる。

「なぜ、我々の、妨害をするのですか。あなたには、理由がない」

　どうやら、対話には応じてくれるらしい。

「もしや、『神楽かぐら咲さき連合』の、構成員ですか？　なら、死んで、いただきますが」

　でも、物ぶつ騒そうな方向のままではある。俺は覚かく悟ごを決めた。




「──俺は風景が好きだ。大好きだ！」




　周囲の困こん惑わくしたような視線が痛いが、俺は構わず続ける。

「日本の夏は素す晴ばらしい。武ぶ家け屋や敷しきを見たことはあるか？　あれは夏を快適に過ごすための工く夫ふうが随ずい所しよにある分、風景観光するには夏が一番お勧すすめなんだ。一度行って、その風景を愛めでてみるといい。そこには現代に失われた安らぎがあるんだよ」

　俺は身み振ぶり手て振ぶりを加えながら力説する。

　周囲の男達が苛いら立だちを隠かくさずに近寄ってくるが、怪物がまたそれを制止した。

　なんと、真面目まじめに聞いているようである。

「いやぁ、日本の夏の風物詩の感性ってのは本当にいいよな。花火は特に良い。あのパッと光る一いつ瞬しゆんの閃せん光こうに、音に全員が衝撃に包まれる。火薬を芸術にしたんだ、風景として完成させたんだ。でも、それが最高に輝かがやくのは夏だ。だから俺は夏の風景が大好きなんだ」

　ちょっとわざとらしかった気もするが、強調した言葉から、どうやら萩先輩も俺の意図に気付いてくれたらしい。

　萩先輩が自分の持ったトートバッグに手を掛かけるのを横目に確かく認にんして、俺は語気を強める。大事なのは、俺に視線を集中させることなのだ。

「海に行きたい、プールだっていい。俺は人間のいる風景は嫌きらいなんだけど、例外だってある。それが水着だ、水着の女の子がたくさんいる風景は男子の憧あこがれの風景だ！　──そうさ、俺は海に行きたかった。部活の皆で、水際ではしゃぎたかった！」

　萩先輩がトートバッグの中から耳みみ栓せんを取り出すと、それを玲儀音に無言で差し出す。俺も背中に手を回し、片手で耳栓を受け取った。

　と、周囲の男達の集中力が切れ始めている。ヤバい。

　というか、怪物の指示待ちとはいえ、なんて律りち儀ぎな人達なんだろう。この最大のチャンスを活いかすには、やはり俺の話術で有う無むを言わせず足止めしなければなるまい。

　しかし、これ以上一体何を話せばいいというんだ。

「だ、代表の水着が見たい！」

　もう半ばヤケクソだった。

「あれはヤバいぞ、何をどう考えても、あのおっぱいが隠れるわけがない！　あの人は普ふ段だんセーラー服だから脱ぬいだらすごいに違ちがいないんだ！　江え西にし陀だは絶対にエロい水着を着るに決まってるんだよ。あいつのスタイルの良さは抜ばつ群ぐんだから、何を着たってすごい事になるぞ」

　サッと、その場にいた怪かい物ぶつ以外の全員が、さりげなく俺から距きよ離りを取る。

　冷たい視線がチクチクして痛い。

「萩先輩にだって需じゆ要ようはある、俺なら十分ストライクゾーンだ。スクール水着にオーバーヘッドの大型ヘッドフォン、俺は逆にアリだと思う！」

「あ、貴方あなたはこの期ごに及およんで、一体何を言っているの……？」

　玲れ儀ぎ音ねすら、困惑した表情で俺を見上げている。

　そんなの俺が聞きたいよ。

「あんた等は知らないだろうが、マリちゃんは実は着き瘦やせするタイプでおっぱいの形がいいんだ。どうせワンピース型だろうけどいいさ、ワンピース型は俺たちに見えない希望を与あたえてくれる！　ちなみに、俺が好きなのはホルターネックにローライズボトムの風景だ。もはや鉄板だね、マイクロビキニも勿もち論ろんいいけど、俺はこっちの方がグッと来る！」

　それにしても、ゴロツキの皆みなさんに囲まれた状じよう況きようで、なぜ俺は黙だまっていればいい思春期の夏の妄もう想そうをカミングアウトしているのだろう。

　そんな中、萩はぎ先せん輩ぱいがトートバッグにもう一度手を突つっ込んだ時、周囲の男達がそれを指差して何やら話し始める。俺が時間稼かせぎをしているだけであることに気付かれたか、それとも萩先輩の挙動に気付かれたか？

　──たとえ変態と罵ののしられようと、俺はここで語りをやめるわけにはいかない！

「裸はだかじゃ駄だ目めなんだ、水着の女の子の風景が良いんだよ！　着ている、でも肌はだの露ろ出しゆつが高い。見えそう、でも見えない。揺ゆれる、それが拝める！　このチラリズムがテメェらに分かるか!?それがこの夏にはついに拝めそうにない俺の苦く悩のうが分かるか!?　分かるわけがねぇ、分かるわけがねぇんだ！　テメェらにな、この絶望が伝わって堪たまるかよ！」

　取り囲んでいた男の内の一人が、「おい、何してやがる」と無造作に俺たちの方へ近づいてきた。

　もはやこれまでなのか。

　何か、何かもっとヤバいことをカミングアウトしないと！




「違うな、咲さき丘おか。そいつはむしろご褒美だ」




　一瞬のことだった。

　萩先輩に摑つかみかかろうとした男が、金属バットに殴なぐられて吹ふき飛ぶ。

「見たい、でも見れない。その苦痛だけで俺は十年生きる目標を作れるぜ。俺はその苦痛をバネにして、何度だって立ち上がってやる。そうさ、俺だって踏ふまれようが殴られようが、女の子の水着は何がなんでも見たい」

　全員の視線が、その男に集中する。

「我が慢まんできなくなったら着き替がえを堂々と拝見しに行けばいいじゃねぇか。年とし頃ごろの女子が相手なら、それだけで正当な暴力と罵ば倒とうがいただける」

　そいつは金属バットを手に遊ばせながら、恍こう惚こつとした表情で語り始める。

　そんな馬ば鹿かな。あれだけの怪け我がで、どうしてこうも早く復活できるんだ。

「悪いのは全部俺なんだ。縛しばられて放り出される屈くつ辱じよく、ゴミみたいに見下ろされる中で踏みつけられる興奮、そこにあるのは背筋を走る快感！」

　そして、俺の懸けん命めいなカミングアウトを余よ裕ゆうでぶっ飛ばす程ほどの、天然の変態がそこにいた。

「俺たちにとって興味があるのは裸じゃねぇ！」

　興奮した様子でブンブンと金属バットを振ふり回しながら、変態が嗤わらう。

「目的は裸じゃねぇが、俺は女の子の裸を見るために、覗のぞきに行く時には、いつも、必ず、正面から、正々堂々と女子更こう衣い室に入っている！　殴られるためだ、石を投げられるためだ、ゴミ屑くずみてぇにボロクソに言われるためだ！　そのスリルが、サスペンスが、興奮が、お前らに分かるか!?　分からねぇだろうなぁ、だって女子供を人数で潰つぶすチキン連中だもんなぁ!!」

　そいつは、まさに女の敵だった。

「気付いてたけどさ。……お前、変態だろ」

「咲丘に言われたくねぇよ。こんな所で何言いだしてんだ、このマゾ野や郎ろう」




　そう言って、コテンパンに殴られたというのに、短時間で復活した全身真っ青な不ふ屈くつのジャージ男──蜂はち須す和かず也やは、俺に歯を見せて嗤う。




「蜂須くん。随ずい分ぶん、痛めつけたのに、懲こりないですね」

　サングラスの怪物が、別段驚おどろいた様子も無く蜂須に話しかける。

「いやー、先日はどうもグラサン先生。あんたのアバラの間を刳くり貫ぬくような弄いじりが忘れられなくて、ついお姿を見かけたら殴りかかってしまいました。ムカついただろ？　さぁ、また俺に、もっともっと愛をくれっ！」

「蜂須くんの、そういうところ。私には、あまり、理解できませんね」

　怪物は大きくため息を吐つくが、蜂須は楽しそうに余裕の表情でニヤニヤしたままだ。そんなマゾが実に頼たのもしい。

　だが、蜂須一人が復活したところで、状況が変わるようなものでもない。

　正直言って戦力差はまだ絶望的なのだ。そしてそれに気付かない程、蜂須は馬鹿ではない。

　ならなぜ、蜂須はこんなにも楽しそうに笑えるのか。

「そんな風に言いながら、あんたが俺を殺さないでくれる優やさしいおっさんなのは、俺もさすがに気付いてるつもりだぜ？」

「親父おやじは、蜂須くんを、欲しがっています。が、今は、こちらが優先、です」

「ほぉ……。んじゃ今度は遠えん慮りよなく殴られようかね、ふっ、へへへっ……」

　理由は至って単純、マゾだからである。

　このマゾは、恐おそらく俺と一いつ緒しよに仲良くタコ殴りにされるのを所しよ望もうしておられる。




　だが、残念ながら、蜂須のそんな馬鹿らしい目もく論ろ見み通りにはいかない。

　この変態の復活のお陰かげで、全員に完全な隙すきが出来た。




「耳みみ栓せんを！」

　萩先輩がそう叫さけんで、トートバッグから一つの球体を取り出して、怪かい物ぶつに放り投げる。

　俺は耳栓を装着し、蜂須を背負って怪物に向かって走り出す。萩はぎ先せん輩ぱいも玲れ儀ぎ音ねの手を引いてそれに続いた。




　一いつ瞬しゆん、何か甲かん高だかい音が聴こえた気がした。




　俺たちを取り囲んでいた男たち全員が地に伏ふせ、ギャーギャーとのたうちまわっている。サングラスの怪物にも流石さすがに効いたのか、巨きよ体たいを屈くつして膝ひざを地面につけて、耳を押さえていた。

　俺たちは猛もう然ぜんと走ってその場を逃のがれる。とにかく、一刻も早くこの場から離はなれたい。

　背中で蜂須が耳を手で押さえて興奮していた。

　耳栓を外す。

「うっほぉ！　ひゃっははははっ！　死ぬ、マジで耳が死んじゃう！　ひっひっひひぃぃ！」

　もう一度耳栓をした。

　右に左に、再びオアシスの路地裏迷めい宮きゆうをがむしゃらに走る。

　もう、追手が来る気配はない。

　狭せまい路地の片かた隅すみにしゃがみ込み、四人で隠かくれて息を潜ひそめる。

　俺と萩先輩と玲儀音は、そこでようやく耳栓を外した。

「ふぅ……、本当に凄すごい威い力りよくですね。『投擲型音爆弾』、でしたっけ──」

　たまたま萩先輩が武器入りのトートバッグを持ち歩いていたので、なんとか窮きゆう地ちを脱だつすることには成功できた。ここまで上手うまくいくとは正直思わなかったけど。

　俺は萩先輩に話題を振るが、返事はなかった。

　とりあえず、全員の様子を観察してみる。

　萩先輩は座り込んで、小さな体をますます小さくさせて震ふるえて携けい帯たい電でん話わをしきりに弄っている。先ほどは勢いでなんとかなったけど、今いま更さら恐きよう怖ふが沸わき起こってきたのだろう。そっとしておくべきかもしれない。

　蜂須は気味の悪い笑いを発していた。まぁ、放っておけばすぐに回復するだろう。

　玲儀音は首からぶら下げたインスタントカメラのファインダーを覗のぞきながら、なぜか目の前にある何の変へん哲てつもない壁かべに向かってシャッターボタンを押していた。謎なぞである。

　非常事態だが、全員どうにも頼たよりにならない。ここは、俺がしっかりしないと駄だ目めか。

　特に玲儀音は、胡う散さん臭くささがヤバいし。

「さて、追手も撒まけたことだし、次の手だけれど。どうしたものかしらね」

　インスタントカメラから出てきた現像の始まっていない真っ白な紙を、ドレスのポケットから取り出したオレンジ色の大学ノートに貼はり付けて、玲儀音が俺たちに尋たずねる。

「とりあえず、オアシスからの脱だつ出しゆつを考えましょう。どこから出ればいいの──」

「ストップ、ストップだ。──あんた、何者なんだ」

　なんだか当たり前のように協力を求められているが、そもそもこんなコスプレ女は知り合いにいないし、関かかわりたくもない。

「マスターから、何も聞いていないの？」

「──小こ柳やな津つのことか？　どういうことだよ」

　どうやら、俺たちが向かおうとしていた『ムジカ』の店主と知り合いらしい。

「あの場所に、逃とう亡ぼうの手伝いをする人材を派は遣けんするようマスターに依い頼らいしたのだけれど。もしかして貴方あなた達ではないのかしら」

「あー、それそれ、俺がマスターに頼たのまれた依頼だわ」

　先ほどまでぶっ倒たおれて愉たのしげに笑っていた蜂はち須すが、ムクリと起き上がる。

「で、ただ待ってるのも暇ひまだったんで一人我が慢まん大会やってたら、たまたま咲さき丘おかがいて──」

「やっぱり、俺らは単に巻き込まれただけだよなぁ！」

　とんだトバッチリである。

「あら、そうなの。どちらにせよ、どうでも良いことだわ」

「良くねぇよ」

「じゃあ青い貴方、ここからはどう逃にげる手はずになっているの？」

　完全に俺を無視して、玲儀音が蜂須に尋ねる。

「どうもこうも、俺は『依クラ頼イア者ントの要望に従え。金はちょっと多く出る』としか聞いてねぇよ。……畜ちく生しよう、柏かしわ木ぎ組合が絡からんだ仕事なんて聞いてねぇぞ」

　珍めずらしく、マゾの蜂須が嫌いやそうに悪態をつく。

「柏木？」以前に聞いた気がする。非常に嫌な感じの単語だった。「何だったっけ」

「このオアシスを、実質的に真っ二つに割ってるヤーさんが二組あってな。『柏木組合』ってのはその片方で、血の気の多いヤバい連中の方だ」

　そういえば、サングラスの大男は組合の名めい誉よがどうだって言っていたな。

「……俺たち、別にそいつらの敵になりたくはないんだけど。まずは友達からよろしくするにはどうしたらいいんだ？　初対面であれじゃ無理か？」

「無理だな。『神楽かぐら咲さき連合』と違ちがって、あいつら時々日本語が通じねぇんだよ」

「ははっ、笑えない……」

　しかも玲儀音の言い分のせいで、完全に俺たちは玲儀音の側の人間だと思われてしまった。

　──これ、ヤバい風景だよな。

「やっぱり、ここってオカシイよ……」

　肩かたを震わせ、瞳ひとみを涙なみだで滲にじませて萩先輩が怯おびえていた。「オアシスなんて、全然安全じゃないんだ。小柳津さんとか良い人もいるけど、やっぱりすごく怖こわい所なんだよ……。ごめんなさい、咲丘くん。私が行きたいなんて言わなければ……」

　その言葉を聞いて、俺はようやく頭を冷やして、後こう悔かい出来た気がする。

　少し治安が良くなったからって、オアシスは学生が興味本位で遊びに行くような場所ではないのだ。少なくとも、俺一人ならともかく、萩はぎ先せん輩ぱいを連れて来たのは絶対に間ま違ちがいだった。

　俺の家に大人しくいればよかったんだ。何日か、そうしているだけでよかったんだ。

　代表に何と罵ののしられようと、反論の余地もない。──これは俺の過失だ。

　そんな俺たちを見ながら、ポリポリと蜂須が頰ほおを搔かく。

「ヤーさんがちょっと近所に住んでるだけだよ、此処ここは。他ほかはどことだって同じなんだ。本当に世の中安全なら、警察も刑けい務む所しよもいらねぇだろうさ」

　蜂須は頭を搔きながらぎこちなく笑うと、大きなオーバーヘッドタイプのヘッドフォンの下に手を差し込んで、ワシャワシャと萩先輩の頭を撫なでる。

「小さいのは大人しくしてろ。沈丁花あいつがすぐにヤーさんをぶっ倒してくれっから。な？」

　萩先輩は少しだけ安心したのか、血色の悪かった顔を少しずつ元に戻もどしていく。くすぐったそうに身を捩よじらせていた。なんだかんだ気が利きくじゃないか蜂須、変態だけど。

「──で、結局あんた、何者なんだ」

　結局はぐらかされていたので、もう一度俺は玲れ儀ぎ音ねに尋ねる。

「今は私のことよりも、これからどう逃げるかじゃない。いくら此処で見つかっていないからって、いつまでも此処にいられるわけではないでしょう？　早く移動するべきだわ」

　玲儀音がノートに貼はりつけた現像途と中ちゆうの白い用紙を睨にらみつけながら、面めん倒どう臭くさい口調で冷静に指し摘てきする。

　本当にこいつ、一応は俺たちに助けられている身分だという自覚があるんだろうか。

「お前な……、ちょっとは協力してくれよ。何で柏木組合になんて追われてるんだ？　黙もく示し録ろくって何だ。『切きり裂さきジャック』って何の事だよ」

「あなた達の頭で理解できるように要約したいから、余計に落ち着ける場所が欲しいと言っているの。それも分からないの？　──そう、馬ば鹿かなのでは仕方ないわね」

「……もうこいつ引き摺ずって組合に連れて行くわ。蜂須、組合ってどこにあるんだ？」

　俺が立ち上がると、萩先輩が顔色を変えて俺に訴うつたえる。

「だ、駄だ目めだよ咲丘くん！　今あの人たちの所に行ったら危なすぎるよ！　──玲儀音ちゃんも、あんまり咲丘くんと蜂須くんを悪く言わないでね。私たちは玲儀音ちゃんの味方だから」

　萩先輩の説得に、渋しぶ々しぶと玲儀音が頷うなずく。「……まぁ、裏切らないなら、何でもいいわ」

　それにしても萩先輩は、何で玲儀音の肩なんて持つのだろう。俺だって仲の良い知り合いが窮きゆう地ちに陥おちいっていたら手を貸したいが、玲儀音に限ってそれは考えられない。こんな毒どく舌ぜつコスプレ女の為ために、尽つくしてやる義理など皆かい無むだ。

　──ああ、萩先輩みたいな人のことをお人ひと好よしと言うのか。納なつ得とく。

「ゴスロリ女は置いておいて、小さいのの意見にゃ同意だね。組合に行くなんざ論外だ。俺はマゾだけど、マゾなだけに自殺願望はねぇ──」




「走って、見つかるわ！」




　玲儀音が叫さけぶのと同時に、「いたぞー！」という野太い呼び声が聞こえる。俺たちはすぐに立ち上がり、その場から走り出す。

　先ほどより少ない人数だが、確かに後方から何者かが追いかけてくる気配がした。振ふり向かずに必死に逃とう走そうする。

　突つき当たりを右に曲がった所で、なぜか蜂はち須すが反転する。

　金属バットを掲かかげ、バッティングフォームを構えた。

「蜂須!?」

「──ピッチャー振りかぶって、投げました！」

　思い切り蜂須が金属バットを曲がったばかりの角に向かってスイングすると、鈍にぶい音がして追ってきた男の一人の顔面が凹へこむ。そのまま後方に吹ふき飛ばされた。

「カッキーン！　よっしゃ、良い当たり！」

「アウトだよぉぉぉっ！」

　後に迫せまっていたもう一人の男が目の前に躍おどり出ると、蜂須の横っ面つらに、鋭するどい右ストレートを放つ。

　蜂須は身を捌さばいてそれを避よけると、男の足を払はらって体勢を崩くずさせる。その背中に向かって、思い切りバットを振り下ろす。

　ゴスッと鈍どん器きで殴なぐった音が響ひびき、一いつ瞬しゆんのうちに男が倒たおれ伏ふして呻うめき声を発していた。

「守備陣じんエラー連発じゃねぇか、ははっ、下手へた糞くそが」

　その蜂須の背後から、また追手の一人が現れる。

「危な──」

　バチン、と何かを叩たたいたような音がする。

　蜂須が振り向いた時には、最後の追手の男は昏こん倒とうしていた。

　何事かと見み渡わたすと、萩先輩が震ふるえながら黄色いスタン銃じゆうを構えている。たまたま鞄かばんの中に携けい帯たいしていたやつだろう、それで追手を撃うち倒したのだ。

「ひゃははっ！　いいねぇ、応おう援えん打線が滾たぎるねぇ！　逃にげるぞ！」

　そのまま蜂須が一気に走り出し、その撃げき退たいの鮮あざやかな手しゆ腕わんを見て、呆ほうけていた俺と玲儀音を軽く追い越こした。

　萩先輩が撃ち出した電極を巻き戻したのだけ確かく認にんし、俺たちも慌あわてて、その後を走る。

　蜂須の奴やつ、実は結構強かったのか。出で島じま先せん輩ぱいにコテンパンにされた姿しか見ていないから、よく知らなかったのだが。考えてみたら、腕うでっぷしもなければ『子こ蛇へび』のリーダーなんて務まらないに違ちがいない。

「それで、これからどうするの!?」

　萩はぎ先せん輩ぱいが切せつ羽ぱ詰つまった様子で尋たずねる。「これ以上、路地とかにいるのは無理だよ──」

　先頭の蜂須が「ストップ」と小声で俺たちを止めた。そのまま路地に放置されていたダンボールハウスの陰かげに隠かくれる。

　息を潜ひそめてダンボールハウス越ごしに覗のぞき込むと、男たちが何人も忙せわしなく走り回っていた。

　一いつ旦たん、全員が盛大に深呼吸をする。少し息を落ち着けた。

「何とかして、オアシスから出られないかしら」

「無理だ。なんで組合の連中がこんなにうろついてるんだよ、意味が分からねぇ……」

　蜂須が爪つめを嚙かんで通りを睨にらむ。「……こうなると、一旦隠かくれられる場所は一つしかねぇか」

「あるのか!?」

「いや、あるにはあるけどよ……」

　さすが蜂須。こういう時には頼たよりになる男だ、変態だけど。

　しかし、珍めずらしく蜂須の歯切れがやけに悪いのが少しだけ気になる。

「どこでもいいよ、案内してくれ」

「あー、でも汚きたねぇし──」

「大だい丈じよう夫ぶ、私たちは気にしないから！　ねっ、玲れ儀ぎ音ねちゃん」

「でしょうね。汚きたないことくらいは知ってるわ。早く行きましょう」

　蜂須は狼ろう狽ばいするが、段々と包ほう囲い網もうが出来上がってくる。少しだけ悩なやんだ後、降参と言わんばかりに両手を挙げた。

「分かった分かった。でも、マジでドン引きレベルだから文句言うんじゃねぇぞ。ここよりマシってだけだ。とりあえず行こうぜ」

　蜂須が立ち上がり、辺りを警けい戒かいしながら、数歩下がって建物の隙すき間まへ体を捻ねじ込む。そのまま奥へと、歩を進めていった。

　俺たちは顔を見合わせた後、そのすぐ後ろに続いた。

「──で、どこなんだよ、そこは。『ムジカ』みたいな場所か、まさかエロい店なのか？」

　後者だったら、萩先輩に配はい慮りよしないと、やや面めん倒どうなことになりそうだが。

　先導する蜂須に俺が耳打ちすると、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、蜂須が低い声で呟つぶやく。

「俺の家だ」










　狭せまくて薄うす暗ぐらい通路だった。その上、悪路である。

　空調の排はい気き口やら水道管やらを密集させたのだろう。とても日常的に人が通ることを考えていない、都会の中の道無き道を歩く。

　ゴシックドレスの玲儀音は、その歩きにくそうな格好をものともせず、俺たちにしっかりとした足取りでついてくる。その表情は陰いん気きながらも、臆おく病びようさをまったく感じさせない。

　その玲儀音に手を貸されて歩く萩先輩は、携けい帯たい電でん話わを弄いじくりながらおっかなびっくりついてくる。きっと無理をしているんだろう。足元がずっと震えていた。

「──おし、着いたぞ」

　蜂はち須すが目の前にあった巨きよ大だいな鉄板をおもむろにどけると、なんとそこにはドアもない建物の入り口らしきものが隠れていた。

「はぁー……、こりゃ見つからないわけだ」

　蜂須を先頭に、真っ暗なそこへ侵しん入にゆうする。すると、辺りが急に明るくなった。蜂須が電灯のスイッチを入れたのだろう。




　そこにあったのは、目だった。




　狭いかと言われれば、そこまで狭い部屋ではない。しかし、そこには薄うす汚ぎたない格好の子供たちが少ない毛布を被かぶり、ぎゅうぎゅうに身を寄せ合って眠ねむっていた。

　俺たちの来訪に気が付いたのか、無感情な無数の視線が一いつ瞬しゆんで入り口の俺たちに集まる。

　不気味な風景だと言わざるを得ない。

「おいこらガキども！　ここで寝ねるなっつったろうが！」

　蜂須が怒ど声せいを上げると、子供たちがノソノソと起き上がる。そのままゆっくり、ゾロゾロと俺たちの脇わきを通って入り口から子供たちが出ていった。

「──ったく、人の家に勝手に上がってんじゃねぇよ」

「いや、何もそこまで言わなくてもいいじゃないか。『子蛇』の仲間なんだろ？」

『子蛇』へのキツイ言い分に俺がフォローすると、蜂須が頭を抱かかえて唸うなる。

「ちゃんと自分で寝ね床どこを確保するようになって、ようやく半人前って所なんだよ。次は飯の確保で、仕事が手に入ったら言うことねぇんだけどな。ったく」

　そうか、教育的なことも考えているのか。流石さすが、そういうことはしっかり考えているんだと今いま更さらだが感心する。俺の偽ぎ善ぜんでは、彼らは成長出来ないんだろう。

　部屋から子供たちがいなくなり、ようやくその部屋の全ぜん貌ぼうが露あらわになった。

　散らかっているかと聞かれればそうでもない、子供たちがいなくなったので逆に閑かん散さんとした印象だ。奥にカギ付きの扉とびらが見えるので、ここはリビング的な部屋なんだろう。

　コンクリートの床ゆかはあちこちが何だか分からない染しみで汚よごれていて、壁かべには所々に亀き裂れつがあるが、それほど深刻な汚れとは思えない。見み渡わたすと、奥に続く廊ろう下かのようなものがあった。案外、建物の構造は割と奥に広いのかもしれない。

　家具は適当に拾ってきたと思われる大きなボロいベッドが一つと、大きな机といくつかの椅い子すが置いてある。

　水道はちゃんとあるようで、近くにはカセットコンロや電子レンジが並んでいた。恐おそらく、キッチンのつもりなんだろう。娯ご楽らく用品らしきものは一いつ切さいなく、だだっ広い部屋には生活に必要な最低限の品が揃そろっているだけだった。

　総合的に言って、案外、江え西にし陀だの家よりは住み心ごこ地ちが良さそうである。

「──思ったより、綺き麗れいな所だね」

「はいはい、お世辞どーも。適当に座れよ、飲み物とか何かあったかねぇ……」

　萩はぎ先せん輩ぱいが正直な感想を漏もらすと、蜂須が渋しぶい顔をして水道近くのダンボールを漁あさる。何を言っても皮肉にしか聞こえないのかもしれない。俺も正直驚おどろいたのだが、あえて黙だまっておいた。

　ダンボール箱から何本かミネラルウォーターのペットボトルを取り出して、蜂須が俺たちにそれを投げパスした。蜂須に言われた通り、それぞれ思い思いの場所に腰こしを下ろす。

「それで、ここは安全なのかしら」

　玲れ儀ぎ音ねが再びインスタントカメラのシャッターボタンを押しながら、小こ馬ば鹿かにした口調で尋たずねる。どうやらこんなどうでもいい風景まで撮とる程ほど、カメラがかなり好きらしい。口さえ悪くなければ、なんだか話が合いそうだが……。

「貴方あなたと一いつ緒しよに行動している事は、彼らも知っているでしょう。だったら、隠かくれ家がにここを選ぶことなんて、誰だれでも予想しそうなものだけれど」
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「しばらくは大だい丈じよう夫ぶ、だと思うぜ。俺の家は『子こ蛇へび』のガキ以外は誰も知らねぇからな」

「信用ならないわね」

「だったら表で裸はだか踊おどりでもしてろよ。夏にやると涼すずしいし、周囲の視線も冷てぇぞ」

　現像を待ちながら、ねっとりと睨にらみつける玲儀音の視線を涼しげに無視し、蜂須はミネラルウォーターを一口飲んで、ダンボール箱に無造作に投げ戻もどす。

「で、だ。俺も秘密のアジトを暴ばく露ろしたんだし、いい加減に事情を話してくれてもいいんじゃねぇの？　放置プレイも度が過ぎると冷めるんだぜ。あんた、名前は？」

　蜂須が当然の質問を投げると、これまた皮肉気に玲儀音が笑う。

「人に聞く時には、自分から名乗るものでしょう？　そんなことも分からないの？　まったく、これだから粗そ野やな人間は困るわ。貴方からは知性の欠片かけらも感じられないもの」

「おい咲さき丘おか、こいつやべぇぞ。沈じん丁ちよう花げ並みにドＳの素質がある」

　というより、憎にくたらしいくらい生意気なだけだと思う。でも、蜂須はちょっと嬉うれしそうだった。本当に何を考えて生きてるんだろう、この変態。

「しかし言われてみればその通りだな……。俺は蜂須、蜂須和かず也やだ」

　自己紹しよう介かいを本当に始めてしまった。律りち儀ぎな奴やつだな。

「趣しゆ味みは虐いじめられることだ」

「待って頂ちよう戴だい。──さっきから言動が少し気になっていたのだけれど、貴方はどう見ても加害者側の顔つきをしているじゃない」

　玲儀音が怪け訝げんそうな目をして訴うつたえる。俺以外の人も、やはりそう思うらしい。

「実はジャージの下には、ヒートテックのシャツを重ね着している」

「噓うそでしょう!?　あり得ないわ、ただでさえその格好で暑苦しいのに……！」

　玲儀音が露ろ骨こつに慌あわてた様子で、目をパチパチさせている。凄すごいぞ、蜂はち須す。この冷静ぶってる奴にこれほどの動どう揺ようを与あたえるなんて。

　というか、服装の趣味の悪さについては、玲儀音に物を言われたくない。

「好きな体育の種目はシャトルランでな、楽しすぎて一回だけ三さん途ずの川を見た事があるんだ。それ以来、シャトルランの時は体育館から出禁食くらっちまったんだが、今でも機械音のドレミファソラシドを聴きくと背筋がゾクゾクするんだよ……。あれは最高のマゾ養成競技だ、拷ごう問もん以外の何でもねぇ……、ふっ、ふふっ……」

「──本物だわ。本物の変態がいるわ。何なの、この悍おぞましい生き物は……!?」

　震ふるえあがった体を両手で抱だくようにして、蜂須から距きよ離りを取ろうと玲儀音が身を捩よじる。

　なんだか初めて、フランス人形みたいなこいつが人間に見えた気がした。

「蜂須くんって、そういう所変わってないよね」

　萩先輩が少し呆あきれたように笑う。「あっ、私は女郎花おみなえし萩です。よろしくね」

　ちょこんと萩先輩が挨あい拶さつすると、玲儀音が少しだけ表情を和やわらげて握あく手しゆを求める。

「貴女あなただけはマトモそうね。よろしく」

「あはは……。そんなこと、ない、よ？」

　なぜか疑問形で返し、萩先輩が握手に応じた。

　蜂須が俺にアイコンタクトを送る。そうか、俺も自己紹介はまだだった。

「で、俺は咲丘──」

「貴方はどうでもいいの。一番役に立たなそうだし」

　チクショウ。「テメェ、何か俺に恨うらみでもあるのか」

「女の子のトイレを覗のぞくような変態の、何を好きになれと言うの？」

　その玲儀音のまぎらわしい一言に、蜂須と萩先輩が、さりげなく俺から一歩距離を取る。

「ま、待て！　適当に誤解を与えるようなことを言うんじゃない！　確かに俺は女子トイレに入ったことはあるが、覗きは断じてしないぞ！　俺は無実だ！」

　むしろあの時は香か澄すみに殺されかけたよ！

　しかし、なぜか蜂須と萩先輩は俺からもう一歩距離を取った。

「──さて、変態は置いておいて。事情を話すといっても、一体どこから──」

　俺の謂いわれのない容疑も晴らさずに、玲儀音は何やら一人でブツブツ言い始める。本当に訳が分からない。こいつと話すのは、なんだか精神的な負ふ担たんが大きすぎる。

　蜂須が腕うでを組んで唸うなる。

「何で玲儀音があいつらに追われてるんだ？　いくら喧けん嘩かっ早ぱやい柏かしわ木ぎ組合の連中だって、あそこまで大おお袈げ裟さに動くなんて普ふ通つうじゃねぇ。組合のＶＩＰでも殺したのか？　何かいらねぇ情報でも聞いちまったのか？」

　玲れ儀ぎ音ねは黙だまって手を口に当てる。何かを真しん剣けんに思案しているようだった。

　少しすると、覚かく悟ごを決めたような表情で、俺たちに向き直る。




「『切きり裂さきジャック』を探しましょう。黙もく示し録ろくを取り返さないといけないわ」




「あれ、俺だけか？　まったく前後の文脈の繫つながりが分からねぇぞ」

「奇き遇ぐうだな、俺も同じ感想だよ」

　蜂須と二人で感想を交こう換かんする。

「──あの、玲儀音さん。一から順に説明していただけませんか？」

「いちいち五月蠅うるさい男ね。それぐらい察しなさい、その小さな脳みそで何も考えていないというの？　まったく、無む駄だに脳がついているだけに鬱うつ陶とうしいわ」

「いや、待て。お前の今の説明で何かが分かるなら、それはむしろ超ちよう推理だろう!?　いいからいい加減、ちゃんと説明しやがれ！　この噓つき毒どく舌ぜつ女！」

「噓つきは取り消しなさい、殺すわよ」

「覗きなんて噓の言いがかりだろうが！　でも毒舌は否定しないんだな、良かったよ！」

　こいつは頭が良いんだか、馬ば鹿かなんだか。しかし、説明下手べたな奴なんて総じて馬鹿だ。

　玲儀音が腕を組んで、口を尖とがらせる。

「──組合は今、私の持っていた黙示録を探しているのよ」

　さっきから気になっていた単語ではあるけど、黙示録とは何のことだろう。先日に代表が言っていた聖書の話か？　いやいや、そんなまさか。

　蜂須は一人、胡う散さん臭くさそうな顔で玲儀音を睨にらむ。「なんだそれ、聞いた事ねぇぞ」

「単純な話、数多あまたある『予言書』の原典の一つということになるかしら。そこにはこれから未来に起こる事が描えがかれているのだわ。少し前までは、私が持っていたのだけれど──」

「待ってくれ、玲儀音。その黙示録っていうのは、えっと、七つの封ふう印いんのヨハネのやつか？」

「あら、浅せん学がくに見えるけどそれぐらいは知っているようね。正直、少し感心したわ。まぁ、書いたのは勿もち論ろん、ヨハネではないのだけれど。そこに由来した物、という意味では必ずしも間ま違ちがっているものではないのだわ」

　どうやら、本当にそれに因ちなんだお宝か何からしい。萩はぎ先せん輩ぱいがゴクリと唾つばを飲む。

「おいおいおい、じゃあナニか？　その『予言書』とやらが本当にあって、組合がグラサン先生まで駆かり出して、それを持ってる玲儀音を追ってるのかよ」

「そういうことになるわね」

「──冗じよう談だんきついぜ」

　馬鹿らしい、とでも言わんばかりに蜂はち須すがため息をつく。

「信用しないならいいわ。蜂須さんには関係のないことだもの」

　玲儀音が白い目で蜂須を睨み、金色の髪かみの毛を搔かき揚あげる。

　確かに、話が突とつ拍ぴよう子しもなさ過ぎて俺も完全に信用できない。篠しの塚づかさんも小こ柳やな津つの正体も知らない蜂須なら、余計にそうだろう。

　だが、一方でその黙示録という存在の謎なぞに強く心こころ惹ひかれた。

「どうしてそんな物を玲儀音が持っているんだ？　『予言書』なんて言うくらいなんだから、かなり貴重なんだろ」

　俺が尋たずねると、意外そうな顔で玲儀音が俺に向き直る。

「──珍めずらしいわね。普通なら、相手にもしないような荒こう唐とう無む稽けいな話だと思うのだけれど」

「『オカルト研究会』の部員なもんでね、『疑う前にまず検証』がウチの代表の教えだ」

「それはまぁ、物好きがいたものね。別にどうでもいいのだけれど」

　自分から話し出しておいて、呆あきれたように玲儀音が俺を見る。

「──黙示録は、私が信しん頼らいできる人から貰もらったものだわ。訳については、今回の件には関係ないからいいでしょう？　あまり話したくないの」

　不ふ機き嫌げんな表情で話す玲儀音に何と声をかけたものか分からないが、それが本当に『予言書』なんて代しろ物ものなら、人に譲ゆずる時点でマトモな事情はあり得ない。

「で、どこにあるの？　その問題の黙示録って」

　あえて別のことを問う萩先輩に、玲儀音の表情が硬かたくなる。

「今は手元にないわ」

「あぁ？　じゃあどこにあるんだ」

「それも分からない」

　蜂須がげんなりした顔で訊きき返す。「な、なんだって？」




「奪うばわれたのよ。あの神楽かぐら咲さきテロの数日前に、『切きり裂さきジャック』によって……」




　俺と萩先輩は、口元を引き攣つらせて顔を見合わせる。

　さて、どうしたものだろう。

　というか『切り裂きジャック』と来たか。随ずい分ぶんと懐なつかしい名前を久しぶりに聞いたな。







　実は俺たちは一度、その『切り裂きジャック』と遭そう遇ぐうしているのだ。

　その正体は、城じよう尾び滝たき楓かえで。──生徒会長の城尾滝さんの双ふた子ごの弟だ。

　一時はオアシスで散々に暴れまわっていた『切り裂きジャック』だが、代表の逆げき鱗りんに触ふれて現在は活動を停止しているはずである。そもそも、あの神楽咲テロの本当の目的がそこにあったなんて、誰だれが想像するだろうか。

　楓は女性を嫌けん悪おしていて、女性を殺して回っていた。

　──玲れ儀ぎ音ねも、襲おそわれたのだろうか。







「『切り裂きジャック』の生き残りなんていたのか、噓うそくせぇ……」

「信じないなら、それも構わないわ」

　確かに、玲儀音の話すことはさっきから荒唐無稽だ。しかし、噓八百を話しているようにも見えない。うーむ、どこまで本当なんだろう。

「へぇー。じゃあどんな奴やつだったんだ」

　胡う散さん臭くさそうに蜂須が尋ねると、玲儀音は目を逸そらした。

「一いつ瞬しゆんのことだったし、思い出したくもないわ。最近は現れていないようだし」

「あぁ、そういやそうだな。神楽咲テロで、どっかに逃にげたのかねぇ」

　別段興味が無いのか、そこで蜂須はさっさと引き下がった。あまりこの話題が長引くと、俺か萩先輩が口を滑すべらせそうで怖こわいし、正直助かる。

「黙もく示し録ろくには、その、何が書かれてたの？」

　萩はぎ先せん輩ぱいが言葉を選ぶように、ゆっくり玲儀音に尋ねる。

「それは……。ごめんなさい、答えられないの。でも、あれが本当の意味で組合の手に渡わたったら、それこそ大変なことになるわ。それだけは言える」

　どうやら、内容について言げん及きゆうするつもりはないらしい。

　さて。仮に、玲儀音の話を全すべて鵜う吞のみにするという前提で整理するとだ。

　玲儀音が組合に追われているのは、玲儀音が黙示録を持っていると思われているからだ。しかし、玲儀音の手元に黙示録は存在しない。

　現在は『切り裂きジャック』──楓が黙示録を持っていると言うのである、って、あれ？

「じゃあ、玲儀音が逃げる必要あるのか？　事情を話せば、あいつらが玲儀音を追う必要なんて無いんじゃ──」

　俺が疑問を口にすると、蜂須が苦笑いする。

「無理だな。『神楽咲連合』と違ちがって、あいつら時々日本語が通じねぇんだよ」

「ははっ、笑えない……」

　なるほど、八はつ方ぽう塞ふさがりなわけだ。

「でしょうね。私も事情は説明したわ。でも、蜂須さんの言うとおりだった。だから、状じよう況きようを根本的に打開するには『切り裂きジャック』を探して黙示録を取り返すべきなのよ。……すぐにでもオアシスから出たいけど、あれは組合に渡してはいけないものなのだわ」

　俺も腕うでを組んで頷うなずく。

「それで『切り裂きジャック』も探さないといけないのか、大変だな……」

「他人ひと事ごとのように言うけど、貴方あなたも手伝うのよ」

「なぜに!?」

「貴方達も、彼らの敵となったわ。こうなれば一いち蓮れん托たく生しようでしょう」

「平然と言うな……、全部テメェのせいだろうが！」

　なんで口を開けば人に喧けん嘩かを売れるんだ、こいつ。ある種才能だろう。少し話すだけで、苛いら立だちで頭痛が止まらない。

　まったく、こんなに助け甲斐がいのない追われる少女なんて、現実に居て堪たまるか。

「……でもそれだと、本当にどうしたらいいんだろうね」

　萩先輩が不安そうに呟つぶやく。「ねぇ、どうしたら良いかな、咲さき丘おかくん」

「ええっ、何言ってるんですか萩先輩。さっさとオアシスから脱だつ出しゆつしましょう。こいつらみたいなのに関かかわってたら、命がいくつあっても足りないですよ」

　俺の提案に、萩先輩は首を縦には振ふらない。

「駄だ目めだよ！　玲儀音ちゃん、困ってるじゃない。──大だい丈じよう夫ぶだよ、玲儀音ちゃん。私は絶対に玲儀音ちゃんを見捨てたりしないから」

　萩先輩はメラメラと瞳ひとみを燃やして、玲儀音の手をとる。

「そ、そう。手伝ってくれると言うなら嬉うれしいわ。貴女だけは、やっぱりマトモのようね」

　玲儀音も若じやつ干かん困ったような表情を浮うかべたあと、素す直なおに萩先輩に感謝の意を示していた。

　何となく蜂はち須すの方を見る。なんだか遠い目をして萩先輩の方を眺ながめていた。

　蜂須らしくない風景だったように思う。










　玲儀音の説明が終わった後、俺たちは思い思いに休息をとっている。特に会話もない。

「蜂須、外出てもいいか？　ちょっと電話してくるわ」

「あっ、私もしてくるー」

「おう、あんまり遠くに行くなよ」

　蜂須に見送られ、蓋ふたになっている鉄板をどかして、俺は萩先輩と外に出る。

　入り口を鉄板で蓋して、一呼吸ついた。

「──で、ああ言った手前、どうします？　本当に玲儀音を手伝うんですか？」

「うん。玲儀音ちゃん、困ってたし」

　萩先輩が平然と肯こう定ていする。俺ばかりが玲儀音の横暴に騒さわいでいるが、萩先輩には巻き込まれたという自覚はないんだろうか。謎なぞである。

「……分かりました。仮に玲儀音を手伝うとしましょう。でも、正直言って玲れ儀ぎ音ねの言い分を鵜吞みにするのは危険です」

　俺の忠告に、萩先輩は首を傾かしげる。

「なんで？」

「あいつは噓うそつきですから」

　俺は真しん剣けんに萩先輩に力説する。

「言ってることが最初からずっと滅め茶ちや苦く茶ちやだ。とにかく胡散臭すぎる。組合に追いかけられていたのだって、別の理由があるはずですよ。玲儀音は危険なんです」

「滅茶苦茶って、何が？」

　それから説明しないといけないのか。無む垢くって言っても限度があるだろう。

「──何より、黙もく示し録ろくのことです。そんなものがあるとは、とても思えません」

「予言書なんだってね」

「そうでなければ、ヤクザの機密か何かでしょう」

　俺にはむしろそうとしか思えない。「あいつはそれを握にぎってしまって、追われてるんだ」

　俺が断言すると、萩先輩が矢や継つぎ早ばやに質問する。

「だったら、あのサングラスの人が捕つかまえる必要はないでしょ。あの人、玲儀音ちゃんのことをどうにかしようって感じじゃなくて、なんか傷つけずに捕まえようと必死だったよ」

「そりゃまぁ……」

「仮に秘密を盗とっただけだったとして、それを『黙示録』なんて言うのは変だよ。それに、『切きり裂さきジャック』を追いたいっていうのも、秘密を盗ぬすんだだけなら関係ないじゃない」

「それは……」

　確かに、妙みような点もそれなりにある。しかし、噓に合わせて統合性を持たせようとするのは、実質不可能じゃないだろうか。

　玲儀音の奴やつ、言ってることのどこまでが噓なんだ。

「──私は玲儀音ちゃんを信じるよ」

「どうしてですか？」どうにも納なつ得とくがいかない。「俺たちには、そんな理由がない」

　萩はぎ先せん輩ぱいは苦笑いしながら答える。

「うーん、なんか漠ばく然ぜんとなんだけどね。玲儀音ちゃんはきっと、凄すごく大事なことを隠かくさないといけないんだよ。でも、だから誰だれにも頼たよれずに困ってるんだと思うんだ」

　萩先輩はヘッドフォンをかけ直す。「だったら、今は理由を聞いちゃだめなんだよ」

「あいつを信用して？」

「うん。そしたらきっと、いつか玲儀音ちゃんも私たちのことを信用してくれるかも。開かない箱なんて、あっちゃいけないはずだから」

　結局、誰かが誰かを最初に信じなければ、信しん頼らいなんて生まれないんだろう。

　その最初が俺たちである必要はないのに。

　最後に意味不明なことを呟いて、萩先輩がそそくさと蜂須の家に戻もどる。

　説得は失敗らしい。だとしたら、せめて萩先輩の身の安全だけは俺が考えないといけないだろう。でも、特に妙みよう案あんが思いつかない。情報も少なすぎる。

　薄うす暗ぐらい路地で一人、スマートフォンを取り出した。登録された電話番号に連れん絡らくする。

　十回ほどコールが鳴った頃ころだった。

「騒そう々ぞうしいぞ、咲さき丘おかクン」

　繫つながったことに内心ホッとする。「すみません、代表。緊きん急きゆうの用件です」

「悪いが少し忙いそがしい。良い話なら、電話を切ってくれ。悪い話なら、単刀直入に言いたまえ」

　少し代表の声がピリピリしている。機き嫌げんは良くないらしい。

「柏かしわ木ぎ組合に追われています。萩先輩も一いつ緒しよです。蜂須の家に匿かくまってもらってますが、これからどうするべきですか？」

　一気に話すと、少しだけ沈ちん黙もくが続く。代表のイラついたようなため息が聞こえた。

「キミという奴は……。こう忙しい時に、なんでそんなややこしい連中の騒そう動どうに巻き込まれているのかね……っ！」

「すみませんでした。俺の不注意です。でも、萩先輩だけは必ず──」

「大方、萩ちゃんがオアシスに行きたいとゴネたのだろう。──予想はしていたがね。キミは止めると思ってたんだが、釘くぎは刺さすべきだった。それこそ私の方のミスだよ。すまなかった」

　なぜか代表に謝られる。「どういうことですか？」

「色々と面めん倒どうがあってね、特に萩ちゃんと蜂はち須すは会わせたくなかったんだ。最悪の場合、キミは自分の身の安全を優先に考えていい。出来ればオアシスから脱だつ出しゆつする方向で活動してくれ。──蜂須にもそう言えば、あいつはキミの味方をしてくれるはずだ。マゾだからな」

　代表が少し早口で捲まくし立てる。詳くわしく聞けそうな雰ふん囲い気きではない。

「柏木組合って、やっぱり相当ヤバい連中なんですかね」

　俺が訊たずねると、代表はため息をつく。

「そうだ、その通りだよ。前情報として、ある程度は恐おそらくキミの聞いた通りだ。オアシスは現在、二大勢力に分かれている。一つは『神楽かぐら咲さき連合』、オアシスの大部分を牛ぎゆう耳じる、警察との癒ゆ着ちやくも深い穏おん健けん派だ。イチイチ小こ競ぜり合いをしない主義でね、金と安全の保障で大半は片付くという、競きそい甲斐がいのない連中だよ。そして、それの真逆の存在なのが、規模こそ『神楽咲連合』に比べて遥はるかに小さいが、過激派の『柏木組合』となる」

　確かに、聞いた通りである。しかし、代表の説明にはまだ続きがあった。

「だが、柏木組合にはそれどころではない裏の顔がある。奴らは秘密結社だ」

「……秘密結社？」

　なんだかアニメや戦隊ヒーロー番組でしか聞かない単語が出てきた。

「フリーメイソン、というのがある種妥だ当とうではある。カルトという単語も否定はしない。その証しよう拠こに、奴らは戦力として、人造人間を抱かかえているんだ」

「人造人間……？」

　それもまた、アニメや戦隊ヒーロー番組でしか聞かない単語だ。急に胡う散さん臭くさくなってくる。




「フランケンシュタインの怪かい物ぶつを、知っているかね？」




　代表がいきなり凄い単語を口に出す。

「フランケンシュタイン？　まぁ、名前くらいは──」

「奴はまさにそれだ」

　代表が鼻で笑う。「死肉に魂たましいを入れて作られた怪物を、連中は保持しているのだよ」

「そんな馬ば鹿かな……！　それこそオカルトでしょう!?」

「私は噓うそはつかないよ。──正確には、あれは科学の発想なんだがね」

　代表に何を言われても受け止める覚かく悟ごはあったつもりだったが、流石さすがに耳を疑う。

　それにはオカルトというより、何かもっと別の恐きよう怖ふがあった。

「フランケンシュタインというのは、怪物を作り出した科学者の名前であること位は知っているかね？」

「いえ、すみません。本当に名前くらいしか分からないんです。どんな内容なんです？」

「メアリー・シェリーという女性が書いた、ゴシック小説ということになっている。まぁ、多くの人が人類初のＳＦ小説だと認めているんだが。科学の魔ま力りよくに取り憑つかれた科学者フランケンシュタインは、死肉を継つぎ合わせて電気を通し、人間の蘇そ生せいを成功させた。しかし、生み出したそれの生物としてはあまりの強大さと醜みにくさに恐怖し、フランケンシュタインは怪物を捨てて逃にげ出したのだよ」

　その辺りは、薄うすぼんやりとだが知っている気がする。

「でも、怪物は死ななかった。あまりの醜さに人間から迫はく害がいされ、田舎いなかの民家の倉庫に隠れて生き延びたんだ。怪物は、そこで言葉を覚えた。そして文字を覚えた怪物は、自分が唯ゆい一いつ持っていたフランケンシュタインの日記を読んだ。そこで怪物は、名前を与あたえられないほど自分が創造主から憎にくまれていた事を知ることになる。怪物は、なぜ自分を生み出したのかを問うためにフランケンシュタインに会いに行く。──そんな話だよ」

　たしか、体中に縫ほう合ごう痕こんのある醜い怪物の話で──あっ。

「……もしかして、あのサングラスのデカい奴やつが、その人造人間の怪物なんですか？」

　俺が訊きき返すと、代表が少し驚おどろいたような声をあげる。

「ほぅ、奴に出会って無事だったのかね。キミもなかなか頑がん張ばるね。まぁ、あれが誰だれによって作られたのかは分からないんだがね。その方法だって、もう知る方法はない。言っただろう、咲さき丘おかクン。都市伝説とは、得てしてそういうものなのだよ」

　どうやら、代表は一度、あの怪物と邂かい逅こうしたことがあるようである。

　俺の周りは、本当にそんなオカルトな人たちばかりだな。

「なんか意外だなぁ。フランケンシュタインって──」

「アレに名前は無いよ。ただの怪物だ。創造主は自分の創つくり出したものを愛さなかったから、名前すら付けなかったんだ」

　代表が揚あげ足を取るような訂てい正せいを入れる。

「──怪物って、もっとウスノロで、ウガーとか吠ほえてるイメージしか無いもんですから。ちょっと日本語が不自由でも、あいつがそうとはとても思えないですよ」

　確かに不気味な奴ではあったが、俄にわかに信じがたい話だ。

「それは誤解だよ。怪物は非常に知能が高かったのさ。恐らく、現代人よりもずっとね」

「そりゃ、さすがに言い過ぎでしょう」

「怪物は、ゲーテや『創世記』を愛し、フランケンシュタインと生命の問答をしたのだよ」

　代表が、語りながらクスクスと笑う。「キミ、ゲーテは読むかね？」

「……ごめんなさい、偏へん見けんでした」

　怪物のくせに、随ずい分ぶんと詩的だったらしい。

「とにかく、だ。あの怪物はまだ話が分かる方なんだよ。問題なのは、組合長の柏かしわ木ぎが真正の異常者の類たぐいであることだ。奴との対話は成立しないものと思え」

　代表が他人を指してそういう言葉を使うのは珍めずらしい。というか、どういうことだ？　その口くち振ぶりだとまるで、代表が組合長の知り合いとしか──

「いいか、咲丘クン。奴らに目を付けられた以上、奴らとの抗こう争そうは避さけられん。私としてはその段階はもう少し先に延ばしたかったが、もはやそれも不可能だろう。キミは逃げることだけを考えろ。奴らとは絶対に関かかわるな」

　代表が今までにない強い口調で俺に厳命する。「分かりました。頑張ってみます」

「うむ。……で、それだけではなさそうだね。言いたいことがまだありそうだな」

　流石にお見通しか。

「──事態を突とつ破ぱする方法として、組合の探している『切きり裂さきジャック』を、組合の連中に突つき出すという手もあります。あいつらが本当に追っているのは、どうも楓かえでらしいんですよ。後あと腐くされがないのは、こっちだと思うんですが」

「城じよう尾び滝たき楓を？　組合が？」

　代表が珍しいことに、まったく合が点てんがいかない様子で復唱する。

「うーむ。私もまったく興味がなかったものでね。『ＩＬＢ』は何か知らないのかね？」

「兄貴ですか？　……あー、今は連れん絡らくとれないんですよ」

　絶賛クラッキング中だし。流石に忙いそがしくて、電話も取ってくれないと思う。

　代表が困ったように息を吐はく。

「すまんね、特には知らないのだよ。しかし今いま更さら、なぜそんな──」

「組合は楓が奪うばった、黙もく示し録ろくとかいう『予言書』が欲しいそうなんですけど」




「今すぐ戻もどる」




　代表が突とつ然ぜん、受話器の耳元で声を張り上げる。「は、はい？」

「クククッ、ハッハッハ！　もはや冗じよう談だんとしか思えんな。相変わらず信じがたい程ほどに愚おろかな奴だ。──ああっ、糞くそっ！　最短でも明日の会議までは無理か……。いいかね、咲丘クン。その黙示録をなんとしても組合より先に押さえろ。怪かい物ぶつよりも先にだ。最優先事じ項こうだぞ、手に入れたら真っ先に連絡してくれ。私もすぐに戻って合流する、撤てつ退たいは許さん。我々は黙示録を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいせねばならんのだよ」

「ちょ、さっきと言ってることが全然違ちがうじゃないですか！　それに、そもそも黙示録なんて眉まゆ唾つば物ものですし──」

　俺が指し摘てきするが、代表はもはや聞いてすらいないようだった。

　狂きよう瀾らんとした様子で、代表が受話器の向こうで嗤わらっている。

「そうとも、私の望むものはあんなものではない、私の理想があの程度であってたまるか！　もっとだ、私はもっともっと世界を美しくしてみせるのだ。待っていた、この機会を待っていたのだよ。分かるかね、咲丘クン！　額から汗あせが滲にじみ出る、心臓が燃えるようだ、興奮で手の震ふるえが止まらない！　──私達から全すべてを奪った連中に、血の復ふく讐しゆうをするのだ。そのためにキミを丘おか研けんに引き込んだのだよ、私は！　ハハハッ、ハァーッハッハッハハ!!」

　もはや、俺の声は代表に届いていなかった。

　一人で散々嗤った後、代表は凄味のある声こわ音ねで、たった一言宣言する。

「前ぜん哨しよう戦せんの始まりだ、咲丘クン。この美しい世界を、人間から取り返そうじゃないか」




　電話が切れてしまった。




　何度かかけ直してみるが、代表が再び出る様子もない。

　仕方なく携けい帯たい電でん話わをポケットにしまう。

　どうしたものだろう。代表が早めに帰ってきてくれるのは正直助かるが、噓うそ八はつ百ぴやくかもしれない玲れ儀ぎ音ねの話をそのまま真に受けてしまうなんて。色々と間ま違ちがいがあったら、殺されるかもしれないな。代表、黙示録の話を聞いてから凄すごくご機き嫌げんだったし──

「──誰だれと電話をしていたのかしら？」

　いきなり背後から声をかけられ、心臓が跳はね上がる。

「うおおっ！　──って。なんだよ、玲儀音か。脅おどかさないでくれ」

「後ろめたいことでもしているというの？　だったら尚なお更さら、質問に答えてほしいのだけれど」

　ゴシックドレスの裾すそを指で弄いじりながら、玲儀音が訝いぶかしんでいる様子で俺を睨にらみつける。

　後ろめたいことはない。さっきから話していた通り、こいつが噓つきなのは事実だ。

「いや、大したことじゃないんだけど。オカルト関係に強い知り合いに、どうしたら良いか相談していたんだよ」

　俺だって噓はついていない。

「ああ、『オカルト研究会』なんですってね。それで、何か妙みよう案あんでも思いついたの？」

「いや、正直相手が何言ってるのかサッパリだった」

「でしょうね、そんな連中に相談しても無む駄だよ。噂うわさレベルの話ではなく、黙示録は実在するのだから。『予言書』なんて、面おも白しろ半分にしか興味を示さないわよ」

　俺もそうなら納なつ得とく出来たのだが。あれは、それこそ『ある』という前提の話だった。

　玲儀音の言葉だけでは半信半疑だったが。代表が真に受けるということは、まさか、本当に『予言書』は実在するというのか？

　俺が思考に耽ふけっていると、玲儀音が訝しげに俺の顔を覗のぞきこんでいたのに気付く。ひょっとして、怪あやしまれたのだろうか。

　──まずい、話題を変えよう。俺の中で、これについてはまだ整理がつかないのだ。

　話題を探して視線を彷徨さまよわせると、玲儀音の胸むな元もとのインスタントカメラに目が留まる。

「……あのさ、どうでも良いんだけどよ」

「何かしら」

「お前、写真よく撮とってるよな。──もしかして風景とか好きだったりする？」

　俺のインスタントカメラを見ながらの質問に、玲儀音が目を逸そらしつつ答える。

「えっ。……まぁ、そうね。割と好き──」

「マジで!?」

　俺は玲儀音の手を摑つかむ。

「な、何？　何なの？」

「いやぁ、そうだよな。そうに違いないと思ったよ。どんな風景が好きなんだ。さっきも変な所で撮ってたし、もしかして壁かべフェチなのか？　分かる、分かるよ。俺も壁は嫌きらいじゃない」

　玲儀音が困こん惑わくした様子で、身を少し引いた。「壁フェチって何よ……!?」

「インスタントカメラってのも、けっこう良いな。俺の持ってる一眼は写るのは綺き麗れいだけど、やっぱりその場で現像できると、一いつ瞬しゆんの唯ゆい一いつを保存したような気分が良い。電子データじゃないから、ファイリングすると味が出るよな。良いなぁ、俺も欲しいな。なぁなぁ、ちょっと触さわらせてくれよ。大だい丈じよう夫ぶすぐ返すって、ふっ、ふふふふ──」

「やめて触らないで！　近づかないでくれないかしら、気持ち悪い！」

　玲儀音が暴れて俺の顔をビンタではたくと、慌あわてて俺から距きよ離りを取る。

「痛いじゃないか」

「貴方あなたは存在そのものがイタいわ」

　玲儀音が俺のことを冷たい目で睨む。うーむ、ちょっと興奮し過ぎてしまったか。

　それにしても、案外良い奴やつなのかもしれないな。そうか、風景が好きなのか。毒どく舌ぜつで噓つきだけど、風景が好きなら友達になれそうな気がする。まぁ、そのうちゆっくりと風景について語り合おう。

　さて、まずは警けい戒かいを解かないと。というか、怪しまれないように話題を逸らしたのに……。

「ははは……。まぁ、オアシス脱だつ出しゆつの目め途ども立たないし。俺も玲儀音の黙もく示し録ろく探しに協力するよ。萩はぎ先せん輩ぱいも、放っておいたら心配だしな」

「……あの子は、ああいう子なの？」

　珍めずらしく自信なさそうに、少し小声で玲儀音が俺に尋たずねる。俺との距離は離はなれたままだ。

「いや、俺も萩先輩があんなに活動的だったなんて初めて知ったよ。多分、お人ひと好よしなんだと思う」

「でしょうね。あんなにも純じゆん粋すいに協力を申し入れてくれる人なんて、初めてだわ」

　玲儀音が俯うつむいてブツブツと小声で呟つぶやく。

「あの子のような人たちの為ためにも、この美しい世界を、奪うばわれるわけにはいかないのよ」

　この美しい世界、ねぇ。

「流行はやってるのか？　その『この美しい世界をどうたら』って」

「……どうしてかしら」

「いや、なんとなく」

　何気ない質問のつもりだったのだが、食いつく玲れ儀ぎ音ねの目は少し怯おびえているように見えた。

「この言葉は、そうね。──決まり事というより、約束のようなものなのよ」

「約束？」

「亡ぼう霊れいの妄もう執しゆうや妄信、執しゆう着ちやくと言ってもいいかもしれないわ」

「意味がわからん」

「でしょうね」

　話は終わりだ、と言わんばかりに玲儀音が踵きびすを返す。

　何しに来たんだ、こいつは。でもいいや、風景が好きなことが分かったし。平和になったらじっくり、グランドキャニオンについてでも語り合おう。

　俺が鉄板をどかして、蜂はち須すの隠かくれ家がに戻もどる。

　中には何故なぜか、誰だれもいなかった。

「あれ？」

　萩先輩と蜂須がいない。

　おかしい、入り口には俺がいたんだから、誰も外に出られないはずだ。俺は首を傾かしげる。

　玲儀音も覗き込んできた。

「どうしたの。何かあったのかしら。そうでないなら目め障ざわりだから早く進みなさい」

「いや、萩先輩と蜂須がいないんだ。どこに行ったんだろう……」

　と、奥に続く廊ろう下かから明かりが漏もれていることに気付く。そうか、奥にも部屋がやっぱりあったのか。

「奥があるっぽい」

「でしょうね」

　玲儀音はそれだけ言って、椅い子すに腰こしかける。顎あごで廊下を指した。俺に見に行けと言ってるつもりらしい。

　玲儀音に見送られる形で、俺は廊下を進んでいき、扉とびらの開いている部屋を覗きこんだ。




「えっ──」

「おっ？」




　思ったより、その部屋は狭せまかった。人一人分しか入るスペースは無く、その中はお世辞にも掃そう除じが行き届いているとは言えない。
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　部屋では萩先輩が白い椅子に一人で座って、ヘッドフォンで音楽を聴きいていた。

　というか、入り口の目の前に萩先輩がいた。

　ワンピースをかなり際きわどいラインまでたくし上げていて、足元にはかわいらしい縞しま模も様ようのパンツが見え隠れしている。白くて細い脚あしが、ほとんど露あらわとなっていた。

　水音がチョロチョロと流れる。

　俺を見上げる形で、萩先輩が信じられないものを見たとでも言わんばかりの呆ほうけた表情をしている。その顔が、数秒でみるみる赤くなっていく。

　──あっ、ここトイレだったのか。
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　萩先輩が言語で表現し辛づらい叫さけび声を上げて、鼻血を噴ふきだした。

　美しい風景だった。










　蜂須と萩はぎ先せん輩ぱいが隣となり同どう士し、部屋の隅すみで小さく丸まって座っている。

　玲儀音がベッドに腰をかけて足を組み、俺はその正面の床ゆかで正座していた。

　以前にどこかで見たような風景である。

「やはり、この非常時でも女の子のトイレを覗のぞく変態だったのね」

「待て、事の次し第だいを全すべて見ておいて、お前はそう言うのか!?」

「結果論よ。貴方あなたは変態、その証しよう拠こもあるわ」

　そう言って、玲儀音が勝ち誇ほこったような表情で、ペラペラした紙を一枚俺に見せつける。

　俺がトイレを覗きこんでいるシーンが、バッチリ撮さつ影えいされていた。おそらく、玲儀音が首にかけているインスタントカメラで撮影したものなんだろう。

　玲儀音がその写真を、またオレンジ色の大学ノートに貼はりつける。

「あ、あの、その写真は捨てていいんじゃねぇの？」

「覗き魔まの決定的な犯行現場よ」

「返せ！　というか捨ててください、この通り！」

「触さわらないで、近寄らないで頂ちよう戴だい。これは貴方が触ふれていいものではないわ」

　俺が大学ノートを奪おうとすると、ゲシゲシと玲儀音に蹴けられる。畜ちく生しよう、あのノートがあったら、俺は一生この毒どく舌ぜつ女に逆らえないじゃないか。

　というか、あの状じよう況きようでカメラを出すというのは本当に肝きもが据すわってるな。そんな気配が全くなかったので気付かなかった。

　玲れ儀ぎ音ねが凍こごえるほど冷たい目をして俺を見下しているので、俺は蜂はち須すを指さして叫ぶ。

「そもそも蜂須、どこに行ってたんだ!?　トイレの場所くらい言ってくれよ！」

「奥の部屋に毛布を取りに行ってただけだよ、そう怒ど鳴なるなって」

　蜂須が若じやつ干かん引き攣つった笑えみを浮うかべて、両手で俺を宥なだめようとする。

「で、どうだった？」

「縞々だった」

「グッジョブ」

　俺と蜂須は熱い握あく手しゆを交かわした、その瞬しゆん間かん。

　パシン、という乾かわいた音と共に腕うでに激痛が走る。

「痛ぇ！」

「アウチッ！」

　俺と蜂須が叫んで、何事かと辺りを見み渡わたす。

「貴方達は、自分の立場というものを分かっていないようね……」

　玲儀音が鞭むちを片手に、背中に黒いオーラを纏まとわせながら、嗜し虐ぎやく的な微笑ほほえみを浮かべていた。

「待て、無む茶ちや苦く茶ちや痛いぞそれ！　うわっ、腕の皮がちょっとめくれてる痛いてぇ！」

　鞭で打たれたことなんて無かったので知らなかったが、打たれるとその箇か所しよが焼けるように痛くなるものらしい。痛い、超ちよう痛い！

　だが、こういう趣しゆ向こうを喜ぶ人もいることを忘れてはいけない。

「こ、これは……。すげぇ、本格的だ！　超気持ちいい！」

「何で!?」

　なぜか蜂須が興奮した様子で、玲儀音の鞭に熱い視線を送る。逆に鞭を振ふるった玲儀音の方が、恐おそろしそうにたじろいでいた。

「……しくじったわ。そういえば、貴方達はマゾだったわね。ど、どうしたらいいの……？」

「もう一発くれ、頼たのむ！」

「嫌いやよ、汚けがらわしい……っ！」

「じゃあ何でそんな良い鞭持ってんだよ！　何でそんなに上手うまいんだよ！　隠かくさなくても分かるぜぇ、ふひひっ……。一発だけあげてお預けなんて鬼き畜ちく過ぎるだろ、このプロ女王！」

「──黙だまりなさい、次は目を狙ねらうわ」

　玲儀音が赤面しつつ言い放つと、それだけでも蜂須が嬉うれしそうに身み悶もだえしていた。

「やはり、ケダモノと夜を過ごすのは危険だということなのだわ。これからは私の指示に従ってもらうわよ。異存はないでしょうね」

　くそっ、こいつのせいで、俺まで玲儀音や萩先輩に変態扱あつかいされてしまうじゃないか。

　変態は蜂須だけなのに！

「で、でもドアを閉めなかった私も悪いんだし、もういいよ玲儀音ちゃん」

　萩先輩だけは鼻にティッシュを詰つめながら、俺を必死で庇かばってくれている。

　よく考えたら、閉所恐きよう怖ふ症しようの萩先輩にとって、トイレに籠こもるのは事実上不可能だ。こればかりは、俺の配はい慮りよが足りなかったと反省せざるをえない。

「良くはないわ。まったく、よりにもよって、その、──萩ちゃんに手を出そうとするなんて、見境がないにも限度があるというものでしょう。最悪ね、死ねばいいのだわ」

　余よ裕ゆうのある表情で、玲儀音が文句を言いまくる。

　というか、こいつ。この場の主導権が握にぎりたかっただけじゃないか？　ということは、萩先輩もグルだというのか。えっ、でもトイレを覗かせるのか、普ふ通つう。いや、そもそも別に萩先輩は玲儀音とグルというわけでは──

　もう誰だれも信じられない！

「おいおい頼む、落ち着け。待ってくれよプロ女王」

「次は、目と言ったはずだけれども」

　俺が間に入ると、なんとか玲儀音は取り合ってくれた。でも、目が据わってる。

「この非常時に別行動はマズイ。落ち着こう、話せば分かる」

「……貴方達二人は口を開けば開くほど、語れば語るほど堕おちるということを、いい加減に自覚すべきではないの？　特に、咲さき丘おかは存在が生理的に気持ち悪いわ」

「ははっ、何言ってんだお前。そんなわけないだろう、なぁ？」

　俺が萩はぎ先せん輩ぱいと蜂須に同意を求める。

　二人とも何故なぜか目を逸そらした。

「で、蜂須さん、あのカギ付きの部屋は使えないの？」

　玲儀音が部屋にある扉とびらを指さすと、蜂須がきょとんとした顔をする。

　どうでもいいけど、蜂須は『蜂須さん』なんだな。この差は何だ、解げせぬ。

「ん？　あそこは外からカギは閉められるけど、内側からは開けられない超不便な構造欠けつ陥かんの部屋だぞ。ぶっちゃけただの物置だ」

「あら、素す敵てきな部屋じゃない。そこに貴方あなた達を閉じ込めておけば、安全に隔かく離りできるのね」

「なん……だと……!?」

　青い蜂須が顔まで青くする。「待て、あそこは人間の住すみ処かには間ま違ちがってもならねぇ」

「一晩そこで過ごして貰もらえるだけで許すと言っているの。感謝されこそすれ、批難される覚えはまったくないわ。ケダモノと一いつ緒しよの部屋で一晩過ごすなんて御ご免めんよ。ねぇ、萩ちゃん」

　そう言って、玲儀音が萩先輩に同意を求める。

「玲儀音ちゃん……、二人とも本当に凄すごく頑がん張ばってくれてるんだから、そんな風に言っちゃ駄だ目めだよ。私が悪いだけで、咲丘くんも蜂須くんも悪くないんだから」

　萩先輩は、必死で玲儀音を説得する。うーむ、このメンバーの良心は萩先輩だけか。だったら、その本人が無用なトラブルの元を撒まき散らさないでほしいものだけど……。

「そうだ、私たちがそっちで寝ねたらいいんじゃないかな。だったら──」




「無理だ」




　それは蜂はち須すとは思えないほど、無機質で冷え切った声だった。

「あの部屋はな、色々突つっ込んでるから無む茶ちや苦く茶ちや狭せまいんだよ。換かん気きも最低限だ、しかも暗い。小さいのが入ったら数秒も保もたねぇよ。──馬ば鹿かげてる」

　蜂須は立ち上がって、カギ付きドアに向かう。ポケットの中から錆さびついたカギを取り出してカギを開けると、玲れ儀ぎ音ねにカギを投げ渡わたした。

「ほらよ、これで文句ねぇだろ。行こうぜ咲丘、二人きりでイチャラブしよう」

　心底やだよ、と突っ込みたいがそんな雰ふん囲い気きではない。「お、おう」と情けない返事しか出来ず、蜂須の後に続いてそっちの部屋に入ろうとする。

「は、蜂須くん！　待って！」

　振り返ると、今にも泣き出しそうな顔で萩先輩が俺たちを見つめていた。

　──いや。正確に言うと蜂須を、だ。

「どうして、昔みたいに話しかけてくれないの？　どうして昔みたいに呼んでくれないの？」

　俺は蜂須の顔を覗のぞき見る。いつも楽しそうにニヤつかせている口元も引き締しめ、睨にらむような目で萩先輩を見ていた。

「お姉ちゃんともそうだよ、どうしてそんなにワケが分からないことになっちゃったの？　変だよ、こんなのおかしいよ！　野球だって辞やめちゃうし、蜂須くん、お姉ちゃんのこと──」

「俺は──っ！」

　蜂須の怒ど声せいに、萩先輩がビクッと体を縮ませる。

「俺の青春は終わったんだ。だから人生の残りの全部を、楽しむって決めたんだよ」

　捨て台詞ぜりふのような言葉を残して、蜂須が部屋の奥に引っ込む。

　俺もそれに続き、無言で部屋のドアを閉める。

　引き絞しぼるような、萩先輩の嗚お咽えつが聞こえた気がした。







　それは物置と言うには、あまりにも悍おぞましかった。

　金属バットが何本か立てかけられていて、同じ色の青いジャージが何枚も乱雑に放置されている。奥には拾ってきたのか、古い型のノートパソコンが置いてある。まぁ、この辺りは男子の一人暮らしにはよくある風景だろう。




　箱が、山積みになっていた。




　分厚いその箱には、かわいらしいデフォルメ化された女の子の絵が描えがかれていて、それぞれに『学園ラブエッチ』とか、『幼おさ馴な染なじみスクールライフ』とか色とりどりのフォントで描かれた異様に爽さわやかなタイトルが掲けい載さいされている。

　異常な量だ。しかも、なんか臭くさかった。

　──というか、なんだこの部屋！　マジで変な臭においがする、くせぇ！

「蜂須、お前……ギャルゲーオタクだったのか!?」

「違ちがう！　学校で女の子とイチャイチャするゲームが好きなだけだ！」

「それをギャルゲーオタクって言うんだよ！　くそっ、消しよう臭しゆう剤ざいは無いのか!?」

　なるほど、確かにここは人間の住める環かん境きようではない。俺が脱だつ出しゆつしようとすると、部屋のドアからカギの閉められる絶望的な音が聞こえる。

　冷や汗あせがダラダラ流れる。馬鹿な、こんな空間に何分もいたら死ぬぞ。

　ドアをガンガン叩たたいて叫さけぶ。「開けろおぉぉぉっ！　開けてくれええぇぇっ！」

「観念しろよ、咲さき丘おか。ここから外に音はほとんど漏もれねぇし。ほら、慣れてくると段々アロマみたいな気がしてこねぇか？　ひひひっ……」

「こんな不快なアロマがあって堪たまるかよ……っ！」

　ストレス解消どころか、鬱うつ屈くつしたフラストレーションが溜たまりそうだった。

　しかし、流石さすがに俺も疲つかれ切っていたので、部屋からの脱出を大人しく諦あきらめる。なるべく呼吸の数を減らして、蜂須と一緒に協力して、部屋を片付け始める。

　そこで異物も見つけた。異様に目がキラキラ輝かがやいた、筋肉質な裸はだかの男同士が抱だき合っている表紙の箱が、なぜかこの部屋に存在した。

「待て。どうしてＢＬゲームがここにあるんだ。──まさか、お前……!?」

　背筋に強きよう烈れつな悪お寒かんが走って、俺は蜂須から必死で距きよ離りを取る。

　ギャルゲーオタクでマゾでホモとか、人生詰つんでるじゃないか！

　もう誰だれも信じられない！

「違ちげぇよ、馬ば鹿か野や郎ろう！　そいつはただの目覚ましだ」

「め、目覚まし？」

　それでも嫌いやな予感しかしない。

「毎朝起きなきゃいけない時間になるとな、男の喘あえぎ声が部屋に鳴り響ひびくんだよ……。どんなに幸せな夢からも一発で覚めるし、起きた時の気分がこれ以上ないくらい最悪なんだ、ふっ、くふっ、ひゃははっ……」

「お願いだから、それだけは一人の時にやってくれないかなぁ!?」

　何を間ま違ちがえても、俺はそんな目覚め方だけはしたくない。だったらむしろ、二度と目覚めない深い眠ねむりに落ちてしまいたい気分だ。

　それにしても、なんてマゾなんだ。俺はそんな毎日が続いたら発はつ狂きようするぞ。

　くだらない言い合いをしている内に、狭いながらなんとか体を丸めつつ横になれる場所を二人分用意できた。

　とりあえず座って、携けい帯たい電でん話わを取り出す。「コンセントってあるか？」

「おー、充じゆう電でんか？　そこ使えよ」

　蜂はち須すの指さした先に、コンセントの穴が一つ空いていた。そこに携帯していたケーブルを差し込んで、スマートフォンを充電する。

　周囲を見み渡わたす。やはり、目につくのはギャルゲーの山だ。

「それにしても、本当にたくさん持ってるな。こんなの買う金はあるのか？」

「あるわけねぇだろ、全部拾い物だよ」

　蜂須はその内の一つを手に取ると、つまらなそうな顔で蓋ふたに目を落とす。

「でも凄すげぇよな。こういうゲームのキャラって、こうやって捨てられて山になるくらいに、どんどん作られるんだぜ。まぁ、中にはクソつまらないのもあるんだけどな」

「そりゃ一応、そういう業界は今の所ずっと需じゆ要ようあるし」

　俺もそこまで詳くわしくないが、こういうゲームが山ほどあって、それが大量に消費されてることくらいは知っている。パソコンパーツの聖地とされる場所には、それこそこういうギャルゲーを扱あつかっている店もたくさん並んでいるという話だ。

「──でもよ、こいつらには皆みんな、それぞれ学園生活があるんだよ。それぞれさ、部活だとか恋こいだとかに躍やつ起きになってて、すげぇ楽しそうなんだわ。なんかムカつくくらいハーレムだったりとか、アホみてぇに真しん剣けんに一人と恋したりとか。それってよ、こんなに簡単に捨てられていいもんなのか？　……俺はさ、正直信じられねぇ。こいつらは、捨てられるなんて思わなかったはずなんだ。なのに、こいつらの青春は飽あきられて捨てられちまったんだ」

　正直、意外な言葉だった。

　蜂須が思ったよりも詩的な事を言い始めたのも驚おどろきだが、何よりたかがギャルゲーにここまで想おもいを強くするのも意外である。

『子こ蛇へび』なんて率いているくらいだし、やっぱり蜂須は、根っからのお人ひと好よしなのかもしれない。少なくとも、こいつが蜂須でなければ、訳も聞かずに俺たちを匿かくまおうなんていう人間はいなかったはずなのだ。

「ただのデータなんだよ、蜂須。そこにあるのはデータだ、魂たましいの入った誰かじゃない」

「そりゃ俺だってそんくらい知ってるよ」

　蜂須は口を尖とがらせる。「でも、俺にはこいつらの学園生活が、そんな簡単に終わったと思えないんだ。一個一個のゲームの世界によ、歴史があるはずなんだよ。もっと深い、遠い何かがあると思うんだよ。だから俺は、同じゲームを何度もまたやるし。増えたっちゃ増えたけど、実は全体の一割もクリアしてねぇんだよな、これ」

「えっ、これほとんど積みゲーなのか？」

「そう言うのか？　んじゃ、それだ」

　蜂須が頷うなずく。「なんで皆、そんなに簡単に、次に次にって出来るんだろうな」

「じゃあ物語はどこまで語ればいいんだ、蜂須」

　俺が訊たずねると、蜂須は首を傾かしげる。「語ればいい内容なんて、限定的でいいんじゃないか。それで満足できなかった奴やつは、欠けた物語を空想して楽しめばいいだろう。創造する奴ってのは、次を出さないと金が入らないし生きていけないんだ。蜂須の言うのは理想論だろ」

「理想論か。そりゃそうだ」

　蜂須が横になる。俺もそろそろ眠たくなってきた。背中合わせに、俺も横になる。

「でも俺は、そいつらの青春がまだ続いてるって信じてるんだよ。……じゃなきゃ、こいつらが救われねぇじゃねぇか」

「萩はぎ先せん輩ぱいは、違ちがうのか？」

　俺が若じやつ干かん棘とげを含ふくめて聞くと、ピクッと蜂須が反応する。「萩先輩、泣いてたぞ」

「俺の青春は終わったんだよ。今は消化試合、人生の楽しい盛りだ」

「人生の最高潮は青春だろ。偉えらい人は皆、そう言ってる」

　正直、さっきの件の蜂須の様子は、これまで俺たちにしてくれたことに対する、全すべての恩を吹ふき飛ばす程ほどに最低だった。俺の瞼まぶたの裏には、あの萩先輩の悲痛な表情が焼き付いている。

　だから、訳があるなら聞きたかった。蜂須を理解してやりたかった。

「萩先輩に、何か恨うらみでもあるのか？」

「──萩は悪くねぇよ。全部俺が悪いんだ。嫌きらえよ、お願いだから軽けい蔑べつしてくれ」

　しかし、返ってきたのは、拒きよ絶ぜつだった。

「咲さき丘おかはこういう時でもいつも通りなんだよな。お前、凄ぇよ」

　その代わりに、なぜか変な賞賛をされる。

「……いや、俺は逆に、こういう非常時でもボケられるお前が凄すごいと思う」

「そうかねぇ」

　俺は本音を言ったつもりなのだが、蜂須は何となくスルーしている感じだった。

「お前が本当に恐こわいと思うモノなんて、俺が見たらイカれる気がする」

　それきり蜂須は静かになり、少し経たつと寝ね息いきが聞こえた。

　俺も目を閉じる。

　風景は何も見えない。










　いきなり扉とびらが開く音がして、目が覚める。

「起きなさい、組合がここに来るわ！」

　入り口から玲れ儀ぎ音ねの慌あわてる声が聞こえる。「──って。なにこの部屋、イカ臭くさい……」

「……うるせぇ、俺だって人生の高すぎる壁かべに挫くじけそうだったんだ」

　実際、部屋の臭においがキツくて俺は中々寝付けなかった。体の疲つかれが限界だったようで一応は眠ねむれたのだが、どうにも疲れが抜ぬけ切っていない。

「で、なんだって？　組合が？　どういうことだよ」

「いいから起きなさい。もう出るわよ」

　それだけ言って、玲儀音が再び扉を閉める。まぁ、開けておきたくはないよな。この部屋の臭いがリビングに逆流してきたら、俺だって嫌いやだし。

　仕方なく、蜂はち須すを叩たたき起こす。

「おい、起きろ蜂須！　組合が来るらしいぞ！」

「……あぁ？　んなわけあるか、どこソースだよ」

　寝ぼけ眼まなこで、蜂須が悪態をつく。「この家がバレるとか、滅めつ多たにねぇって──」

「玲儀音が言い出してるんだ。とりあえず行こう」

　とりあえず蜂須が起きたのを確かく認にんして、俺もこの臭い部屋から出る。

　既すでに萩先輩と玲儀音は、いつでも発たてるような格好で待機していた。

「……蜂須くんは？」

　萩先輩がヘッドフォンを首に掛かけ、聞きにくそうに尋たずねる。

「今起こしたんですけど、起動にちょっと時間がかかりそうですね」

「そんな悠ゆう長ちような事を言っている場合ではないわ。早く──」




　すると、けたたましい音を立てて入り口の鉄板が何者かにどかされた。




　入ってきたのは、二人組の少年である。

「ひゃああ！」

　萩先輩が叫さけんで尻しり餅もちをつく。

「噓うそだろ!?　ほ、本当に来た！」

「──だから言ったでしょうに」

　落ち着き払はらった様子で、玲儀音が素す早ばやく動きだす。

　脚あしに装着していた鞭むちを手にとり、その手を大きく振ふるう。

　ヒュンという唸うなりをあげて、目にも留まらぬ速さで振るわれる一本鞭。

　この狭せまい屋内で鞭を避よけるのは難しい。玲儀音の振るった鞭は少年の一人に命中し、打たれた少年は慌てた様子で後ろに下がった。

　あれは相当痛いだろう。だが、所しよ詮せんは鞭だ。牽けん制せいにしかならない。

　少しの間、睨にらみ合いが続く。

　二人の少年が静かにメリケンサックを装着した、その時だった。

「……ん、なんだよ、お前らか」

　吞のん気きな声をあげて、部屋から蜂須がゆっくり出てきた。

　睨み合いをしている俺たちを横目に、ダンボール箱まで歩いていってミネラルウォーターを取り出す。一口飲んで、それをそのままダンボール箱に投げ戻もどした。

「し、知り合いなのか？」

「咲丘もよく会ってるじゃねぇか。俺の親衛隊だよ」

　言われて初めて気付く。そういえば、この二人組は以前に見たことがあるような気がした。

「……もしかして、いつも蜂須と一いつ緒しよにいる『子こ蛇へび』の二人組か？」

「おう。バンダナがチャーで、色黒がシューだ。『子蛇』の中では一番腕うでも立つし、ちゃんとした稼かせぎもある。他ほかの連中も、この二人くらい立派になりゃ良いんだが」

「なんだよ……、驚おどろかせやがって……」

　相手も何も言わないし、緊きん張ちようしていたものだからまったく気付かなかった。

　知り合いと分かって、俺たちは微び妙みような空気のまま臨戦態勢を崩くずす。萩はぎ先せん輩ぱいは携けい帯たい電でん話わを片手に震ふるえている。玲儀音は依い然ぜん、鞭を構えたままだ。

　……どうでもいいけど、初めて聞いたが、美味おいしそうな名前の二人組だった。

「で、どうしたよ。お前らがウチに来るのは久しぶりだな」

「『子蛇』が、何人か狩かられました」

　蜂須の問いに対し、チャーが静かに呟つぶやく。「柏かしわ木ぎ組合です。直じきに、ここに来るかと」

「──おいおい、マジかよ。ははっ、さすがにヤバいな……」

　蜂須の顔色がみるみる変わっていく。

　どうしたんだろう、これぐらいは予想できたはずだが。

「しばらくは大だい丈じよう夫ぶなんじゃなかったの、蜂須くん……」

　萩先輩が、その様子を見て心配そうな顔で尋ねる。

「そのはずだ、そのはずなんだが……。あいつら、ヤクザが腐くさっても今までは俺以外には手を出さなかったのに。面めん子つも糞くそもなく、『予言書』が欲しいってのかよ……」

　俺にはよく分からないが、一応信しん頼らい関係のようなものが本来あったらしい。

　どちらかと言えば、それは驚きよう愕がくというより、落らく胆たんなんだろうか。

　蜂須は少しの間、ショックを受けたように放心していたが、すぐにあのニヤニヤした笑いを浮うかべる。

「シュー、無事な『子蛇』を連れてキラメキ通りの俺の家に集めろ。三日分は食料を貯めて、なるべく外に出るな。工具と油を忘れるなよ。チャーは連合の高たか柳やなぎさんに取り次いでもらって指示を受けろ。最悪、俺が帰らなかったら『子蛇』は連合とチャーに任せる。いいな」

　早口で蜂はち須すが指示を出すと、チャーとシューが黙だまって頷うなずく。「よし、行け」

　二人組は、小走りに家から飛び出した。

「さて、これからどうするよ。こうなりゃ、俺も腹を括くくるぜ」

「ここに居ることは、もう無理なのね」

「無理だ。すぐにでも移動した方がいい」

　玲れ儀ぎ音ねの質問に対して、蜂須が頷く。「ここはもう、安全じゃねぇ。出るぞ」

　とりあえず全員、バタバタと着の身着のままで蜂須の家を慌あわてて出る。

「じゃあさ、『ムジカ』に行くのはどうだろう」

　歩きながら俺が提案すると、玲儀音が同意する。

「賛成ね。『切きり裂さきジャック』の情報も欲しいし。私がマスターに頼たのんだのは、オアシスから脱だつ出しゆつする手はずを整えて貰もらうことよ。変態に引き合わせろなんて言ってはいないもの」

　そりゃもっともだ。というか、今回の事件はどうも、小こ柳やな津つの不ふ手て際ぎわが妙みように引っ掛かかる。

　玲儀音の事情はおろか、少なくとも小柳津は蜂須に『柏木組合』が関かかわっているという、かなり重要な情報さえ伝えていない。その後のフォローらしいものも皆かい無むだ。

　あのおっさんは口は悪いが、悪人ではないはずだというのに。

「そうだね……。確かにそれが一番良いかも」

「うーん、確かにマスターにゃ文句の一つも言いてぇな。……よし、行くか」

　萩先輩も同意し、蜂須の判断も速かった。

「あっ、一応皆みんなにコレ渡わたしておくね。使えるかもしれないし」

　そう言って萩先輩がトートバッグを漁あさり、俺と蜂須と玲儀音に怪あやしげなものを差し出す。俺たちはそれぞれ微妙な顔をして、それを受け取った。「こんなに色々入ってたんですね……」

「咲さき丘おかくんにはスタン銃じゆう、使い方は分かるよね。蜂須くんには『投とう擲てき型音爆ばく弾だん』。ボタンを押した三秒後くらいに、昨日みたいな凄すごい音が鳴るから。玲儀音ちゃんには『燻くん製せいトロピカル爆弾』、使い方は蜂須くんのと一緒。煙えん幕まくだと思って」

「萩先輩の分がないじゃないですか」

「それぞれもう一式分入ってるから、私は大丈夫」

「そのトートバッグ、どういう構造なんですか……!?」

　むしろこの人、他に何も入れてないんだな。それでいいのか女の子。

「でも、使う機会はあるかもしれないわね。貰っておくわ、ありがとう萩ちゃん」

　そう言って、玲儀音が少し優やさしげに微笑ほほえんで萩先輩の頭を撫なでる。萩先輩は嬉うれしそうに笑っていた。──この二人だけ、妙に仲が良いよな。

「じゃあ、いざとなったら、またこれ鳴らして悶もだえるかね。とりあえず行くぞ」

　蜂須を先頭に、迷うことなく、どんどんと配管迷めい宮きゆうを進んで行く。

　俺たちは蜂須を必死に追いながら、時々後ろを振ふり返る。

　闇やみが、背後にずっとこびりついていた。

「そうだ咲丘。誰だれか役に立つ奴やつは知り合いにいねぇか？　できれば、表通りを偵てい察さつしてもらいてぇんだが」

　蜂須が急に思いついたように俺に尋たずねる。成程、『子蛇』も危険なら、偵察は顔の割れていないだろう俺の知り合いが良いに違ちがいない。

　思い当たるのは──

「江え西にし陀だちゃんはどうかな。起きてるといいけど──」

「おお！　ナイスです、萩はぎ先せん輩ぱい」

　そういえば、あいつなら暇ひまだろうし、いざとなったら戦力にだってなる。

　俺は江西陀の携けい帯たい電でん話わに連れん絡らくを試みる。

　通話中だった。

　俺は首を傾かしげて、何度かコールボタンを押す。

　しかし、何度かけても通話中だった。

「ファック！」俺は頭を抱かかえて叫さけぶ。「なぜだ！　こんな時間から誰と長電話してやがる！」

「……繫つながらないものは仕方ないでしょう。行きましょう、進んだ方が早いわ」

　玲儀音が面めん倒どう臭くさそうな目で俺を見下ろし、スタスタと先に行ってしまう。こうなったら、なるようになればいい。俺たちもすぐにその後を追った。

　ふと気付くと、少し広い通りに出た。どうやら配管迷宮が終わったらしい。

　歩きながら、蜂須が呟つぶやく。

「なぁ、咲丘。お前って足に自信あるか？」

「なんだよ、改まって」

「もう尾つけられてんだよ」

　萩先輩と玲儀音が唾つばを飲む音がする。

　何気なく言うので、冗じよう談だんかと思った。冗談であってほしかった。

　だが、蜂須の目はマジだった。

「──いつからだ？」

「通りに出てすぐだ。こりゃ、どうやったって連中に遭そう遇ぐうするわな。下手へたにオアシスから出ようとするより、正解だったかもしれねぇ。こりゃ逃にげるとかじゃなくて、根本的に解決しねぇと無理だ。マジで『切り裂きジャック』でも探した方がマシだな」

「俺はどうしたら良い？」

　俺が訊たずねると、蜂須が金属バットで前方にある建物を指す。

「あのビルの横道に入れ。突つき当たりまで歩いて、左だ。しばらく歩いて、そのまま路地に出れば、あとは咲丘でも分かる道に着く。『ムジカ』に行って、マスターを頼たよれ」

「蜂はち須すはどうするんだよ」

「最前線と殿しんがりはマゾのお立ち台だぜ。──行ってこい」

　それだけ言って、蜂須はクルリと反転して、下手へた糞くそな口笛を吹ふきながら逆走をし出した。

「……お前の性せい癖へきにはついていけねぇよ。糞っ！」

　俺は萩先輩と玲れ儀ぎ音ねの手を取って、走る。

　背後から怒ど号ごうが聴こえたような気がしたが、無視した。

　蜂須に指された建物の横道に入り、しばらく走って、ゆっくりと速度を落としてゆく。

　背後からは誰も追ってこなかった。

「行こう」

「──蜂須くんは？　蜂須くんはどうするの、ねぇ！」

　萩先輩が俺のシャツの袖そでを引っ張る。「あのままじゃ、蜂須くんは……っ！」

「行きましょう」

　玲儀音が、萩先輩の手をとって冷れい徹てつに言い放つ。「立ち止まるのは、時間の無む駄だなのだわ」

　萩先輩は泣きそうな顔をして、携帯電話を取り出して俯うつむいた。







　俺たちは一言も発せず、狭せまい裏通りのまた裏通路を歩く。

　場所がどこだか少し分かりにくかったが、蜂須に言われた通りに進んでゆく。

　神楽かぐら咲さきで一番高いであろう『小お倉ぐらビル』が見えたので、それも目印になった。確か、あのビルの正面が西側に来る位置辺りだったはずだ。

　どこか遠くで、消防車のサイレンが鳴っている。火事だろうか。

「──中学生の頃ころね、蜂須くんはすごく仲良くしてくれたんだ」

　萩先輩が、携帯電話を弄いじくりながら独りでに話し出す。

「ずっと野球をやってて、いっつも宿題しなかったから。席が隣となり同どう士しだったし、私が宿題を写させてあげてたの。友達が一人もいなかった私に、いつも話しかけてくれたんだ」

「……そうだったんですか」

　正直、今はあまり聞きたくない話だった。──それにしても、野球か。いつも金属バットを持ち歩いてるんだし、ただの武器としてという感じでは、確かになかったかもしれない。

「私が転入してきた時に、蜂須くんは一番喜んでたんだよ。お姉ちゃんに私を何度も紹しよう介かいしてくれて。だから、お姉ちゃんと私が知り合えたのは蜂須くんのお陰かげなの」

「代表と蜂須は、なんであんなに仲が悪くなったんですか？」

「──分かんない。お姉ちゃんも教えてくれないから」

　寂さびしげに萩先輩は微笑ほほえむ。「私も、蜂須くんに嫌きらわれちゃったし」

「そ、そんなこと──」

「ううん、いいの。……蜂須くんは、もう私のこと、大っ嫌いになっちゃったから」

　そうなんだろうか。俺にはとても、そんな風には思えない。

　確かに、萩はぎ先せん輩ぱいへの当たり方はちょっと異常だ。蜂須らしくない。

　でも蜂須には何か、どうしようもない事情があるんだと思う。しかし、それが何なのか見当もつかないから、萩先輩にかけられる言葉が見つからない。

　知らないことは、どうしようもなく無力だ。

　萩先輩が少し俯く。「でもね咲さき丘おかくん。蜂須くんは悪い人じゃないの、絶対。蜂須くん、口は悪いけどすごく友達想おもいで──」

「知ってますよ」

　俺がそう言うと、萩先輩の表情が少し和やわらぐ。「俺だって、それ位は知ってるんだ」

「彼にはまた会えるのだから。感傷に浸ひたっていないで、早く進みましょう」

　玲儀音は、淡たん々たんとそれだけ言って歩を進めていく。

　これは優やさしい噓うそに入るんだろうか。それにしたって、随ずい分ぶんとそっけないな。

「お前……、こんな時でもクールなんだな」

　若じやつ干かん侮ぶ蔑べつを込めて玲儀音に言うが、玲儀音は肩かたを竦すくめるだけだった。

「事実なだけよ。事実を語ることに、感情は必要ないのだわ」

「そうかい、希望に溢あふれるお言葉をどうも」

　噓や適当であったとしても、それはきっと、俺たちを想って言ったことなのかもしれない。

　何か小言でも返ってくるかと思ったが、玲儀音は小さく呟つぶやくだけだった。

「──希望なんて、一いつ切さいないのだけどね」

　そんな話をしている内に、ついに路地裏を抜ぬけて小道に出る。確かに、俺も知っている通りだった。

「おお、ここからなら分かるよ。こっちだ」

　俺が先導して少し歩くと、拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に『ムジカ』に辿たどり着いた。

「待ち伏ぶせの一人くらい、いるかと思ったけど……」

「そこは大だい丈じよう夫ぶよ。私が『ムジカ』を頼ったことは、さすがにバレていないはずだから」

　周囲を警けい戒かいする萩先輩を横目に、玲儀音は堂々と進む。多少げんなりしながら、俺は玲儀音の前を歩き、『ムジカ』の入り口のドアを開く。







　黒光りするサングラスを掛かけた怪かい物ぶつが、カウンター席に座ってコーヒーを飲んでいた。







[image: 第三部　都市伝説『フランケンシュタインの怪物』──Female chorus]
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　第五の封ふう印いんが解かれると、殉じゆん教きよう者の叫さけびが次々と木霊こだました。




「主よ、聖なる方、真実を知る方。貴方あなたはいつまで裁き、いつまでこの地上に住む者に血の復ふく讐しゆうをされるのですか」

　霊れいに白い衣ころもを与あたえられ、主はこう語られた。

「安らかに。しばし待つがよい。お前たち同様、殺される僕しもべや兄弟たちが加わり、お前たちの数が増えるまで。その時私は裁き、罪を犯おかした者どもに、血の復讐をするであろう」




　　＊＊＊＊＊＊＊




「すみません、間ま違ちがえました」

「間違ってねぇよ、イケメン」

　俺が入り口のドアを閉めようとすると、コーヒーハウス『ムジカ』の口の悪い店主──小こ柳やな津つ亮あきらが凄すごい目つきで俺を睨にらむ。「なんでお前まで巻き込まれてんだよ、ったく……」

　よく見ると、店内はいつものような賑にぎわいがなく、閑かん散さんとしていた。客はもちろん、昨日俺たちを追い回していたお兄さん方すらいない。

　玲れ儀ぎ音ねは途と端たんに後方に走り出そうとした。が、俺がその腕うでを摑つかんで引き留める。

　これは恐おそらく、逃にげても無む駄だだ。

　玲儀音の呪のろい殺すような形相を無視し、俺は覚かく悟ごを決めて、店内に足を踏ふみ入れる。萩はぎ先せん輩ぱいも黙だまってそれに続いた。

「逃げないで頂いて、安心しました。外には、既すでに、張っていますよ、念のため」

　サングラスの怪物は、カウンター席に腰こし掛かけたまま俺たちに向き直る。昨日路地裏で対面した時よりも近く、皮ひ膚ふと皮膚の縫ぬい目がよりハッキリと見える。

　その様は、グロテスクであるとしか言いようがない。

「蜂はち須すくんが、いませんね。まぁ、いいでしょう」

　男が立ち上がり、一礼する。

「赤あか樫がし賢けん治じ、と申します。あなたは？」

「名乗るほどの者じゃない」

　赤樫と名乗る怪物は、俺に自分の隣となりの席を指し示す。「どうぞ、咲さき丘おかさん」

　──知ってるんじゃないか、ただの厭いや味みだったらしい。俺はわざと、一番離はなれたカウンター席に座る。

　萩先輩と玲儀音は恐きよう怖ふのためか、入り口の近くで立ったまま固く手を握にぎり合っていた。

「小柳津さん、いつものやつを、三人に」

「それでも商売あがったりだ。死ねよ、糞くそったれ」

　小柳津が口くち汚ぎたなく罵ののしると、コーヒーを淹いれ始める。非常に香こうばしい匂においが、コーヒーハウスを包み始める。小柳津が俺の傍そばに寄って耳打ちした。

（──なんで玲儀音がお前らと一いつ緒しよにいるんだよ。蜂須の奴やつはどうした）

（囮おとりになってくれてる。香か澄すみはいないのか？）

（あいつがいると揉もめそうだしな。さすがに今度こそ店が潰つぶれそうなんで、今日はその辺に遊びに行かせてる。適当な所でギター弾ひいてんだろ）

（そうか……）

　巻き込まないで済んで安心した、というのもあるが。逃とう亡ぼうへの僅わずかな可能性も消えたのは正直に言って惜おしい。

「マスター、正直に答えてほしいのだけど。──貴方、私をハメたの？」

「人聞きの悪いこと言うんじゃねぇよ。上客に売っただけだ」

「──そう、結局は貴方も、私を裏切るのね」

　玲儀音が額に手を当てて唸うなる。目はどんよりと暗かった。

「どういうことなんだ、小柳津。あんたはそういうことはしないと思ってたけど」

　俺が訊たずねると、小柳津はジメジメした髪かみの毛を搔かきながらぼやく。

「玲儀音の依い頼らいは受けたよ。『とにかく、オアシスから脱だつ出しゆつしたい』ってな。その後にこいつらが来たんだ。『逃げる玲儀音を、可能な限り妨ぼう害がいしてほしい』ってな。だから、間を取って蜂須を送ったわけだ。玲儀音には協力してるし、可能な限りは妨害だぜ。我ながら神対応だと思うね」

「……普ふ通つうは、先に依頼してきた玲儀音への義理を貫つらぬくもんなんじゃないのか？」

「そうしたいのは山々なんだが、俺だって商売だ。客がコーヒー飲みたいって言うんだから、追い出すわけにいかねぇだろ」

　確かに、小柳津は玲儀音に協力をしただけで何もしていない。

　わざわざ赤樫の張っている『ムジカ』に来た、俺たちも愚おろかだ。

「何より、尾び行こうもロクに撒まけないやつの尻しり拭ぬぐいなんて御ご免めんだね。情報屋を危険に晒さらす依頼者がどこにいるんだよ、ったく……」

　小柳津が煙草たばこに火を点つけると、赤樫が顔を強こわ張ばらせる。

「煙草は、健康に悪いですよ、小柳津さん」

「うるせぇよ嫌けん煙えん厨ちゆう。その面つらで健康とか、どの口が言うってんだ」

「顔は、関係ないでしょう」

「大いに関係あるね。人間は見た目だ」

　確かに『健康』なんて、赤樫に似合わない言葉の筆頭に当たるかもしれない。これで『平和』とか、『愛』を語ったらますます似合わないぞ。

　赤樫が煙けむたそうに煙草の煙けむりを手で払はらいながら、俺たちに向き直る。

「──コホン。私達は、あなた方に、危害を加えるつもりは、今も、ありません。ここは一つ、平和的に、解決しましょう」

「本当にますます似合わないなぁ！」

　おかしな風景だった。

　怪かい物ぶつらしからぬ発言の連続に、ついにツッコミを入れてしまう。

　もう、脊せき髄ずい反射なんだろう。これからはいくら相手が恐こわくても、俺はツッコミをやめない。

「互たがいの安全を、保障するべきです。話し合いは、そうして生まれます。玲儀音さんや、蜂須くんは、人の話を、聞いてくれませんから」

　たどたどしく赤樫は力説するが、なにせ見た目が恐いので不気味としか言いようがない。

　人間は見た目だよな、小こ柳やな津つ。

「……でも、蜂須くんを殴なぐったよね」

　おどおどしつつも、萩はぎ先せん輩ぱいが一歩前に出て赤樫に詰きつ問もんする。

「そんなの全然、平和的じゃないよ」

「それが、我々の、安全のためなら」

　赤樫の言葉に迷いはなかった。「先に、殴りかかってくるのは、いつも蜂須くんです」

「正当防衛って言いたいのか？　そりゃ、ちょっと無む茶ちやだろ」

「なぜです？」

　不思議そうに、赤樫が首を傾かしげる。「我々には、あなた達を殺す、理由がない」

「──あのなぁ、咲丘。信じられねぇだろうが、こいつは本当に基本的には無害なんだよ」

　小柳津がボリボリと髪を搔く。

「手下の馬ば鹿かどもはともかく、赤樫だけは穏おん健けん派で有名なんだ。わざわざ赤樫に喧けん嘩かを売ってまで、玲れ儀ぎ音ねを助ける義理も俺にはねぇよ。お前らはちょっと頭に血が昇のぼりすぎだ」

「でも、こいつらは俺たちを追って──」

「逃にげたからだろうが。赤樫が本気で殺す気なら、お前もう死んでるから。蜂須にしたって、自分から先に仕し掛かけたんだろ？　マジでアホだろ、あいつ。殴らなきゃ殴られねぇのに」

　そういえば、何度も機会はあったはずなのに、赤樫は蜂はち須す以外には決して手をあげようとしなかった。いきり立つ部下も止めていたくらいである。

　じゃあ、なんで蜂須は赤あか樫がしに──あっ。

　すっかり忘れていたが。蜂須の奴、そういえばマゾだった。

「部下が、勝手を、しているそうで。申し訳ありません。『子こ蛇へび』への、攻こう撃げきは、止やめるように伝えてます」

　赤樫が深々と頭を下げる。「組合の名めい誉よを汚けがす屑くずが、失礼しました」

　その挙動は、詫わびを入れてるだけの巨きよ大だいな一いつ般ぱん人のそれだった。

　俺は深く息を吐はく。

「──意外だよ。本当に普通なんだな、あんた。人造人間なんて聞いてたからてっきり──」




　その瞬しゆん間かん、俺の体は空中に浮ういた。




「咲さき丘おかくん!?」

「誰だれから、それを？」

　赤樫が無表情で俺を見上げている。気が付くと俺は襟えり首くびを摑つかまれていて、天てん井じように頭が届くくらいの場所までギリギリと摑み上げられていた。

　萩先輩が、トートバッグに手を入れて俺の様子を窺うかがっている。

　一いつ触しよく即そく発はつの風景だった。

「ちょ、苦し──」

「赤樫」

　玲儀音が冷たい声で赤樫を呼ぶ。「──彼を離はなしなさい。私がつい言ってしまっただけよ」

　少しだけ、赤樫と玲儀音が睨にらみ合う。

　赤樫は俺を降ろして、腕うでを組んで口を尖とがらせた。

「玲儀音さん、感心しません。我々の秘密は、公おおやけにしないと、取り決めています」

「──そういうわけだから、マスター。この事は他言無用でお願いしたいのだけれど」

　小柳津はきょとんとした顔をして、煙草を灰皿に押し付けて、肩かたを竦すくめるだけだった。

「いや、んなこといきなり言いふらしても、俺が恥はじかくだけだから」

「でしょうね」

　俺は襟首を直しながら、赤樫と改めて距きよ離りをとる。

　しかしこの反応、本当にこいつは人造人間なのか。つい、まじまじと見つめてしまう。

　まぁ、口の悪いモジャ毛のシェイプシフターよりは信じられるか。だって赤樫なんて、見た目がまるっきりフランケンシュタインの怪物だし。

　けど、まさか玲儀音の噓うそに助けられるとは思わなかった。

　別に玲儀音に聞いた話ではないのに。どうして、そんな噓までついてわざわざ──

「ところでそれなら、いくつか、確かく認にんしたいことが、あります」

　赤樫がゆったりと俺に尋たずねる。「何を、どこまで、知っていますか？」

　難しい質問だ。はぐらかしてもいいが、下手へたに噓をつく方がかえって危険な気がする。

「──あんた達が、黙もく示し録ろくを追っている事は聞いた。予言書なんだってな」

「確かに、それもそうです。玲儀音さんの次に、優先事じ項こうだ」

　赤樫が頷うなずく。でも、玲儀音の方が優先なのはどういうことだ？　「我々に、ついては？」

「柏かしわ木ぎ組合。近所のヤーさんなんだろ、蜂須からはそう聞いてる」

　赤樫の質問に、俺も淡たん々たんと答える。代表は秘密結社だと言っていたが、本当の所はどうなんだろう。それも、今ではどうでもいい。下手な事は言わないに限る。




「『最後の世紀末』、という単語に、聞き覚えは？」




　……なんだそれは。

「いや、知らない」

「本当に？」

「それが黙示録に、何か関係あるのか？」

　疑うたぐり深い感じで、赤樫が俺を見つめる。サングラス越ごしなので、それが睨んでいるのか、様子を窺っているだけなのかは分からない。

　分からないだけに、怖こわい。今いま更さらになって足がガクガクと震ふるえてきた。

「コーヒー、出来たぞ」

　閑かん話わ休きゆう題だい、と言わんばかりに小こ柳やな津つが割って入る。俺にコーヒーを差し出した。

　……美味うまい。

　なんだこれ、いつもの一番安い酸味のキツイやつと違ちがって、苦みと香かおりが凄すごく好みだ。

「──偶ぐう然ぜん、のようですね」

　赤樫は緊きん張ちようを解いたように、深く息をつく。

　このままはぐらかされると後味が悪そうなので、探さぐりは入れてみたいが──

「世紀末って、アレだろ？　恐きよう怖ふの大だい魔ま王おうが来るとか。二十一世紀の初めに何言ってるんだ？……まさか、黙示録って、そんなチャチなことが書いてるだけのものなのかよ」

　俺が少し馬ば鹿かにしたように煽あおってみるが、赤あか樫がしが乗ってくる様子は特にない。

「あなた方は、『最後の世紀末』について、恐おそろしい、勘かん違ちがいをしている」

　むしろ赤樫の口調は、俺を憐あわれんでいるかのようだった。「『最後の世紀末』は、まだ始まってすらいません。早く手を打たなければ、惨さん事じになります。そのための、黙示録です」

「噓だわ」

　その言葉に真っ向から反対したのは、玲れ儀ぎ音ねだった。「貴方あなた達は自分たちの利権のために、あれが欲しいだけでしょう。無む駄だなことよ。あれが手に入ったところで、『最後の世紀末』はやって来るのだわ。貴方達にそれを避さけることは出来ない」

　玲儀音の断言するような口調に、赤あか樫がしが申し訳なさそうに反論する。

「避けることは無理でも、被ひ害がいは最小限に、出来ます。親父おやじはそのために、準備をしているのです。黙示録は、我々の持つ、唯ゆい一いつの手がかりだ。だから、お願いですから、理解と協力を、していただきたいのです、玲儀音さん」

「あれはただの異常者よ、赤樫。あの老人が、人のために何かをするはずがないでしょう。それに私は、あの老人と貴方のことが大だい嫌きらいなの」

　勝手に話を進めていく玲儀音と赤樫を見て、強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚える。




　どういうことだ。なんで赤樫ほどの男が、玲儀音なんかに頭を下げているんだ？




　そもそも、玲儀音はなんで赤樫のことをそこまで知っているんだ。それに、赤樫も黙示録の持ち主としてではなく、玲儀音という個人をやけに知り過ぎている。

　少なくとも、この二人は、追うヤクザと追われる一いつ般ぱん人の関係とは決して思えない。

「玲儀音ちゃん、どういうこと？　赤樫さんと知り合いなの？」

　萩はぎ先せん輩ぱいもこの違和感に気付いたのか、玲儀音に尋ねる。

「あなた方は、それも知らずに、玲儀音さんを、庇かばっていたのですか？　──いや、玲儀音さんは、平気で噓をつきますからね」

　口を堅かたく結んで答えない玲儀音の代わりに、赤樫が口を開く。




「この方は、柏木玲儀音。『未来視』の能力者にして、柏木組合の、正統な次期当主様です」




　絶句する。

「──噓だろ？」

「玲儀音が柏木の血筋なのはマジだ」

　答えたのは、小柳津だった。「こいつ、香か澄すみの演奏をよく聴ききに来るんだよ。後から組合の連中に聞いてみたら、あの爺じじいの娘むすめだって言うんで驚おどろきだったわ。何人か糞くそ息子むすこがいるのは知ってたけど、次期当主様がまさか女だとは思わなかったぜ。親に似てないにも程ほどがあるよな」

「その情報を漏もらした馬鹿の名前が是ぜ非ひにも聞きたいところだけれど、まぁ、いいわ」

　玲儀音が鼻を鳴らす。

「……玲儀音ちゃんが、組合の、お嬢じよう様さまなの？　えっ、『未来視』って──」

　萩先輩が目を回している。──俺も状じよう況きようが整理できない。

「お嬢様、と言うほどでもないわ。柏かしわ木ぎ組合なんて小さな組織よ、興味なんてない」

「じゃあ、赤樫さんは……」

「私の直属の部下よ。本当は、赤樫は私のボディーガード兼けん、見張りというわけね」

　柏木玲儀音が達観したように、萩先輩に説明する。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だが、聞いている赤樫もそれを一いつ切さい否定しない。

「それに、あの老人は、私の『未来視』と、それで作った黙もく示し録ろくが欲しいだけなのだわ。どうせそのために、遠くからわざわざ私を引き取ったのでしょう」

「黙示録を書いた予言者は、お前だったっていうのか……!?」

「何度か、未来を言ってあげたはずだけど。──結局貴方も、私を信じなかったわね」

　玲儀音が、俺をゴミでも見るような目で睨にらむ。




　つまり、前提からおかしかったわけだ。

　お陰かげで、嚙かみ合わなかった部分が、ようやく少しだけ解けた気がする。

　昨日のあれは誘ゆう拐かいなどではなくて、単純に玲儀音による組合の内部からの逃とう走そうだったんだろう。小柳津はそれを依い頼らいされて、蜂はち須すに任せたのだ。

　しかし、それらはほとんど部下の赤樫に筒つつ抜ぬけだったのである。赤樫は最初から玲儀音を殺す気なんてなくて、ただ身み柄がらの確保だけできれば良かったのだろう。

　そもそも、誘拐がどうと騒さわいでいたのは、最初から玲儀音だけだったんだ。

　──やっぱり騙だましてたんじゃないか、この噓うそつきめ。




「我々の、悲願の為ためです。黙示録は、神楽かぐら咲さきテロを、予言したと聞いています。だとしたら、あの『最後の世紀末』も、恐らく現実となる」

　赤樫は淡たん々たんと、感情の籠こもらない声で言い放つ。

「玲儀音さんの『未来視』が、黙示録が、悪用されるくらいなら、私は玲儀音さんを、殺すようにと、親父から頼たのまれています」

　どんな親子関係だ、それは。

　どんな家族だって言うんだ。

「──それが親なのか」

　俺は歯ぎしりをして、赤樫に詰つめ寄る。「それが親の言うことかよ、ええ!?」

「親であるからこそ、子が危険な存在なら、子を殺すのも親の務めです」

「そんなわけっ──」

　息が詰まる。目がチカチカする。

　許せない、そんな親子があって堪たまるか。

「玲れ儀ぎ音ねさん。あなたの、与よ太た話に、付き合っている、暇ひまはないんです」

　赤あか樫がしが立ち上がる。「帰りましょう。私を、信用してほしい」

「……黙示録は手元にないわ。『切きり裂さきジャック』に奪うばわれたんだもの」

「そんな話をまだ信じろと？　いい加減にしてほしい。『切り裂きジャック』なんて、もうこの世に存在しませんよ。あれは連合がやった、ただの隠いん蔽ぺい工作です」

「──私は、黙示録なんて持ってない」

「噓ですね」

　やはり、赤樫は聞く耳を持たないようだった。呆あきれた様子で、赤樫が玲儀音に提案する。

「……玲儀音さん。今戻もどれば、親父おやじには、私から──」




「だから持っていないと言っているでしょう!?」




　唐とう突とつに玲儀音がヒステリックに叫さけび、俊しゆん敏びんに鞭むちを振ふるう。

　机や椅い子すが跳はね、店の内装が一いつ瞬しゆんで酷ひどい惨さん状じようになった。

「テメェ、店で暴れんじゃ──」

「私は黙示録なんて持っていない、もう奪われたのよ！　手元にないのだわ、もうこれ以上私に付き纏まとわないで頂ちよう戴だい！　早く『切り裂きジャック』を追いなさいよ、私を信用していないと言うの!?　人には自分を信用しろと言って、結局は貴方あなたも私を信じないのだわ。私がどれだけ危険と言っても、誰だれも聴きかなかったように！」

　あの冷静ぶっていた、人形のような少女が激げき昂こうしている。

　その様子に、流石さすがの小こ柳やな津つも文句を言えずにドン引きしていた。

　赤樫が両手を前に出し、玲儀音を懸けん命めいに宥なだめる。

「玲儀音さん、私も、あなたを信じたいんです。ですが、『切り裂きジャック』だけはあり得ない」

「噓よ！　誰も私の言うことなんて信じない、信じるわけがない！」

　玲儀音が、透すき通るように綺き麗れいな金きん髪ぱつを搔かきむしって、荒あらい息で訴うつたえる。

「こうして私が未来を語っても、誰も私を信じないのだわ。全員が全員、自分には明るい未来が待っていると信じたいから。神秘なんてものは糞くそだと思っているから！　そんなわけがないでしょう!?　人間はいつか死ぬのよ、その『いつか』が目の前にあったら、それを信じないでいつに死ぬというの!?　全員が安全だと思っているのよ。全員が、世の中の危険には自分が関係ないと妄もう信しんしているのだわ。馬ば鹿からしい、死ねばいい、そんな連中は死ねばいいのだわ！」

　それは、世界中に向けた呪のろいと言っても良かった。

「その『最後の世紀末』を、回かい避ひするために、親父は玲儀音さんを、信用したのです」

「噓よ！　貴方の言うことなんて全部噓！　貴方達の言ってることこそ、全部噓なのだわ！　噓、噓、この噓つき!!」

　血走った目で、ギリギリと歯ぎしりをして玲儀音が叫ぶ。

「あの老人は『神楽咲テロ』を予見した私を、体てい良よくコマに使おうとしているだけなのよ。馬鹿らしい、あの老人は一回も私を信じたことなんてなかった！　私は信じたのに、私はあの老人を信じて、裏切られた！」

　玲儀音が涙なみだを流し始める。嗚お咽えつ交じりに叫び続ける。

「私はもう、この美しい世界を、貴方達に奪われるわけにはいかないのよ！」

「まだそんな世よ迷まいごとを──。なぜ、玲儀音さんは、親父を信じないのです」

　赤樫のその表情は、心なしか悲しそうに見えた。「血の繫つながった、実の親子なのに──」

「──兄がいたわ、赤樫。貴方は知らないでしょうけど、私には兄がいたの」

　震ふるえる拳こぶしを握にぎりしめ、玲儀音が吐はき出すように語る。

「あの老人の愛人だった母は、私と兄を生んだのよ。あの老人に引き取られた時、兄の病はまだ発見されていなかった。私は『未来視』で視みた未来を爺じじいに伝えたわ、兄を助けてくれると言ったあの爺を信じて！　きっと回避できたのだわ、兄が病で死ぬ未来は回避できたのかもしれない。なのに──」

　玲儀音が憎ぞう悪おすら滲にじませた視線で赤樫を射い貫ぬき、指さして叫ぶ。




「あの爺は、兄を生きたまま解体して、他人の死体と混ぜて人造人間なんて怪かい物ぶつを創つくったのだわ!!　そんな噓うそつきの外げ道どうを信じろと言うの、ねぇ!?　答えてよ兄さん!!」




　最初に動いたのは、萩はぎ先せん輩ぱいだった。




　バチン、という音がして赤樫の体が一瞬ハネる。

　萩先輩は隙すきを見て、スタン銃じゆうを赤樫に向けて撃うったのだ。

「逃にげて、玲儀音ちゃん！」




　途と端たんに玲儀音が店の外に飛び出した。




「萩先輩、何を──くそっ！」

　俺も入り口に向かって走る。スタン銃を投げ捨てて逃とう走そうする萩先輩の後を追った。

『ムジカ』の周囲は、既すでに無数の組合員によって包囲されていた。俺たちは立ち止まる。

「やめましょう、萩先輩！　俺たちはもう、逃げる必要なんてないんです。玲儀音は赤樫に任せればいいんだ。もういいんです！」

「でも、玲儀音ちゃんは、あの人たちから逃げなきゃ駄だ目めなんだよ！」

「赤あか樫がしは玲れ儀ぎ音ねを保護したいだけです、その方が安全なんですよ！　玲儀音はずっと、俺たちを騙だまして走らせてたんだ。噓つきだったんですよ！」

「違ちがう、そうじゃない、そうじゃないんだよ咲さき丘おかくん！」

　萩先輩は、俺に必死で訴える。




「玲儀音ちゃんの未来が本当に安全なら、なんで玲儀音ちゃんは赤樫さんから逃げたの!?　あの人たちの言うことを聞いたら、玲儀音ちゃんが本当に危険なんだよ！」




　萩先輩がトートバッグから新しい機械を取り出し、スイッチを押して敵に投げつけた。

　するとオレンジ色の煙けむりが勢いよく噴ふん出しゆつし、組合員の統制が乱れる。

　神楽かぐら咲さきテロで使用した、『燻くん製せいトロピカル爆ばく弾だん』だ。

「走って！」

　煙に巻かれて苦しそうに倒たおれる組合員を横目に、俺たちは息を止めてそこを走り抜ける。

　背後からは、また組合員が追って──違う。

「萩先輩!?」

　萩先輩は逃げ遅おくれたのか、既に男たちに身み柄がらを拘こう束そくされていた。そんな状態でもヘッドフォンをしっかりと耳に当てて、手元の黒い砲ほう丸がんのような機械のスイッチを押す。

　すぐに、とんでもなく甲かん高だかい音がその場を走る。

　本当にまだ持っていたのか、いくつあるんだ『投とう擲てき型音爆弾』。

　組合員の多くが悲鳴を上げて倒れる。萩先輩も摑つかんでいた男たちを振ふりほどいて逃げようとしたが、すぐに無事だった男たちに一いつ斉せいに取り押さえられる。

「萩ちゃん!?」

「逃げるぞ！」

「でも──」

「萩先輩があそこまでやってるんだ、お前が逃げなきゃ意味ねぇんだよ！　誘ゆう拐かいされかけてるんだろ、命が危ないんだろ!?　噓をつくなら最後まで噓を貫つらぬけ！　それも出来ないなら、最初から噓なんてつくんじゃねぇ!!」

　俺は玲儀音の手を引いて走り出す。

　でも、萩先輩のお陰かげで、後方に追手は──




「追え、手て荒あらに扱あつかうな、玲儀音さんを保護しろ！」




　激しく叱しつ咤たしながら、赤樫が追ってきた。

　数少ない無事だった組合員もわらわらと追ってくるが、それすらも薙なぎ払はらいながら、赤樫が鬼おにの形相で俺たちを追ってくる。

[image: ]

　恐おそろしい風景だった。

「走れ！」

　俺が叫さけぶと、玲儀音も血相を変えて俺についてくる。

　オアシスの路地裏を再び激走する。

　すれ違う人々の悲鳴が交こう錯さくし、それは後方へ消えていく。

　後ろを振り返ると、赤樫は通りがかりに、建物から扉とびらを片手でねじ切って担かつぐ。それを思い切り俺に向かって投擲した。

　真横に跳とんでそれを避よける。

　砲ほう撃げき音のような音を鳴らしながら、投げられた扉が俺の目の前でグシャグシャに潰つぶれる。受け身をとって素す早ばやく走り出し、地面で弾はずむ扉を腕うでで薙ぎ、俺は更さらに走る。

　腕が痛い。意識が飛びそうだ。

　だが、速度は落とせない。

　なのに、そんな俺なんかよりも、赤樫は絶望的に速かった。

「咲丘!?　危ない！」

「──あなた方はノロマで、愚おろかだ」

　赤樫の巨きよ大だいな腕が迫せまった時に、なんとか手持ちのスタン銃じゆうを赤樫に向けられた。

　まったく躊躇ためらわずに、その引き金を引く。

　軽い反動を手に感じ、スタン銃から電極が発射される。至近距きよ離りだ、狙ねらいも糞くそもない。

　しかし、その電極を、なんと赤樫は顔を突つき出して口を開けて迎むかえた。

　開かれた口に真っ直すぐ飛ぶ電極。

　それを赤樫は、嚙み砕く。

　放電なのか何なのか分からない凄すごい音がして、赤樫は電極をプッと口から吐はき出した。

「同じ手に、二度も、引っ掛かかりませんよ」

「怪物モンスターめ……っ！」

　使い物にならなくなったスタン銃を投げつけるが、赤樫はビクともしない。

　完全に追いつかれ、背中すら向けられない。

　すると赤樫の掌てのひらが俺たちを摑む前に、玲儀音が一本鞭むちを素早く取り出し、風切音を鳴らして振るう。

　玲儀音の鞭が路地に適当に積んであった、バランスの危あやういビールケースの塔とうを揺ゆらし、それらは赤樫に向かって崩ほう落らくを始めた。

　よりにもよって、大量の中身入りである。

　赤樫はビール瓶びんの雪崩なだれを直じかに浴びて、盛大にガラスの割れる音の中、その動きを止めた。

「でも貴方あなたも見た目通り、ノロマで愚かだわ」

　玲れ儀ぎ音ねの手を引いて、再び走り出す。




　怪物の怒いかりの叫びが、後方から聞こえた。




　それは空気をビリビリと振しん動どうさせ、俺たちの背筋を震ふるえ上がらせる。

「逃にがすな、ここで捕つかまえろ、追ええぇぇぇぇ!!」

　赤あか樫がしが咆ほう哮こうして、大量のビールとガラス片へんを浴びて鈍にぶく光る体を、ビールケースの山から無む理り矢や理り出すと、遅れて追ってきた部下の男たちを摑んで次々に投擲する。

　男たちは雄お叫たけびをあげながら、俺と玲儀音の前の地面に叩たたきつけられる。それでもなお、俺たちを捕まえようと起き上がって腕を伸のばす。

　一体何なんだ!!　もう何だってんだこいつらは!?

　彼らを踏ふみ越こえ、右に左に路地を駆かけ抜ぬける。

　赤樫に萩はぎ先せん輩ぱいのスタン銃や、ビール瓶の雪崩が効いている様子はまったくない。赤樫はまさに絶好調そのものだった。

「畜ちく生しよう！　何なんだよ、あの化け物は！」

「赤樫に生半可な攻こう撃げきは効かないわ。とにかく逃げましょう」

「でもどうやって!?」

　走りながら玲儀音に聞くと、玲儀音が硬かたい表情で頷うなずいた。

「──貴方の目、少し借りるわよ」

　そう言って、玲儀音が走りながら俺に身を寄せる。なんだ、何をするんだ？

「こっちへ！」

　すると、玲儀音が俺の手を引いて走るスピードを上げた。走りにくそうなゴシックドレスだというのに、先ほどよりも心なしか速度は速い。異常な脚きやく力りよくである。

　赤樫から逃のがれるために走る。

　すれ違ちがう人々が何事かと振ふり返る。それすら、あっという間に後方へ消えていく。

　右へ、左へ。金かな網あみの隙すき間まを抜け、ひたすら前に。

　玲儀音は不気味な程ほどスムーズに道を発見し、どんどんオアシスの奥へ進んでいく。

「ここに隠かくれて！」

　たまたま開いていた建物の裏口に転がり込む。扉とびらも閉めずに、その部屋の隅すみに隠れた。

　赤樫の咆哮が聞こえる。

　時間が経たつ。

　騒さわぎが遠くなっていく。

　部屋が蒸むし暑い。

　もう、追手は撒まけたのだろうか。




　すると、玲儀音が力無く俺にもたれかかってきた。




「……おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　返事は無い。呼吸は荒あらく、汗あせがダラダラと流れている。

　部屋が蒸し暑いのかと勘かん違ちがいしそうになったが、玲儀音自身が異常な程に発熱していることに気が付いた。異常な量の汗で、ゴシックドレスが体にピッタリと張り付いてしまっている。

　俺が肩かたを摑つかんで揺り動かしても、玲儀音は真っ青な顔のまま、意識を失ってしまった。

「──もう、どうしろって言うんだよ……」

　涙なみだが込み上げてくる。

　俺は無力だ。

　本当に何も出来ないじゃないか。

　何が俺に出来たというんだ。萩先輩まで犠ぎ牲せいにして、玲儀音が倒たおれていても介かい抱ほうもロクに出来ず、ただ震えて隠れることしか出来ない。

　俺は無力だ。

　俺には、何も出来ないんだ。

　惨みじめに一人で泣いていると、近くに人の気配を感じた。

　ついに、追手に見つかったのか？　もういい、何でもいい、俺を解放してくれ。

　絶望的な気分で、顔を上げる。




「──なに泣いてんだよ。逆境は俺たちの花台だろ？」




　そう言って、全身真っ青な男が嗤わらって俺を見下ろしている。

「行こうぜマゾダチ。──立てるか？」

　いつの間に俺たちを発見したのか、蜂はち須すが俺に手を差し出してきた。










　俺が星空を見上げていると、入り口の鉄板をゆっくりと外す音が聴こえる。

　最初に俺たちが入った隠れ家がと違って、蜂須の第二アジトはちょっと鉄板が重かった。

「お、もう大丈夫なのか？」

「──ええ、まぁ」

　青白い顔をして出てきたのは、玲儀音だった。服もいつの間にかジャージに着き替がえたらしい。金きん髪ぱつに白い肌はだで、真っ青なダサいジャージを着ているのは非常に滑こつ稽けいに見える。

　趣しゆ味みの悪い風景だった。

「似合わないな、そのジャージ」

「蜂須さんの趣味が致ち命めい的てきに悪いのよ。あの人は良い人だけど、変態で服の趣味が最悪だわ」

「それだけ毒どく舌ぜつが戻もどれば、大丈夫そうだな」

　俺が笑うと、玲れ儀ぎ音ねは俺から視線を逸そらす。

「──咲さき丘おかが逃にがしてくれなかったら、恐おそらく私は殺されていたわ。ありがとう」

「礼なら、全部済んだら萩はぎ先せん輩ぱいに言ってくれ。俺は何もしてない」

「隣となり、いいかしら」

「どうぞ」

　そう言って、玲儀音がゆったりと俺の座っているパイプに腰こし掛かける。

　少し、沈ちん黙もくが続く。

「何も訊きかないのね」

「ん？　──まぁ、蜂須が帰ってきたらゆっくり聞くさ」

「そう」

　また、沈黙が続く。

「──萩ちゃんは、無事なのかしら」

「……分からない」

「──萩ちゃんだけが、私の言うことを最初から信じてくれたのよ」

「だろうな」

　ただ俺も、萩先輩の安否だけが不安だった。

　また、沈黙が続く。




「いや、マジであの爆ばく弾だんすげぇな。量作れたら最強なんじゃね？」

　蜂須はどうも、俺たちと別れた後に組合の追手と一戦やったそうだが、相手の数があまりにも増えた時に、萩先輩から預かっていた『投とう擲てき型音爆弾』で難を逃のがれたらしい。備えあれば憂うれいなし、とはまさにこの事だろう。

　蜂須は倒れて意識の無い玲儀音を背負って、また暗くて足場の悪い通路を案内してくれた。ほどなくして、俺たちは蜂須の新しい隠かくれ家に辿たどり着く。緊きん急きゆう避ひ難なん先をいくつも用意しているあたり、流石さすがと言うほかない。

　それにしても、蜂須の隠れ家が案外近かったことに驚おどろいた。もしかすると、玲儀音の『未来視』の能力で来れた、とかなんだろうか。どこまでそうなのか分からない。

　玲儀音をベッドに寝ねかせると、そのまま蜂須は『情報収集』とだけ言って、隠れ家から出かけてしまった。まぁ、蜂須ならきっと大だい丈じよう夫ぶだろう。

　全すべて蜂須に任せて俺もゆっくり休んでいたら、気が付いたら夜になっていた。

　まだ、蜂須は帰ってこない。




「俺は死なない怪かい物ぶつを見たことがある」

　唐とう突とつに俺が話し出すと、きょとんとした表情で玲儀音が俺を見つめる。

「あと、姿を自由に変えられる怪物もいる。世の中には、ワケの分からない化け物が結構いるそうなんだ。そいつらは当たり前にそこにいて、当たり前に異常なんだよ」

　俺がそう言うと、玲儀音が鼻で笑う。

「そんな荒こう唐とう無む稽けいな話を信じろと？」

「お前がそんな話を、いきなり俺たちにしたんじゃないか」

　篠しの塚づかさんは俺たちに害を為なさなかったし、小こ柳やな津つは最終的に俺たちに協力してくれた。

　二人とも、人に信じられなかったから孤こ独どくだったんだ。

　そして、玲儀音も誰だれにも信じられなかったんだ。

「俺は信じるよ。玲儀音が予知能力者だって信じる。赤あか樫がしがお前の兄貴だって、信じるよ」

「──私の言うことを、真に受けなかった癖くせに」

　だから玲儀音は、人を信じない。

「事情を説明してくれなかったからだろ。──本当に信用してほしかったら、初対面の奴やつを騙だまそうとか、考えちゃ駄だ目めだ。ここまで玲儀音を知ったんだから、俺はお前の噓うそも全部ひっくるめて信じるよ。だから、俺の事も少しは信じてほしい」

　ちょうどいい位置に玲儀音の頭部があったので、それを撫なでてやる。

「──やめてくれない？　馬ば鹿かにしているの？」

　そう言いながら玲儀音はそれを払はらおうとはせず、鋭するどい目で俺を睨にらむだけだった。

「散々馬鹿にされてたからな。お返しだ」

「──それでチャラにしなさい」

　ブツブツと小声で文句を言って、玲儀音も大人しく俺に撫でられる。

「赤樫は、その、お前のことは覚えてないのか？」

　俺が訊たずねると、玲儀音は悲しそうな表情で首を振ふる。

「ええ、兄は完全に記き憶おくをなくしているわ。脳はおそらく、兄の物でしょうけど。あれはもう兄ではなくて、赤樫賢けん治じなのよ」

「じゃあさ、赤樫賢治ってのは、柏かしわ木ぎの爺じいさんとかいう人に付けられた名前なのか？」

　意外な質問だったのか、玲儀音の反応は遅おそかった。「ええ、柏木が付けたのよ。それが何」

「じゃあ、赤樫は創造主に愛されたんだな」

「──どういうこと？」

　玲儀音が俺の目を真っ直すぐ見て問いかける。

　今いま更さらだが、そうやって静かにしていれば、ハッとするほどの美人なんだよなぁ。毒どく舌ぜつと服の趣しゆ味みが本当に勿もつ体たいない。

「フランケンシュタインの怪物って、作った博士は名前を付けなかったんだろ」

「──ああ、そんなこと」

　特に考えた間もなく、玲れ儀ぎ音ねが納なつ得とくする。「そうね。信しん頼らい関係はあると思う。でなければ、使っているだけの柏木に、あそこまで気味の悪い忠誠は誓ちかえないもの」

　人造人間、か。

　代表は、どうしてそんな事を知っていたんだろう。

「つまり、だ。どんなに歪ゆがんでてもさ、もしかしたら柏木は、玲儀音の兄貴を救いたかったんじゃないか？　病気ってのが、やっぱり治らないもので。それでも、どんな形でも生かそうとしたとか。名前を変えて、生まれ変わってもらいたかったとか──」

「咲さき丘おか。私は、あの老人を許す気はないの」

「……ごめん」

　半はん端ぱな慰なぐさめなんて、逆に傷つけるだけか。──やっぱり、俺は馬鹿だ。

「でも」

　玲儀音が、これまでに見せたことのない優やさしげな微び笑しようを浮うかべて呟つぶやく。

「そんな風に考えたことは無かったわ。──そうね。私も、出来るならそうであってほしい」

　玲儀音が宙を見上げる。

　俺の見ている風景と、玲儀音の見ている風景は同じなのだろうか。

　同じであるはずがない。

「そう考えると、名前はとても大事だと思わない？」

　唐突に、玲儀音が謳うたうように俺に尋たずねる。

「創造主というのは、創つくり出したものを愛しているから、その愛を形容するために名前を与あたえるのよ。だからきっと、意味のない名前なんて無いはずなのだわ。だから、名前を与えないということには、その行こう為い自体にだってきっと意味があるの」

「──そうかもな」

　赤樫賢治、という名前にはどんな意味があるんだろう。

「怪物の創造主は、きっと生み出したものを心の底から憎にくんだのよ。比ひ喩ゆなど無しに」

　玲儀音が、しみじみと語る。

「自分が生み出した、紛まぎれもない自分自身の分身であるはずなのに。いや、だからこそ、創造したものが悍おぞましくて、救い難がたいほどに醜みにくい時に、創造主は名前を付けないのよ。きっとそれは、吐はき気がする程ほどに憎く、そして耐たえがたい程に恨うらめしいものなのだわ」

　玲儀音はそこまで言って、押し黙だまる。

　沈ちん黙もくがしばらく続く。

「咲丘は、こういう時でもそんな感じなのね。ある意味恐おそろしいわ」

　玲儀音が俺を見ながら、不思議そうに語る。

「いや、俺は逆に、こういう時でも、そんな風に冷めてるお前の方が恐こわいよ」

「──どうなのかしらね」

　俺は本音を言ったつもりなのだが、玲儀音は何となくスルーしている感じだった。

「非常時に私のような人間はいるかもしれないけれど、貴方あなたのような人間がいたら気味が悪いと思うわ」

　それきり今度こそ、玲儀音は黙ってしまった。










　リビングの床ゆかで寝ねていた俺は、ゲシゲシと頭を蹴けられて起きる。

「朝飯、買ってきたぞ」

　見上げると、蜂はち須すがニヤニヤしながらクリームパンを齧かじっていた。俺の顔にカレーパンを落とす。キャッチして、起き上がった。

「表の様子はどうだった？」

「昨日と同じだ。さすがに『子こ蛇へび』を狩かってる糞くそはいなかったけどな。俺らが表をうろついたら間ま違ちがいなくバレるだろ」

　蜂須に貰もらったカレーパンを齧る。油がギトギトで、ちょっと食べにくい。

「萩はぎ先せん輩ぱいが、無事だったらいいんだけど……」

　俺が呟くと、「難しいねぇ」と蜂須が腕うでを組んで唸うなる。

「昨日お前の言ってたことが全部事実でもだ。正直、グラサン先生を信用するのは俺もヤバいと思うぜ。萩が最後に言ってたってことも気になるし」

「──それについては私が、説明するわ」

　玲儀音がいつの間にか、起き上がっていた。

「おっ、もう大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「平気よ、蜂須さん。まぁ、今はとりあえず」

　相変わらず厭いや味みったらしい笑えみを浮かべようとしているのは分かるが、表情は硬かたく、顔色はあまり良くない。

「蜂須も帰ってきた。洗いざらい、白状してくれないか？　萩先輩の命が懸かかってるんだ」

　俺が訊たずねると、玲儀音は静かに頷うなずく。

「そうね。私の見積もりが、あまりにも甘かったとしか言えないわ。私も柏かしわ木ぎの直系で組合の幹部ではあるけど、名ばかりだし。組織の枝葉がここまで大きくなっているとは想定していなかったもの。正直、オアシスを出る程度はどうにでもなると思っていたから」

　玲れ儀ぎ音ねが悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。「せめて、赤あか樫がしさえ視みれればこんな事には──」

「視るって、何なんだ？　そういえば、逃にげる時も『目を借りる』とか言ってたけど」

　玲儀音の表情に、昨日に事情を聞いた時の迷いのようなものはもうない。

　意を決したように、口を開く。

「私は、予知能力者なのよ」

　蜂須が俺の方を見る。俺は黙って頷いた。

　蜂須は頭を搔かきながら呻うめく。「『予言書』といい、世の中にゃ不思議がいっぱいだな」

　確かに、この世でそう語る人間ほど、胡う散さん臭くさいものはない。

　だが、俺は玲儀音を信じると決めたのだ。

「続けてくれ、玲儀音」

　俺が催さい促そくすると、玲儀音が頷く。

「とは言っても、能力は限定的よ。他人の視界を借りた直近の『未来視』と、──時間指定の曖あい昧まいな『念写』だけが私の能力だもの」

「念写？」

「組合の連中は、私の能力が未来視だけだと思ってるようだけどね」

　玲儀音が、少しだけ得意げに鼻を鳴らす。「でも、自分の視た視界は『未来視』できないし、千里眼だとか、俗ぞくに言う読リーデ解イングも出来ないのだから。別に万ばん能のうではないのだけれど」

「未来視に、念写か……」

　俺は止めていた思考を再開する。単語くらいは勿もち論ろん知っているが、そんなオカルト染じみた能力が本当にあるんだろうか。「具体的に、何が出来るんだよ」

「そうね……。これで信じて貰えればいいのだけれど」

　そう言って、玲儀音は持っていたオレンジ色の大学ノートから、何枚かの写真を取り出す。いつもインスタントカメラで撮さつ影えいした写真を貼はっていたアレだ。

　見てみると、どれも特に変わった写真ではない。組合員に追いかけられていたり、俺が萩先輩のトイレを覗のぞきこんでいたり──

「……ん、そういやこの時、写真なんか撮とってたか？」

　蜂須が目を細くして、注意深く写真を観察する。「こりゃ一昨日おととい、何人かに追いかけられた時に撮ったやつだろ。俺が顔面ホームランした奴やつだ、間違いねぇ」

　蜂須が手に取ったその写真は、男が俺たちの方を指さして仲間を呼び集めている風景の写真だった。そういえばその時に、玲儀音がインスタントカメラを構えた様子はない。むしろ──

「あっ、そうだ。お前、壁かべに向かって撮ってた写真があるだろ。この中には無いのか？」

「その写真が、その時に撮ったものなのよ。これが念写能力。蜂須さんの視界から撮ったものだわ。蜂須さんの視界を借りて、私は未来を撮ったのよ」

「……おお、確かにほとんど俺の見た風景だ。へぇ、おお！　すげぇ！」

　蜂はち須すが感動したように、インスタントカメラで撮られたその写真を眺ながめる。

　なるほど、これで追手が気付くのを察知したり、俺が萩先輩のトイレを覗いている写真なんて残ってるんだな。──って。

「蜂須。テメェ、見てたのに俺がトイレに向かってるのを止めなかったな」

「ひゅ～るる～ぷぴゅ～……」

「下手へた糞くそな口笛だなぁ、おい！」

　畜ちく生しよう、あれはやっぱり玲儀音の策だったのか。正直、あんな脅おどされ方をしたら俺だって言うことをきいてしまう……。

　インスタントカメラを玲儀音から借りて調べるが、特別な細工はまったく見られない。

　ということは、玲儀音に何らかの特とく殊しゆな能力があることくらいは、一応認めるべきだろう。

「他人の目を借りた未来視っていうのは、昨日赤樫から逃げた時のアレか」

「──え、ええ。まぁ、あれは直接視るモノだから、それほど先は見れな──くっ」

　玲儀音が苦く悶もんの表情を浮うかべて、頭を抱かかえて蹲うずくまる。「……負担があったりするのか？」

「はぁ、はぁ……。ええ、未来視は念写と違ちがってリスクを伴ともなうわ。人の視界に直接割り込むのだから、三重にも解かい釈しやく項こうを処理しなければならないもの。特に──」

　そこまで言って、玲儀音が目め頭がしらを押さえて言葉を切る。「その、イメージによっては、強いフラッシュバックもあって──」

「いや、そこまで聞ければ十分だ。それ以上、無理に使わせるようなことは絶対にしない」

　なるほど。これは確かに、悪用すればいくらでも何かに応用出来そうな能力である。

　その度たびに玲儀音は、これほどのダメージを受けるのだ。そんなこと、どんな理由があるにせよ、させていいはずがない。

　少し玲儀音が落ち着くのを待つ。

「んー、ってことはよ。黙もく示し録ろくも結局、玲儀音が書いたものなのか」

　蜂須が思い切って尋たずねると、玲儀音は静かに頷うなずいた。「ご明察。私が書いたものだわ。──黙だまっていてごめんなさい」

「……仕方ないだろ。初対面で『私は予知能力者で、予言書を書きました』なんて言われたら、ただのイタい子で会話は終わりだ」

　なるほど。だから玲儀音は正体も明かせず、黙示録についても曖昧にしか話せなかったのか。──と、どちらにせよ胡散臭かったんだが。その辺り、業ごうの深い奴だとかわいそうに思う。

「黙示録って、一体何なんだ？　予言書っていうのは聞いたけど」

　玲儀音が、俺たちをチラチラ見て訝いぶかしげに尋ねる。

「信用して、いいのね」

「お前が俺たちを信用しないなら、俺たちはお前を信用しないぞ」

　結局、誰だれかが誰かを最初に信じなければ、信しん頼らいなんて生まれないんだろう。

　玲れ儀ぎ音ねはゴクリと唾つばを飲み、既すでに俺たちの目の前に置いてあるそれを、改めて差し出す。




　オレンジ色の大学ノートだった。




「これが黙示録なの」

　玲儀音は小さな声で呟つぶやいた。

「これが……って、コレ!?」

　俺も流石さすがに耳を疑う。

「思いっきり何度も見せてたじゃないか、俺の恥はずかしい写真まで貼ってあるし！　えっ、マジで!?　これが散々ボカしてた黙示録なの!?」

「これが真実よ。念写で多くの人の見た未来を写した写真が綴とじられてる。黙示録というのは、いわば未来の風景の記録帳ね。知らない人にとっては、ただのインスタントカメラの写真が貼ってあるだけの大学ノートでしょう。──この事を話したのは、貴方あなた達が初めてよ。赤あか樫がしも、あの老人すら、未来の風景の写真集──黙示録の本当の正体は知らないもの」

　蜂須が大学ノートをまじまじと見つめる。

「おいおいおい、それこそ本物の噓うそだろ？　よくバレなかったな……」

「秘密は、他人と秘密にした時点で安全ではないの。黙示録なんて仰ぎよう々ぎようしい名前を付ければ、それらしい物を人は考えるわ。秘密を安全に隠かくす一番の方法は、秘密を堂々と見せることにあるのよ。噓をつくのではなくてね」

　玲儀音が無い胸を張る。それはまぁ、黙示録がどんなものだかは想像もしていなかったが、流石さすがにその辺に売ってそうな大学ノートのことだとは思わなかった。

　そりゃまた、現代的な予言書があったものだ。

「待て待て、じゃあ『切きり裂さきジャック』に奪うばわれたってのは何だったんだ」

　蜂須が抗こう議ぎするように訴うつたえる。

「それは……。えっと、ごめんなさい、それは噓なのよ」

「噓はやっぱりそこか……」

　確かにおかしいとは思った。楓かえでがそんな事をする理由が見当もつかなかったし、神楽かぐら咲さきテロの時にもそんな物は持っていなかった。

　何より、本当に楓が何かしたなら、玲儀音は女性嫌ぎらいの楓に殺されているはずなんだ。

「その、もう消えてしまった『切り裂きジャック』に、正体の分からない黙示録を擦なすり付ければ、私は無事になるかと思って──」

　玲儀音は目を逸そらして、説明しにくそうに言いよどむ。

「じゃあ『切り裂きジャック』を探さなくていいんなら、思ったよりも単純な状じよう況きようなんだな」

　蜂須が顎あごに手を当てて唸うなる。

「ま、待って！　『切り裂きジャック』は、その、そうよ！　黙示録のもう片方を──」

「玲儀音。ややこしくなる、噓はやめろ」

　俺がきっぱりと断りを入れると、玲儀音は黙って萎しおれる。何やら事情があるらしいが、今回の件に大きく関係しないのに楓を探すなんて、状況をただ混乱させるだけだ。そんな余よ裕ゆうは俺たちにはない。

　それにしても、病的に噓つきだな。本当のことなんて、やっぱり一つも言ってない──

「あっ、そういえば」

　最終的な疑問に、ついに辿たどり着く。

「どうして玲儀音は、わざわざ組合から逃にげたんだ？　赤樫は玲儀音を殺そうとしてるようには見えなかったぞ。むしろ、あいつらは玲儀音の無事しか考えてないじゃないか」

　話の根底からおかしい理由は、そこだ。

　相手は黙示録の正体も分かってない。その黙示録よりも、玲儀音の保護を優先する連中だ。なら、玲儀音が逃げる理由なんて本来は無いはずなんだ。

　萩はぎ先せん輩ぱいだけが、その理由を察したんだ。

　玲儀音は口を堅かたく結んで答えない。代わりに、黙示録から一枚の写真を俺たちに突つき出す。

　俺と蜂はち須すが、それを覗のぞきこむ。




　それは、壁かべに磔はりつけにされて、心臓に杭くいを打たれ、惨むごたらしく殺された玲儀音の写真だった。




「なんだこれ……、なんだよ……!?」

　背筋から嫌いやな汗あせが流れる。悪お寒かんが止まらない。

　目の前の少女が、写真の中で死んでいた。

　風景なのか。──これが、未来の風景なんだ。

「柏かしわ木ぎの視みた未来だわ」

　玲儀音が淡たん々たんと答える。「あの老人は、私を殺す気なのよ。理由は、黙もく示し録ろく以外には考えられないわ。あの老人にも、黙示録の正体は秘密にしてあるから。欲しいでしょうね。あの異常者は、いざとなったら私を殺してでも──」

「実の父親なんだろう!?」

　信じられない。そんな家族があっていいはずがない。「クソッ、ふざけんなよ、畜ちく生しよう……」

　涙なみだが溢あふれてくる。喉のどの震ふるえが止まらない。

　こんな家族が、こんな家族があって堪たまるか。

　その時ズボンのポケットが震えた気がした。

　慌あわててズボンのポケットをまさぐる。そこにあった携けい帯たい電でん話わを取り出すと、画面に表示されていたものに愕がく然ぜんとした。

「それで、これからどうするかだけれど──」

「待て。……そいつを決める前に、やらなきゃいけない事がありそうだ」

　俺は携帯電話を弄いじって、真っ先に見た表示を拡大する。

　それをそのまま、蜂須と玲れ儀ぎ音ねに見せた。

「萩先輩の携帯電話から、着信があった」







　蜂須と玲儀音で丸く陣じんを取り、顔を見合わせて頷うなずく。

　俺はリダイヤルボタンを押した。

「もしもし」

　萩先輩とはとても思えない、野太い声の男が応答した。

「赤あか樫がしか？」

「どうも、咲さき丘おかさん。もう出ないかと、思いました」

　相変わらず、温度を感じさせないブツ切りの言葉を赤樫が返す。

「──萩先輩は無事なんだろうな」

「あの、ヘッドフォンの娘むすめは、丁てい重ちように、預かっています」

　やはり、萩先輩は向こうの手に落ちたらしい。背筋を嫌な汗が流れる。

「玲儀音さんと、交こう換かんです。彼女を、引き渡わたして、いただきたい」

　やっぱりそう来たか……。「それは出来ない。あんた達は、玲儀音を殺す気なんだ」

「どうして、我々が、そんなことをするんですか。我々には、理由がない」

　あくまで、赤樫はしらばっくれるつもりらしい。

　俺にはむしろ、その宥なだめるような口調が気味悪く思えた。

「だったら、先に萩先輩を解放しろ。そっちに害意は無いんだろ？」

「そちらが、要求に、応じるのであれば」

　結局、誰だれかが誰かを最初に信じなければ、信しん頼らいなんて生まれないんだろう。

　その最初が俺たちである必要はないのだ。

「──玲儀音さんは、危険なんです」

　赤樫が小声で呟つぶやく。「あなたも、聞いたはずです。彼女は、我々を、信用していない。噓うそをつく予言者が、どれだけ危険であるか。あなただって、分かるでしょう」

「最初に信じなかったのは、あんた達だろう」

「だから、そのお詫わびに、今はこれ以上なく、手厚く御おもてなしを、しています。ですが、彼女はもう、人間に、絶望している。我々は、彼女の視た未来を、知らなければならない。それが、我々を、唯ゆい一いつ救う、安全な道なのです」

「玲儀音は、どうなってもいいってのか……っ！」

「それが、我々の安全の為ためならば」

　赤樫の声が異常に冷たくなる。

　ふと、抗こう議ぎしている最中に、強きよう烈れつな違い和わ感かんに襲おそわれる。

　何か、甲かん高だかい音がする。

　耳の奥で、ガラスを引っ搔かくような異音が先ほどからこびり付いている。




　それは、断だん末まつ魔まのような叫さけびに聞こえた。




「……お前、萩はぎ先せん輩ぱいをどうしてるんだ」

　赤樫は答えない。

「テメェ、萩先輩に何やってんだぁぁあああ！」

「──丁重に扱あつかっている、つもりですが。軟なん禁きんした途と端たん、騒さわぎまして」

　赤樫が面めん倒どう臭くさそうに語る。「どうにかなりませんか、五月蠅うるさくて敵かなわないのですが。アレではさすがに、私も、部下を抑おさえられません」

「あの人は閉所恐きよう怖ふ症しようなんだ！　頼たのむ、せめて広い部屋に移してやってくれ！」

　無理だ、軟禁状態なんて萩先輩に耐たえられるわけがない。「頼む、何でもするから……！」

　俺が懇こん願がんすると、「ふむ」と赤樫が一考した様子で頷く声がする。

「部下も、イラついています。お互たがいのために、猶ゆう予よは今晩までが、よろしいかと」

「テメェ……っ！」

「私も、心苦しいですが。あなた方が玲儀音さんを、どうにかしないとも限らないのです」

　赤樫が答えたのは、約束の期限だけだった。「場所は、そうですね。キラメキ通りの、『ゴミ山広場』がいいでしょう。蜂はち須すくんが、分かるはずです。どうせ、一いつ緒しよなんでしょう？」

　俺が蜂須に目配せすると、蜂須が頷く。「分かった、そこでいい」

「では、お待ちしています」

　一方的に電話を切られる。

　俺たちは全員腰こしを抜ぬかして、その場に座り込んでしまった。

「──私のせいだわ」

　玲儀音が、茫ぼう然ぜんとした表情で語る。目から一筋の涙なみだが流れた。

「私がこんな無む茶ちやをしなければ、萩ちゃんが──」

「言うな。これ以上言わないでくれ。──俺が死にたくなる」

　何をどう言っても、俺が悪い。俺のせいだ、俺が──







「うっし。さぁ、どうしたらもっと愉たのしくなるか考えようぜ」







　一いつ瞬しゆん、蜂須が何を言ってるのか分からなかった。

「──どういうことだ？」

「そのままの意味だよ。まさかお前、あいつの要求通りに玲れ儀ぎ音ねをパスして、ボロクソにされた萩を助けてそれで逃にげるってのか？　確かにそれは苦痛だ、最悪に最低な状じよう況きようだ、そんなことしたら自己嫌けん悪おで死にたくなるだろうよ。でもな、それには快感がねぇ」

　立ち上がった蜂須は大きく伸のびをすると、楽しそうに嗤わらいだす。

「愉しくなってきたじゃねぇか。今こそご厚こう意いを快感に変える時だ、咲さき丘おか」

「何言ってるんだよ、蜂須。もうそういうアホなこと言ってる場合じゃないだろ。こうしてる間にも、萩先輩が苦しんでるんだ。お前、こんな時まで何言ってるんだよ!?　蜂須！」

　蜂須が分からない。

　蜂須が理解できない。

「……お前こそ、何言ってんだ？」

　なぜか蜂須が、首を傾かしげて俺に尋たずねる。




「だってお前ら、今だって無茶苦茶愉しんでるじゃねぇか」




　何を言ってるんだ、こいつは。

「分かるぜ。俺には分かるよ。お前も萩もさ、表情は悲しんでるんだよ。怒おこってるんだよ、苦しんでるんだよ、怖こわがってるんだよ。言葉とか話し方とか、すげぇ焦あせってるんだよ。でもな、それ以上に瞳ひとみがキラキラ輝かがやいてるんだよ。それで愉しんでないとか、噓うそだ。お前らは理り不ふ尽じんに赤あか樫がしに追いかけ回されて、ぶっちゃけ助ける義理のまったく無い玲儀音に手を差し伸べて、それで萩が捕つかまって、今まさに自己嫌悪にまで陥おちいっているこの状況に心底興奮してるんだよ。──全部『子こ蛇へび』のガキ連中と同じだ。最低の環かん境きように身を置かれても、自分から何かするんじゃなくて、周りが手を差し伸べてくれるまで、辛しん抱ぼう強く待ってるところとかはまったく同じだ」

　そんなことはない。

　俺はそんな風に考えたことなんて、一度だってない。

「退たい屈くつな日常がぶっ壊こわれて楽しいだろ。学校もない、沈じん丁ちよう花げもいない、そんなくだらねぇ夏休みがぶっ壊れて楽しいだろ。実は課題をやろうとか思ってただろ。でも、面倒臭いとか色々思ってただろ。だから、それが出来ない体ていの良い非常事態が起きてテンション高くしてるんだ。自分が不幸なのはドキドキするだろ。玲儀音の境きよう遇ぐうが悲ひ惨さんでウキウキするだろ。自分の経験やお勉強した知識を基もとに、正しいと思って突つき進むのはワクワクするだろ。何より当事者でありながら、俯ふ瞰かん視点で巻き込まれた不幸な連中を眺ながめてるのは最高に興奮するだろう!?」

　違ちがう。そんなんじゃない。

「俺たちは必死だったんだ」

　口からそんな言葉が出る。「どうしたらいいんだとか、本気で考えて──」

「──んじゃよ、これは何だ」

　蜂須が俺の手元からスマートフォンを強ごう引いんに奪うばって、それを操作して目の前に突き出す。




「だったらどうして、お前も萩はぎもずっと携けい帯たいで《ディフューズ》に、この騒そう動どうを実じつ況きよう垂れ流してるんだ!?　ええ!?　気付いてないとでも思ったのかよ、糞くそが!!」




　違う。そんなんじゃない。

　確かに、俺も萩先せん輩ぱいもずっと《ディフューズ》に投とう稿こうを続けていた。そうすることぐらいしか、俺たちに出来ることが無かったから。

　こうしていれば、誰だれかが反応してくれて、きっと大きな動きになるんだと思ったんだ。

　楽しんでたんじゃない。楽しんでたんじゃないんだ。

「愉しいんだろ!?　これから自分の身に何があるか、どんな展開が待ってるかとか考えて！　それで予想屋のつもりか、それこそ予言者にでもなったつもりかよ！　玲儀音だってそうだ、黙もく示し録ろくなんてものを作って、なんで捨てなかった!?　危険なら声を大にして、最初から叫さけべば良かったんだ。後先考えずに人のために叫べば良かったんだ！　そんなもの作ったら自分が危険になるって分かってたんだ。自分は籠かごの中のお姫ひめ様で、自分だけがそれを知って我が慢まんすればいいって陶とう酔すいするんだよ。結局は『危険を顧かえりみずに黙示録書いちゃう俺カッコいい』ってやりたくて、オアシスから逃げる技術もない、そのために用意した知ち恵えもない。だからそれがバレるのが恐こわくて、嫌きらわれるために周りに喧けん嘩か売って歩いてんだ。ふざけんじゃねぇ！　テメェがふらついてるせいで、俺らがどんだけ危険になるか考えたことあんのか!?　あぁ!?」

　蜂はち須すが怒っていた。

　今までに一度も怒ったところを見せなかった、蜂須が怒っていた。

「お前ら最低だよ！　最高に最低だ！　でも、俺は絶対に『子蛇』やお前らの味方だよ。マジで安心しろ。俺はお前らのことマジで軽けい蔑べつしてるけど、絶対に裏切らない。だって、俺はマゾだから！　お前らの事が好きで好き過ぎて堪たまらないくらい、俺はすっげぇマゾだから!!」

　そして、奥歯も見える程ほどに口を引き裂さいて嗤っていた。

「俺は安全なんていらねぇよ、常に危険があるのが超ちよう楽しい！　俺の事なんて考えもしねぇで、危険ばっかり持ってくるお前らに超興奮する！　──さぁ、俺のことを嫌きらってくれ！　信用出来るフリをしていて、実はおまえらのこと軽蔑してて、お前らの隠かくしてた真実をボロクソに言っちまう俺の事を嫌ってくれよ！　お前らが俺を嫌ってくれれば、俺は自由になれる！　そんなお前らの事を大好きになって、俺は人生を楽しむマゾであり続ける！」

　蜂須はそこまで叫ぶと、勢いよくバットを何度も振ふり下ろす。椅い子すがひしゃげて吹ふき飛んだ。

　こいつは、本当に俺たちを裏切らないのか。

　こいつは、本当に信用していいのか。

　こいつを信用することは、安全なのか。







　一つだけ言えるのは、こいつは俺たちのことが大だい嫌きらいだと、信用できるということだけだ。







「さぁ、やろうぜマゾダチ。どうやったら一番愉たのしいか考えよう」

　いつものニヤニヤ笑いを浮うかべて、蜂須が俺に向けて金属バットを掲かかげる。







「囚とらわれたアホなお姫様を救出しに行くのは、マゾの使命だ」
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[image: 第四部　世界征服『七つの封印が解かれた後』──Mixed chorus]




　　＊＊＊＊＊＊＊




　そして第六の封印が解かれると、あらゆる天災が巻き起こる。




　大地が揺ゆれる。見よ、月が血のように赤い。

　恐おそろしい嵐あらし、すさまじい風。木々が倒たおれ、森が燃える。大気は焼けるように熱い。

　見よ！　星々が地上に落下する！　なんと凄すさまじい雹ひようだ！

　海が盛り上がり、どんどん高くなる。

　丘おかに逃にげよう、あの花咲さき誇ほこる丘に！

　太陽は昇のぼったのに明るくならない！　天が消えた、消え去ってしまった！

　海は盛り上がり、どんどん高くなる！

　逃げよう！　怒いかりの日が来たのだ。主と子羊の怒りの日が！




　そして、第七の封印が解かれた後──




　　＊＊＊＊＊＊＊




　蜂須の家を出て、再び配管迷めい宮きゆうを歩く。

　いつものゴシックドレスに身を包んだ玲れ儀ぎ音ねが、俺の後ろで悠ゆう然ぜんと歩を進める。

　だがそんな様子からは窺うかがえないほど、先ほどから玲儀音の口から洩もれるのは不安ばかりだ。

「咲さき丘おか、本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね」

「いや、分からん」

「……本当の本当に、大丈夫なんでしょうね」

　実は、結構心しん配ぱい性しようだったらしい。

「うるせぇぞプロ女王。とにかく、咲丘の工作を信じねぇと始まりもしねぇだろうが」

「──分かったから、その呼び名だけは勘かん弁べんしてもらえないかしら。この通りだから」

　蜂須の叱しつ責せきに、ようやく玲儀音が静かになる。

「そう言うなって、蜂須。俺だってこんなもの初めて作ったから、やっぱり本当に上手うまくいくのか分からないよ。でも、その辺で実験も出来ないだろ。だったらぶっつけ本番でやってみるしかない」

「リハーサルも無しかよ。ははっ、お前らの大勝負ってマジで無む茶ちや苦く茶ちやだよな」

　クツクツと笑いを溢こぼしながら、俺の隣となりを歩いていた蜂はち須すが、先ほどから指先に吊つるしていた液体の入ったカプセルのような物を俺に手て渡わたす。

「なんだ、これ」

「詫わび入れさせるためにマスターに色々準備させたんだけどよ、迷めい惑わく料のサービス品にやるってよ。あー、少しよう尉いだか中尉だかって言う、よく燃えるクスリらしいぜ。せっかくだし、一いつ緒しよに使っちまおう」

　凄すごく嫌いやな予感がする。「──蜂須。それ、ヤバい物だ。どちらかと言うと持ちたくない」

「だろうよ、でも俺だってヤバい物持ってんだ。こういう時こそヤバさを分かち合って悦よろこぼうぜ、マゾダチだろ」

　蜂須がスキップで俺の前に進み出る。扱あつかいに注意しつつ、俺はそれを懐ふところに隠かくした。




　小こ柳やな津つには後あと払ばらいの約束で、色々な準備をしてもらった。『子こ蛇へび』経由でそれらを手に入れた俺たちは、戦地に向かっている。

　そう、俺たちはこれから、戦場に行くのだ。




「なぁ、蜂須」

「どした？　改まって」

　俺が声をかけると、上じよう機き嫌げんに蜂須は振ふり返る。この先行きのまったく見えない暗くら闇やみの恐きよう怖ふに、マゾはただ喜びを感じているようだった。

　頼たのもしい風景に違ちがいない。

「正直、ここから先が上手くいく保証なんてない。だから、聞いておきたいんだけど──」

「そりゃ死亡フラグだ、咲丘」

　蜂須が親指を立てる。「これが終わったら、家でギャルゲーしながらゆっくり話そうぜ」

「物語一いつ般ぱんには、蜂須さんのそれを、死ぬ前の不ふ吉きつな予兆と言うのだわ」

　玲儀音が冷静なツッコミを入れる。「で、一体何だというの、咲丘」

　思えば、この三人で歩くようになって何日も経たたないというのに、よくもまぁここまで親密になったというものだ。

　だから俺たちは、そのきっかけを作ってくれた萩はぎ先せん輩ぱいを救うために、力を合わせるのだ。

「蜂須は、萩先輩のことが嫌きらいなのか？」

　俺が改めて訊たずねると、蜂須は苦く笑しようする。

「そういう時は、『好きなのか』って聞いて、返答次し第だいでバトルすんのが青春だろ」

「お前の青春は終わったんだろ。俺の青春に付き合わせるのは悪いよ」

「よく言うぜ。青春ってのは他人を巻き込むもんだろうが」

　蜂須が金属バットを手で遊ばせながら語る。

「嫌いじゃねぇが、好きにはなれねぇ」

「なんでだよ」

「何でもいいだろ」

「大事なことだ」

　俺が念を押すと、蜂須が諦あきらめたようにため息をつく。

「萩は病気なんだ」

　隠していた真実のように、重くその言葉を呟つぶやく。

「──それは知ってる」

「いや、分かってねぇよ」

　蜂須は首を振る。玲儀音は、首を傾かしげていた。

「閉所恐きよう怖ふ症しよう、だったかしら。本人もそう言っていたわ。そんなに悪いものなの？」

　それぐらいの話はしたらしい。虐ぎやく待たい云うん々ぬんとかは、流石さすがに言ってないだろうけど。

「あいつは本当に良い奴やつだったよ。野球部で一人ぼつちだった俺にわざわざ話しかけてくるわ、いつも学校サボってる俺にノート見せてくれるわで。──あいつがいなかったら、俺は中学だって卒業してねぇかもなぁ」

「そうなの？　少し意外ね。蜂須さんは変態だけど、世よ渡わたりは上手うまそうだから」

　玲れ儀ぎ音ねが目を丸くするが、蜂須は力なく笑うだけだ。

「現実リアルは、そんなに優やさしくねぇよ。変な奴がいたら、みんなで『イジられキャラ』とか嗤わらって虐いじめるもんだ。ギャルゲーで主人公の友人キャラが、アホでスケベなことはよくあるけどな。ありゃファンタジーだ。現実では、ああいう奴は絶対に一人ぼつちになる」

　俺もそう思う。

「でも萩だけは、俺が話しかけても返事してくれたんだ。一人ぼつちだった俺を無視しなかったんだ、全員が無視してるのに。その時に思ったね、『こいつ絶対にマゾだ』って」

　クツクツと蜂須が思い出し笑いをする。

「そういうマゾなら友達になってもらいたかった。──俺もそんなマゾになりたかった」

「今だって、友達じゃないのか」

　俺の疑問に、蜂須が表情を硬かたくする。

「──萩の病気は、もう致ち命めい的てきだ。あいつはもう、あの頃ころみたいなマトモな人間には戻もどれねぇんだよ。俺だってそうなんだ。だからもう、俺の青春は終わったんだ」

「萩先輩は──お前の言うほど壊こわれてないよ。ちょっと症しよう状じようが深刻なだけだ」

　あと、ちょっとマッドサイエンティストな節があるけど。

　それでも、萩先輩は普ふ通つうの女の子なんだ。

「だから分かってねぇって言ってるんだ。あいつはな、箱が嫌いなんだよ。堪たまらなく嫌いやなんだ。それがどれだけ致命的に矛む盾じゆんしてるか、お前は全然分かってねぇ」

　時々、蜂はち須すは詩的になるからよく分からない。

　箱が嫌いなことの、何がいけないのだろう。

「私には蜂須さんが、萩ちゃんについて何を言っているのか分からないけれど」

　玲儀音が深刻そうな顔をして呟く。

「一つ言えるのは、咲さき丘おかにそれを期待するのは、果てしなく無む駄だな努力だということよ。この覗のぞきを生き甲斐がいにしてるような致命的にデリカシーのない人間に、それを期待するのはむしろ愚おろかだわ」

「ははっ、違いねぇ」

　神しん妙みようそうな顔でわざわざ言う台詞せりふは罵ば倒とうですか、そうですか。

　というか、蜂須も同意するんじゃねぇよ。

「──お前、もうちょっと言こと葉ば遣づかいを考えた方がいいと思うぞ。人間関係に支障出るだろ」

「どうかしら」玲儀音は鼻を鳴らす。「でも貴方あなた、きっとまた覗くわよ」

　嫌な予言だった。やめろよ、もうトイレは覗かないからマジで。

「──そうだ。なぁ、玲儀音。せっかくだから占うらなってみてくれよ」

　蜂須が思い出したように手を叩たたく。

「俺たちは、これからどうなるんだ？　カメラで未来が撮とれるんだろ？」

「時間指定は、出来ないのだけれど。映るのが一分後の未来かもしれないわよ」

「やらないよりマシじゃねぇか」

　そう言って、玲儀音の抱かかえたカメラを指さす。

「それもそうね」と言いながら、玲儀音は少し集中した様子でファインダーを覗きこみ、何もない空間に向かってシャッターボタンを押した。

　真っ白な紙がすぐに出てきて、現像が始まる。

「少し、あっちを見ていてくれない？」

「なんでだよ」

「……未来を視みることは、危険を伴ともなうわ」

　俺たちがそっぽを向くと、玲儀音は淡たん々たんと語り始める。

「未来を知ってしまった瞬しゆん間かんに、その未来というのは厳密には変わってしまうのよ。だって、撮った未来は『未来を知らなかった時の未来』なんですもの。だから、未来なんて、未来を視るというたったそれだけの事で変わってしまうのだわ」

「変えられるなら、いいことじゃないか」

「良い未来を、悪く変える可能性もあるということよ。将来に結けつ婚こんするという未来を視た男は、きっと誰だれかに好きになってもらおうとする努力を怠おこたるでしょう？　逆に結婚は不可能と言われて、絶望の末に犯罪に走る人だっているかもしれない。そうね、きっと『未来視』なんて能力は、この世で最も使えない能力なのだわ。──だから危険なのよ」

　……ああ、そういえばその発想は逆になかった。

　未来を知れば、全すべて良い方向に変えられると結構真面目まじめに信じてたようにも、今いま更さらになって思う。

「貴方達、『ヨハネの黙もく示し録ろく』を読んだことはある？」

「俺は宗教に興味ねぇ」

　蜂須の言葉に、俺も頷うなずく。

「あれは『預言書』と呼ばれているけど、内容は意味の分からないファンタジー小説のようになっているのだわ。七つの封ふう印いんって何よ。それが戦争を起こすとか、飢き餓がを起こすとか、抽ちゆう象しよう的にも程ほどがあるでしょう。中学生の妄もう想そう日記のように酷ひどいわ」

　色々な所に怒おこられそうなセリフだった。

「でも、そういうもんなんだろ？　教義とかは謎なぞだって聞いた気がする」

「だから黙示録なのだわ」

　達観したような表情で、玲儀音が断言する。

「ヨハネは未来を視たけれど、本当の未来を語ることは、良い結果であっても、悪い結果であっても口にしてはいけないの。それに気付いたからこそ、ヨハネは黙だまってそれを示したのよ。全てを分かっていたヨハネが、本当に大事なことを一つも書かずに公開した書簡。それが、預言書と後に呼ばれたのだわ」

　そこまで言って、玲れ儀ぎ音ねは撮った写真をオレンジ色の大学ノートに貼はりつけて、再び歩き出す。「行きましょう、この先なんでしょう。人の気配が濃こくなってきたわ」

「待て待て、結果はどうなんだよ玲儀音」

　蜂須が文句を言うと、玲儀音は冷たい微び笑しようを浮うかべる。

「そこまで言わせておいて、貴方は私の言うことをまだ信じるの？　予知能力なんてくだらない。全部デタラメで、適当なホラに決まっているわ。愚かね、馬ば鹿かよ、くだらない。信じる人間なんて本当に死ねばいいのだわ」

　今までは、そんなことはとても口に出来なかっただろう。

　自分を信じてほしくて、他人に未来を変えてほしくて。

　でも結局、誰も玲儀音を信用しないのだ。玲儀音自身も人を信用できなくなったのだ。

　その玲儀音が、今は笑いながら平然と、脈みやく絡らくもない噓うそをついている。

「でもそうね、私たちの未来は、きっと明るいものだと期待しましょう」

　その表情は、本物の予言者めいていて。本当に玲儀音に良く似合っていて。

　とても美しい風景だった。

「──で、それはどこまで噓なんだ？　この噓つき女」

　俺がからかうように言うと、釣つられて蜂はち須すも吹ふき出す。

　予言者は意味ありげに笑いながら、俺の問いかけに答えない。










　路地に出た。

　俺と蜂須が先導し、正面から堂々と目的地に向かう。

『ゴミ山広場』と呼ばれたその場所は、その名の通り一面に廃材の積んである、歓楽街の中にあるとは思えないほど乱雑とした所だった。

　オアシスが生まれる過程で出てきた様々なゴミなのだろう。無造作に積み上げられたコンテナやコンクリートブロックの他に、生活ゴミと思われる物まで混じっていて、それらは歪いびつな山脈を形成していた。

　その異臭を放つ小山の多くに、沢山の男達が腰掛けている。

　恐おそらく、そのほとんどが組合の構成員なんだろう。手には木刀だとか、釘くぎバットだとか。刃は物ものであったりだとかを手元で遊ばせながら、彼らは俺たちを、広場の中で唯一原形を留とどめている噴ふん水すいを中心に待ち構えていた。

　絶望的な風景としか言い表せない。

「来てくれたようで、安心しました」

　その中で、一ひと際きわ目立つ巨きよ大だいな影かげがある。

　黒光りするサングラスをかけた男だ。

「彼らは、気にしないでください。あくまで、保険をかけているだけです」

　赤あか樫がしが落ち着き払はらった声で、広場にやって来た俺たちに話しかける。その傍かたわらには、ぐったりした様子の萩はぎ先せん輩ぱいが、赤樫に支えられて辛かろうじて立っていた。

「萩先輩！」

　俺が呼びかけるが、返事は無い。

「少し、疲つかれているだけです。手て荒あらなことは、していませんよ」

「手を上げるよりも残ざん酷こくなことをしてるって言ってん──」

「咲さき丘おか」

　玲儀音が冷静に、俺を引き留める。「抑おさえなさい。まずは、あの子の身み柄がらを確保しないと」

　その通りだ。これからどうなろうと、まずはそこから始めないといけないんだ。

　俺は咳せき払ばらいして、話を戻もどす。

「約束通り、玲儀音はあんた達に返す。萩先輩をこっちへ」

「そちらが、お先にどうぞ」

　ここまでも予想通りだ。玲儀音は俺と蜂須に頷くと、そのまま単身で赤樫の元に向かう。

　赤樫の手が届くほど近くまで、玲儀音は進んで止まった。

「──これでいいのでしょう。面めん倒どうをかけたわね」

「……無事で何よりです。玲儀音さん」

　赤樫は少しホッとした様子で、胸むねを撫なで下ろす。




　すると、すぐに俺たちは組合員に囲まれる。




「赤樫、もういいでしょう!?　彼らは本当にこの件には関係ないの！」

　玲儀音が赤樫に摑つかみかかる。「彼らは帰してあげて頂ちよう戴だい。元々、関係ないのだから──」

「彼らは、玲儀音さんを、逃にがすことに協力した。……何か、裏があるはずです」

「そんなものはないわ！　私の勝手に巻き込まれただけなのよ！」

「信用できません。──玲儀音さんは、我々に平然と噓をつく」

　赤樫が冷たい声で部下に命令する。「手荒にしないように。改めて、事情を聞くだけです」

　玲儀音が歯は嚙がみするのが見える。玲儀音は、ここに来るまでに人の信用を失い過ぎたのだ。

　段々と包囲が狭せばまってくる。

　俺と蜂須は背中合わせに、腰こしを低くして相手の出方を窺うかがう。

「事情を聞くってのは、アレだろ？　あんた達にとって、都合のいい事情じゃなきゃ駄だ目めなんだろうがよ」

　蜂須がせせら笑うと、赤樫は眉まゆを顰ひそめる。

「あなた方が、真実を言うのであれば」

「真実かどうかを決めるのは、あんただろうが。俺らが何を言ったって、あんたは噓だと突つっぱねる。ただ自分の安全が欲しいから、俺たちには危険であってほしいんだよ」

「いけませんか？　極きわめて、一いつ般ぱん的な考えかと」

「一般的だから糞くそだって言ってるんだ。怪かい物ぶつなら大人しく、怪物してくれた方がマシだぜ」

　ケラケラと蜂須が赤樫の神経を逆なでるような笑いをあげる。

「──ああ、そうか。だからむしろ怪物らしいのか。やれ、玲れ儀ぎ音ね！」




　蜂須の合図と共に、玲儀音のゴシックドレスのスカートから、一つの球体が落ちる。




「っ、またか！」

　慌あわてて赤樫たちが耳を塞ぐ。残念、そっちじゃない。

　俺たちが萩先輩から預かって、まだ使用していないのは、もう残り一つだけだ。

　色とりどりの煙けむりが、球体から一気に吹き出て玲儀音の周囲を飲み込む。

「ガスだと!?」

『燻くん製せいトロピカル爆ばく弾だん』の煙の直ちよく撃げきを受けて、赤樫が後退する。──そう、赤樫は萩先輩のスタン銃じゆうをモロに受けた時、部下がガス爆弾にやられている姿を見ていないのだ。

　ここに、一いつ瞬しゆんの隙すきが生まれる。

　玲儀音が一気に走り出して萩先輩の手を取ると、そのまま走って俺たちの元に駆かけ出す。

　赤樫が、それを追おうと一歩前に進み出た。

「くっ、逃がす──」

「食くらえぇぇぇっ！」

　俺と蜂はち須すが、隠かくし持っていたカプセルとガラス瓶びんを赤あか樫がしに投げつける。

　俺の投げたカプセルが赤樫に当たり、周囲に異い臭しゆうを放つゲル剤ざいのようなものをぶちまける。




　ガラス瓶が赤樫に当たった瞬しゆん間かんに、赤樫の巨きよ体たいから大きな火柱が上がった。




　突とつ如じよ、広場に噴ふき上がる炎ほのお。一瞬、吸い寄せられるような強風が周囲に吹ふき荒あれる。

　周囲の酸素を異常に消費しているのだろう、巻き起こる風で俺たちを含ふくめて周囲を囲っていた組合員まで、吹き荒れる強風に身動きが取れなくなっていた。

　呼吸するのも苦しい中、蜂須が歓かん声せいをあげる。

「ヒューッ！　火炎瓶モロトフこえぇぇ！」

「おいおいおい……、こんな凄すごい威い力りよくだったのかよ。あっ、いや、小こ柳やな津つのアレか──」

　萩先輩から貰もらっていた爆ばく発はつ物の作り方のＰＤＦに載のっていた中で、すぐに集められる物だけで一番簡単に作れそうだった火炎瓶モロトフだが、小柳津から貰ったサービス品──恐おそらく非正規の焼しよう夷い剤ざいか何かだろう──を伴ともなった直撃だと威力はケタ違ちがいである。

　実際、本当に殺す気でやった。これなら流石さすがに、赤樫といえども無事では済まないだろう。

　強風が止やみ、赤樫が体を燃え上がらせたまま倒たおれる。

　すると、呆あつ気けにとられていた周囲の組合員が、我に返って俺たちに飛び掛かかろうとする。

　蜂須と俺が身構えた、その時だ。




　広場を、灰色の濃こい煙えん幕まくが包みこむ。




　どこからともなく上がった悲鳴に振ふり返ると、そこは戦場と化していた。

　そこには目を疑う程ほどのおびただしい数の、小こ汚ぎたない格好をした子供たちが暴徒の如ごとく、武器も持たずに組合員たちに押し寄せていた。

　相手は大人だ。しかし一人の大人では、五人の子供と同時に遊ぶのは困難である。

　子供たちは大人相手に怖おじ気けもせず、無表情で飛び掛かり、髪かみを毟むしり、股こ間かんを蹴けり上げ、目を潰つぶし、数人がかりで押し潰していく。

　煙に巻かれ、あまりの物量を伴った奇き襲しゆうを前にし、組合員たちは指揮系統を混乱させて慌てふためく。それでも、身に降りかかる危険を払はらうために、俺に目もくれずに、押し寄せる子供たちに容よう赦しやなく牙きばを剝むく。

　暴動の風景とは、まさにこういうものだ。

「無事ですか、マゾダチさん」

　バンダナを巻いた無表情の少年──チャーが煙幕の中を正確に走り抜ぬけて俺に駆け寄る。

「……本当によく来てくれたな。ぶっちゃけ、タイミング的には賭かけだったんだけど」

「馬ば鹿かにするな。あれだけ目立つ合図なら、煙幕を出すくらいは合わせられる。『子こ蛇へび』は新しい家族を裏切らない。俺たちは、いつだってリーダーについていく」

　すぐに続いて駆けつけた色黒の少年──シューが同じ無表情で断言する。少しだけ、シューの方がチャーよりぶっきらぼうのようだ。

「打ち合わせ通り、ここは『子蛇』が抑おさえます。マゾダチさんは、リーダーと一いつ緒しよに女性達を連れてオアシスから撤てつ退たいしてください。今なら、組合員も張ってないでしょう」

「サンキュー、助かる！　萩はぎ先せん輩ぱいと玲儀音は──こっちか！」

　俺が走り出した方向に、先にチャーとシューが弾だん丸がんのように突っ込んでいく。

　子供たちという暴徒に煙幕の中で追われて、逃にげ出す組合員を殴なぐり倒し、チャーとシューが切り開いてくれた道を俺は走る。

　と、その時に何かが思い切りぶつかってきた。

「うおっと！」

「咲さき丘おかなの!?」

　煙幕の中、ぶつかってきたのは玲れ儀ぎ音ねだった。萩先輩も無事のようである。

「萩先輩も無事で──」

「逃げるわよ、咲丘！　あいつ、まだ生きてるわ！」

　玲儀音の切せつ羽ぱ詰つまった叫さけびに振り返る。灰色の煙幕が淡いオレンジ色の光を反射させて、辺りが少しだけ明るくなる。




　燃え上がる巨体の怪かい物ぶつが、何時いつの間に、俺の背後に屹きつ立りつしていた。




　信じられない光景に身が竦すくむ。

　馬鹿な、素人しろうとの適当な自作とは言っても、ナパームみたいなものを食らったんだぞ。無事なわけがない！

「なんでっ──」

「玲儀音さんを、返して貰います」
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　皮ひ膚ふから炎が上がっているというのに顔色一つ変えず、その燃え上がる剛ごう腕わんを振り上げる。

　その赤樫の脳天に、金属バットがめり込む。

　飛び上がって赤樫の頭に金属バットを振るった蜂須が着地すると、そのまま体を勢いよく捻ひねって赤あか樫がしの横っ腹に更に一いち撃げき加える。

「こっちだ、ウスノロ。そっちは一般人パンピーだぜ」

「……蜂はち須すくん、言おうか迷っていたんですが。私は個人的に、君が嫌きらいです」

「嬉うれしいよ、俺はあんたが大好きだ」

　赤樫がその巨きよ体たいを俊しゆん敏びんに捌さばき、蜂須の金属バットを躱かわし、裏うら拳けんを蜂須に叩たたき込む。無様に蜂須が転がると、それに向かって追つい撃げきのエルボースタンプを赤樫が放つ。

　その巨体による一撃を間かん一いつ髪ぱつで躱かわし、素す早ばやく立ち上がった蜂須が上段から金属バットを赤樫に振るう。

　しかし、赤樫はビクともしない。

　蜂須の攻こう撃げきをモロに受けながら、蜂須の顔面をその巨きよ大だいな手で摑つかむ。ジュウ、という何かが焼けるような音がして、声にならない叫びをあげて蜂須は暴れるが、赤樫はまったく動じずに蜂須の体を宙に持ち上げる。

　そのまま勢いよく、赤樫が広場の噴ふん水すいに向かって蜂須を投げた。

　噴水のオブジェを破は壊かいして、蜂須の体が落ちて濁った水中に沈しずむ。

「蜂須さん!?」

「やめろ玲儀音、俺たちじゃ無理だ！」

　言い終わるかどうかのタイミングで、俺は一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんを覚える。

　炎ほのおに包まれた赤樫の顔がいつの間にか俺の前にあり、サングラスが目の前で溶とけ落ちる。

　醜みにくい顔だった。双そう眸ぼうは死んだ魚のような濁にごった眼めで、表情は複雑な縫ほう合ごう痕こんで作られていてまったく自然ではない。その上、皮膚が所々溶けている。

　そのグロテスクな相そう貌ぼうを隠かくすこともしないそいつは、俺と目が合って嬉しそうに嗤わらっていた。

「──あなた方はノロマで、本当に愚おろかだ」

　なんだ、状じよう況きようが分からない。

　そんな思考が出来たかも怪あやしい。次の瞬間、俺は衝しよう撃げきと共に地面に叩きつけられ、赤樫に摑まれて投げられたのだと初めて気が付いた。

　肺に溜たまっていた空気が一気に押し出されて咳せき込こむ。

　全身がビリビリと痛い。地面に叩きつけられた衝撃で、体がバラバラになったような痛みが関節という関節を支配する。

　玲儀音が俺に何か叫んでいる。頭がグラグラしてよく聴きき取れない。

　身体からだをまだ燃焼させながら、赤樫がゆったりと近づいてきた。

　動かないと。動かないと奴やつに殺される。

　でも、動けない。痛い、怖こわい、でも死にたくないのに。

　煙えん幕まくが少し晴れてきた。畜ちく生しよう、このままだと本当に誰だれも逃にげられなくなるぞ。

　やはり、俺たちでは駄だ目めなのか。

　俺は無力なのか。

　俺は恐きよう怖ふに目を閉じる。




「何の、真似まねでしょう」




　赤樫が近づいてくる気配を感じない。俺はそっと目を開ける。

　俺たちは、この人を助けに来たはずなんだ。

　しかし、実際赤樫の前に両手を広げて立ちはだかっているのは、俺たちの中で一番無力に見える、既すでに衰すい弱じやくしきっているはずの少女。

　女郎花おみなえし萩はぎ先せん輩ぱいが、倍は体格差があるだろう赤樫と対たい峙じしていた。

「──どいて、いただけますか」

　赤樫が困ったように尋たずねる。「私だって、子供を殺したくはない」

「──けないんだ」

「……？」

　萩先輩の様子が、一目見ておかしいことに気付く。

　両手を広げて赤樫に対峙しているという構図である。なのに、萩先輩の足元はガクガクと震ふるえている。少し俯うつむき気味で、目を見開いて、萩先輩は呪じゆ文もんのように何かを呟つぶやいていた。

　鼻血が、萩先輩の口元を染めてぼたぼたと地面に垂れていく。

　顔色は蒼そう白はくで、目が泳ぎっぱなしだった。

「箱を開けないといけないんだ」

「は？」

「箱を開けないといけないんだ、箱は閉じてちゃ駄目なんだよ、箱があっちゃ駄目なんだ、箱は怖いよ、箱はいけないんだ、だから箱は駄目なんだよ」

　萩先輩が震える声で、口元にぎこちない半笑いを浮うかべながら、赤樫に捲まくし立てる。

「閉じちゃ駄目なの、狭せまいのは怖いよ、暗いのは怖いよ、でも分からないのが一番怖いんだ！　知ってないと怖いよ、知らないと分からないんだ！　だから知りたいんでしょ？　あなたも怖いから知りたいんでしょ、でも駄目だよ、私が知りたいんだから！　あなたたちは箱があるじゃない、そこにいればいいんでしょ？　でも私はもう箱には戻もどりたくないの！」

　狂きよう瀾らんとした様子で、萩先輩が赤樫に訴うつたえる。

　その内容は意味が分からない。何が言いたいのか、形にもなっていない。

　なのに、その錯乱じみた必死さが、赤樫の前進を完全に止めていた。

「──何を言ってるんだ、あなたは」

「でも私も箱が欲しいの、安心できる場所にいたいの。でも安全なんて無いんだよ、私もあなたも蜂須くんも咲さき丘おかくんもお姉ちゃんもみんな危険かもしれない。誰も信用できないんだ、じゃあ自分で自分の身を守らないと駄目だよね。安全を探してる人を信じるんだ、それで信じられて一いつ緒しよに安全になるんだよ。そうしてみんなで一緒に安全になるんだけど、でもそんなの安全じゃないんだよ。だって、箱の中なんだもん！　怖いよ、怖すぎるよ。暗いんだ、みんな何を考えてるか分からないんだ、だったら信用なんてできるはずないじゃない！　箱の中にいたら死んじゃうんだ。箱からは出ないと駄目だよね。箱は壊こわさないといけないんだ。閉じちゃ駄目なんだよ、箱は開いてないと駄目。だったら私たちが箱に入る必要すらないんだし、箱である必要もないよ！　なのに何でみんな、箱が好きなの!?　みんな箱に入ってて安心なの!?　その箱は危険かもしれないんだよ、ずっと居るつもりなの？　友達なんて、ふとした拍ひよう子しにいなくなっちゃうのに何でそんな箱に拘こだわるの!?　なんで学校にいるの、なんで組合にいるの、なんで丘おか研けんにいるの、なんでオアシスにいるの!?　その箱はいつまで保もつの、そんな箱に入りっぱなしで危険じゃないの!?」

　脈みやく絡らくがまったくない。

　会話がまったく繫つながっていない。

　萩先輩は極度の興奮状態で、ずっと喚わめいている。頭を振ふりかぶり、鼻血を辺りに散らせて、わけの分からない言葉を叫さけび続ける。

　人を恐怖させる怪かい物ぶつの赤あか樫がしが、その様を見て堪たまらず後ろに退いた。

「……あなたに組合の何が分かる」

　その顔は、若じやつ干かん恐怖に震えていた。「組合の名めい誉よのためにも、そんなことは認め──」




「じゃあなんで、赤樫さんには友達がいないの？」




　萩先輩の言葉の熱が、急に冷める。

「──なっ、っ──」

「その箱の中に友達がいるの？　でも、誰だれも赤樫さんの為ために駆かけつけてくれないよね」

　赤樫が少女の無む垢くな一言に絶句する。

　萩先輩が、血まみれの表情で、とても穏おだやかに嗤わらう。

「赤樫さんって、友達いるの？　私には、それが友達なのか分からないよ。だって私は、箱が大だい嫌きらいだから。そういうの、大嫌いだから」







　辺りに不気味なパイプオルガンの音が鳴り響ひびいたのは、その時だった。







　煙えん幕まくも晴れてきて、大人による子供への一方的な弾だん圧あつとなり始めていたオアシスの広場が、急にシンと静まり返る。

　組合員たちが怪け訝げんそうな表情で、『子こ蛇へび』たちが無表情で、お互たがいに顔を見合わせる。中には、その意味に気付いて凍こおりつく男もいた。

　オアシスにまた、音楽が流れている。

　その意味を、この場にいる誰もが知っていた。

　──そう、あの人が、帰ってきたんだ。

「これは……」

「──なんで、神楽かぐら咲さきテロで音楽が流れたと思う？」

　なんとか起き上がって俺が訊たずねると、驚おどろいた様子で赤樫が俺に向き直る。

「どういうことです？」

「単純だよ、そうでなければいけなかったからなんだ。狂くるったように聴こえるだろ、何言ってるのか訳が分からないだろ。──でも俺たちはマジなんだ。だから俺たちは、何度だって声楽曲を流してみせる」

　その言葉に、辺りが一いつ斉せいにざわつく。

「そんな、まさか。あの騒さわぎは、あなたが起こしたとでも!?」

「俺は風景が好きなだけのただの下っ端ぱだよ。音楽は割と好きだけど、楽器は弾ひけないし歌だって下手へた糞くそだ。だから色々やらせて貰もらえるんだけどな」

　男声の力強い独唱が始まる。

　ラッパが鳴り響き、オアシスを音楽とコーラスが満たしていく。

「でもその指揮者はいつだって、あの人でなければいけない。あんた達は萩はぎ先せん輩ぱいを傷つけたんだ。──俺の大切な風景に手を出すんじゃねぇよ」

「……噓うそでしょう、本当にあの女が神楽咲に帰ってきたと言うの？　でも、そうなのね。それなら全すべてに説明がついてしまうのね」

　赤樫が慌あわてた様子で、対たい峙じしている玲れ儀ぎ音ねに問い詰つめる。

「どういうことですか、玲儀音さん!?　彼らは何を──」

「簡単なことだったのだわ、赤樫。神楽咲テロなんて、こんな悪あく趣しゆ味みな事をやる一族を、私たちは元々彼らしか知らない。柏かしわ木ぎ組合にこんなにも正面から喧けん嘩かを売る一族を、私たちは彼らしか知らない！　その血を正当に受け継ついだのは、この世にたった一人だけなのだわ！」

　出発前、たまたまあの人の名前を出した時の玲儀音の反応は、正直に言って予想外だった。

　それは驚きと、畏い怖ふだったのだ。玲儀音はなぜか、あの人を知っていた。

　玲儀音が辺りに聴こえるように、叫ぶ。

「そうでしょう、沈じん丁ちよう花げ桜さくらぁぁっ！」







「ハッハッハッハッハ！　くくくっ、はぁーはっはっは！」







　高笑いが広場に木霊こだまする。

「あそこだ！」

　立ち尽つくしていた男たちの一人が指さすと、一斉に全員の視線がそこに注がれる。

　そこは広場を見下ろすような形でそびえる、一番背の高い建物の屋上。




『七つの封ふう印いんを有する書』の第一部、『封印の解かれる黙もく示し録ろく』をバックに流しながら。

　神楽咲高校二年『暴君』の沈丁花桜が、丘おか研けんの仲間を連れて腕うでを組んで仁に王おう立ちしていた。




「無事かね、咲さき丘おかクン。萩ちゃんも生きていてくれて良かったよ。少しパーティーには遅おくれてしまったが、メインディッシュは残しておいてくれたようで何よりだ」

「代表……、どうして此処ここに……!?」
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　長旅から凱がい旋せんした暴君は、立ち尽くす俺たちを嗤って見下ろしていた。

「キミは食い散らかすタイプの男だと思ってたが、意外と上品なんだね。駄だ目めだよ、どうせやるならもっと派手に、徹てつ底てい的に、下品な位に食した方が料理は美味おいしく見える。そんなことだから、メインディッシュを私に奪うばわれるんだ」

「お姉ちゃん……？　いつの間に帰ってきたんだ」

　すると、先ほどまで狂きよう瀾らんとしていた萩先輩が、冷や水に打たれたかのように落ち着きを取り戻もどした。今は茫ぼう然ぜんと、代表のいる屋上を眺ながめている。

　再び男声の独唱が静かに始まる。




《そして子羊が第二の封印を解いた時、炎ほのおのように赤い馬が現れた。その上に乗る者には、地上から平和を奪い取り、人々に殺し合いをさせる力が与あたえられたのだ》




「沈丁花──あの老人の孫まご娘むすめか!?　まさか、アレは電車事故で、死んだと聞いているぞ！」

　赤あか樫がしが驚きよう愕がくした様子で、屋上に仁王立ちする存在を必死に否定する。

「久しぶりだな、赤樫。何年ぶりだろうね。私はついに資格を得て、神楽咲に帰ってきたぞ」

　代表が優ゆう雅がに手を振ふり上げる。「さぁ、これが私の挨あい拶さつ代わりだ。謳うたってくれ、赤樫」




　瞬しゆん間かん、赤樫に一台の軽自動車が突つっ込んできた。




　ゴミと人で溢あふれかえる広場を勢いよく走り抜ぬけ、軽自動車は真っ直すぐに赤樫に向かって加速する。

　その走る車を、赤樫は避よけることも出来ず体で受け止めた。

「今だ！」

　俺は悲鳴を上げる身体からだに鞭むちを打ち、萩先輩と玲儀音を拾い、庇かばいつつ、暴走車を受け止めている赤樫の脇わきを走り抜けて、ゴミ山の陰に退たい避ひする。

　信じられないことに、赤樫は軽自動車の頭を持ち上げて止めることに成功していた。

　だが赤樫は、車などより余程恐おそろしい怪かい物ぶつがドライバーであることにようやく気付く。

「なっ!?」




　そして、篠しの塚づかさんの運転する暴走車は、炎を噴ふき上げて大だい爆ばく発はつを起こした。




　低い弦げん楽がつ器きの音が、管楽器の音が荒あら波なみのように人々を追い立てる。

　広場に吹ふき荒あれる爆風。

　それを見た『子こ蛇へび』の子供たちは、先ほどまでの暴動が噓だったかのように、踵きびすを返して一いつ斉せいに逃にげ出す。

　力強いコーラスが始まった。




《敵を殺せ、絞しめ殺せ、叩たたき殺せ、謀ぼう殺さつせよ、殲せん滅めつせよ！　誰だれも容よう赦しやするな！》




　赤樫の部下が、赤樫の無事を確かく認にんするために爆発地点に群がる。

　それでもまだ、赤樫は生きていた。

　身体の炎も搔かき消え、その世にも恐ろしい形相も隠かくさずに立ち上がる。

　だが、皮ひ膚ふを溶とかすナパームと違ちがい、自動車爆弾による衝撃のダメージが流石さすがに酷ひどいのだろう。赤樫の息も絶え絶えだ。

「赤樫さん、ご無事で──」

「──いけない！　逃げろ、奴やつに殺されるぞ！」

　これは赤樫の判断と指示が正しい。彼らは、赤樫など置いて逃げるべきだった。

　その時、一人の組合員が何者かに殴なぐり倒たおされる。

　楽しげに、蜂はち須すが金属バットを振り回して嗤わらっていた。

「蜂須くん……っ！」

　先ほどまで噴ふん水すいに水すい没ぼつしていたと思えないくらい、絶好調なマゾがそこにいた。

「逃がしゃしねぇよ。お前らは『子蛇』を狩かった。萩はぎを傷つけた。つまり、俺を怒おこらせた」

　蜂須が最悪にサディスティックな笑えみを浮うかべて、次々に組合員を殴り飛ばす。

「知ってるか？　マゾは滅めつ多たに怒らねぇが、怒るとサドより怖こえぇぞぉぉぉ!!」




《打て、殺せ、火をつけよ。略りやく奪だつせよ、胎たい児じも容赦するな！　気を強く持つのだ！》




　代表が指揮するように腕を振るう度たびに、後に控ひかえていた出で島じま先せん輩ぱいと江え西にし陀だが次々に、萩先輩がとうの昔に用意していた大量の手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てきする。

　その度たびに起こる爆発。

　吹き飛んでゆくゴミの山。

　色とりどりの毒ガスが、広場を覆おおっていく。

　蜂須がその中を目にも留まらぬ速さで駆かけ抜け、次々に金属バットで組合員を襲おそう。

　俺たちを一方的に追っていた連中に、血の復ふく讐しゆうをするのだ。




《泣き喚わめく女どもめ、お前たちは死ぬのだ。坊ぼう主ずらもだ。お前たちに向ける慈じ悲ひなどない》




　組合員たちが悲鳴をあげて、蜘蛛くもの子を散らすように逃げてゆく。

　彼らもまた、狂きよう乱らんとした様子で仲間を押しのけ、爆風に吹き飛ぶ。

「何が目的だ、沈じん丁ちよう花げ桜さくらぁぁっ！」

　赤樫が吹き荒れる爆風にも巨きよ体たいを揺ゆらさず、代表に問いかける。

「我々の安全を奪うばって何が楽しい、何がそんなにも愉ゆ快かいだ、何がそこまでお前を怒らせる！」

「黙だまれ、ふざけた口をきくのもいい加減にしろ。たかが人造人間の分際で、私が支配する咲さき丘おかクンを追い回し、私が支配する萩ちゃんを傷つけ、私が支配するはずの神楽かぐら咲さきを我が物顔で歩くなど、反吐へどが出るほど醜みにくいと言っているのだよ。跪ひざまずけ、命いのち乞ごいをしろ！　貴様は私を怒らせたのだよ、その責任の取らせ方を私が決めて何が悪いと言うのだね!?」

　暴君が勝手な暴論を吐はきながら、高らかに嗤って腕うでを振るう。

　赤樫の眼前で、また爆ばく弾だんが爆発した。




《豊かで幸せだった者どもを皆みな殺ごろしにせよ。人の生み出したものを撲ぼく滅めつするのだ！　富のもたらしたものを荒こう廃はいさせ、破は壊かいするのだ！》




「やられたらやり返す。目には目を、歯には歯を、恐きよう怖ふにはそれ以上の恐怖を与あたえてやるのが我々の復讐だ。貴様らはこの音楽と同じ恐怖を、私の大事な仲間に与えたのだよ。ならば貴様らに同じ恐怖を与えることの、何が道理に適かなわないというのだ」

「我々はただ、玲れ儀ぎ音ねさんの安全が望みなのだ！　そのために、危険を排はい除じよするのだ。お前のやっていることは、ただの危険でしかない！」

　赤あか樫がしが、その世にも恐ろしい顔を代表に向けて抗こう議ぎする。

　それはもしかしたら、フランケンシュタインの怪物が、創造主に対して抗議する風景に酷こく似じしているのかもしれない。




《略奪、強ごう奪だつ、殺人こそが復讐であり、我らの悦よろこびだ》




「本当に安全が欲しければ口を閉じろ、耳を塞ふさげ、目を開けるな。両手は頭の上に乗せて、部屋から一歩も出るな。貴様以外には危険しかいない。貴様以外の存在は危険でしかない。人間はそれから身を守るために箱庭に群れたのだよ。互たがいが互いを危険だと思っていながら、利害関係の一いつ致ちでやがて団結する。それを長い歴史で忘れたか？　忘れるはずもない。我々は常に他者と争ってきた。身を守るために、己おのれの安全のために、己の欲よく望ぼうに広げられた『安全』の領域を他者から取り返すために！」

　暴君が腕を振ふるって演説する。

「甘ったれるなよ、一人に完全な安全なんてものはない。安全が欲しいなら奪え。貴様が貴様一人の安全を望むなら、自分以外の危険を支配しろ。そして晴れて貴様は、世に恐おそれられる真の怪かい物ぶつとなる。自分の身の安全が、そうしてついに達成されるのだ」

　代表が嗤い、その拳こぶしを眼前で力強く握にぎる。

「貴様が奪っていった世界、あれは元は私の物だ。返してもらうぞ」

　血まみれの赤樫が咆ほう哮こうし、代表のいる建物に走り出す。

　そこに躍おどり出る、建物の屋上から平然と飛び降りた赤樫にも負けない大男。

　出島先輩が、身構えて赤樫を迎むかえ撃うつ。

「貴様の安全など知ったことか。我々の安全のために、まずは貴様が死ね!!」




《戦いくさは素す晴ばらしい。敵に飛びかかれ。火を放て！　我らに終わりなき強奪と殺さつ戮りくを!!》




「……何者、ですか」

「覚えてない、沈丁花に聞け」

　その二言だけのやり取りの後、魔ま人じんが二人で足を留め、壮そう絶ぜつな殴なぐり合いを始める。

　互いに、互いの拳を受けて、なお相手を殴りつける。

　辺りに血が飛び散る。

　骨と骨、肉と肉のぶつかり合うグロテスクな音が聴こえる。

　二人の周りを、爆ばく発はつと毒ガスが包み、その包囲を段々と狭せばめていく。

　あの剛ごう腕わんでいくら殴りつけようと、互いに一歩も退かない。

　出島先輩の拳を受けて倒たおれない赤樫も、赤樫の拳を受けて倒れない出島先輩も化け物としか言いようがない。

　一進も一退もしない攻こう防ぼうが続く。

　そしてついに、既すでに散々ダメージを受けていた赤樫が、足を一歩退いた。

「ここは貴様の負けだ、退くがいい赤樫。オアシスにこれだけの被ひ害がいで、柏かしわ木ぎ組合が関かかわっているとなれば、さすがにあの腐くされ警察とはいえガサ入れに来るぞ」

　代表が勝利宣言をするのと同時に、遠くからサイレンの音が聴こえる。

　騒さわぎを聞きつけた警察が、ようやく動いたのだ。

「──お前が、全すべて、やったことだろうが」

「私たちはここにはいなかった。今は沈じん丁ちよう花げの本家で退たい屈くつな親族会議に参加している。夕飯はフレンチのフルコースで、とても美味だったよ」

　代表がケラケラ笑う。「私はここにはいなかったんだ、その意味が分かるか赤樫！」

　最後に一発、江え西にし陀だが毒ガス爆ばく弾だんを赤樫に投げつける。

　噴ふん射しやされる緑色の煙けむり。赤樫が流石さすがに、口元を押おさえて退く。

　気が付くと、代表も江西陀も出で島じま先せん輩ぱいも蜂はち須すさえも、いつのまにか姿を消していた。

　赤樫は少しだけ建物の屋上に目をやると、すぐに踵きびすを返す。

「玲儀音さん！　こちらへ！」

　赤樫が爆弾によって崩壊したゴミ山広場の山脈の亀き裂れつを跨またぎ、玲儀音に手を伸のばすが、玲儀音は俺にしがみついて離はなれようとしない。

　サイレンの音が近づく。

「──分かりました、それでもあの狂きよう人じんを信用するなら、もうあなたの自由にするといい。しかし、せめて黙もく示し録ろくだけでも、お願いです！　我々の悲願のために、それだけは！」

　意外な言葉に、玲れ儀ぎ音ねが目を丸くする。

　でも、一連の騒そう動どうを経験して、俺にはなんとなく分かった気がするのだ。

　赤あか樫がしはきっと潜せん在ざい的には、どんなに改造されても、本心から玲儀音の身を案ずる玲儀音のお兄さんなんだと。

　それでも、俺は赤樫が気に入らない。




　玲儀音を想おもうなら、こいつだけは玲儀音の噓うそを、信じてやらなければいけなかったんだ。




「悪いがな、それはもう意味がないぞ。黙示録に意味はなくなったんだ」

　その言葉に俺たちが振り返ると、出島先輩を連れた代表がいつの間にか俺たちの近くに立っていた。あの場所から此処ここまで、どんな方法を使えばここまで速く移動が出来るのだろう。

　赤樫の表情が怒いかりに染まる。

「まさか、破は棄きしたと、言うのですか!?」

「その行こう為いに意味はないだろう。黙示録を捨ててこのまま何もしなければ、玲儀音の視た通りの世界が生まれるだけだ。そうではなくて、玲儀音の創つくり出した黙示録そのものに、価値が一いつ切さい無くなったと言っているのだよ」

「……あなたは、何を言っているんだ」

　チラチラと赤樫がサイレンの音を聴ききながら、焦あせるように代表に尋たずねる。

「未来は知った瞬しゆん間かんに意味を為なさなくなる。実に無む駄だな能力だと感心するが、なら黙示録に未いまだにそれなりの効力があるのはなぜだ。──知っているのが、玲儀音だけだからだ」

「何をした、沈丁花ぇぇぇっ！」

　今にも嚙かみ殺しそうな勢いで、赤樫が代表に詰つめ寄ろうとする。出島先輩が、一歩前に進み出た。

　だが、無理をするにはあまりにもダメージが大きいのだろう。代表にその伸ばした手が触ふれるようなことは、数歩分の距きよ離りが許さなかった。

「現代というのは、黙示録の意味を無くすには十分のテクノロジーを持っているんだ。隠かくさなければいけない秘密というのは、たとえそれが神のみぞ知る黙示録の未来であっても、電子データに変えれば、光速で永遠で公共の情報になってしまうのだよ。あとは単純だ、未来を変えるなんて本当に単純だったんだよ赤樫。世界にそれを知られれば、ただそれだけで良い」

　赤樫が絶望に包まれた表情を浮うかべる。

　そうか、それで代表は俺に「黙示録の画像データを送れ」なんて言ったのか。

「まさか、黙示録をインターネットに!?」




「『妹が予言書を作ってたんだが』スレッドが絶賛拡散中だそうだ！　神楽かぐら咲さきテロを言い当てた玲儀音の黙示録の画像が、ネット中のオカルトマニアにネタ半分で検証されているぞ！　さすがだな、『セントポーリア』のデモ行進から、今回の爆発事件までピッタリだ。──だがね、その後の未来は、多くの人が知ったのだから黙示録通りにいくものかなぁ!?　貴様らのこれまでの苦労は、これでついに水すい泡ほうに帰したのだよ！　良かったなぁ、これで玲儀音は現存する黙示録の呪じゆ縛ばくから解き放たれるぞ。嬉うれしいだろう、しかめっ面つらをしてないで笑ってくれよ赤樫。くくく、ふっふっふ、はぁーっはっはっはっは!!」




　赤樫が絶句して立ち尽つくす。

「糞くそ爺じじいに宜よろしく伝えておいてくれ。この美しい世界を、沈丁花桜が取り返しに来たとな」

　俺たちの苦く悩のうや努力なんて露つゆにも思わない、悪あく魔まのような暴君は嗤わらいながら、赤樫に背を向けて悠ゆう々ゆうと歩いてその場を去る。赤樫がそれを追う様子もない。

　サイレンの音が間近に近づいてきた。俺たちも逃にげなければいけない。

「行こう」

　萩はぎ先輩を背負って、俺が手を引くと、玲儀音は頷うなずいて一いつ緒しよに走り出す。

　一度だけ、玲儀音は振ふり返った。俺も釣つられて振り返る。

　赤樫は心なしか、安あん堵どしたような笑え顔がおを浮かべていたような気がしたが、それはきっと目の錯さつ覚かくだろう。

　あんな優やさしい風景は、怪かい物ぶつに似合わない。

　俺たちは再び逃とう走そうする。







　今度こそ、オアシスからの脱だつ出しゆつに向けて、ひたすらに一直線に。
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　こうして初めて、神は罪ある人間を罰ばつせられる。
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　朝目覚めると、俺の部屋なのに味み噌そ汁しるの匂においがした。

　味噌汁なんて、しばらく作った覚えがない。

「あ、咲さき丘おか君。おはよう。ごめんね、勝手に上がっちゃった」

　胸が高鳴る。そうだ、この癒いやしをずっと俺は求めていたんだ！

「清きよ宮みやぁぁ！　やっぱり俺はお前が大好、き──」

　勢いよく起きて清宮をペロペロしに行こうと思ったが、その寸前で固まる。

　俺の従姉いとこで警察の、錦にしき木ぎ真ま弓ゆみ姉さんが既すでに卓ちや袱ぶ台だいで味噌汁を飲んでいた。

「警察はお邪じや魔まかしら」

「いえ、気持ちの良い朝ですね。真弓姉さん」

　大人しく卓袱台の前に正座すると、「そうね」とクールに真弓姉さんが返してくる。

　畜ちく生しよう、これじゃ清宮にペロペロできない。

　拷ごう問もんのような朝の風景だった。

「咲丘君もご飯食べる？　夏でダルいからって、抜ぬくと健康に良くないよ？」

　そう言って、俺のクラスメイトで親友──清宮一はじめが、海外旅行から持って帰ってきた、久方ぶりの天使の笑顔を俺に向けてくれる。

「食べるよ、食べるに決まってる。いただきます！」

　清宮にご飯をよそってもらい、口に含ふくむ。──うん、美味うまい！　清宮の味がする！

「でも、二人とも、どうして朝っぱらから俺の部屋に？」

　俺が訊たずねると、清宮が苦笑いして答える。

「旅行から帰ってきてさっそく遊びに来たんだけど。よく考えたら時差ボケで、日本だと早朝だったよね。勝手に上がって、せっかくだから朝ご飯を作ってたら、この女の人が来て──」

　清宮がモジモジしながら、真弓姉さんとちょっと距きよ離りを置く。

　まぁ、初対面だと真弓姉さんはちょっと怖こわいかもな。美人で無表情で、何を考えてるか分かりづらいから。

「本人から自己紹しよう介かいされてると思うけど、真弓姉さんって言って、俺の従姉なんだ。最近は神楽かぐら咲さきで仕事してるから、よくウチに来るんだよ」

　俺が簡単に紹介すると、真弓姉さんが「よろしく」と短く挨あい拶さつをする。清宮はオドオドしながら、「どうも……」とか言って自身も朝食を食べ始めた。

「で、真弓姉さんこそどうしてここに？」

　俺が訊ねると、真弓姉さんが納なつ豆とうに鰹かつお節ぶしを入れて搔かき混ぜながら答える。

　どうでもいいが、咲丘家では納豆に鰹節を入れるのがスタンダードだ。

「先日にあった爆ばく弾だん騒さわぎ、学生の間には何か噂うわさとかないかしら」

「なんでまた」

「聞き込みの一いつ環かん。最近は普ふ通つうの学生も、オアシスに遊びに行くようになったんでしょう？」

「夏休み中だから知らないって。部活は行くけど、噂になるとかいうのはないな。まぁ、昨日にまた学校から諸注意のプリントが送られてきただけだと思う」

　俺と真弓姉さんが話していると、清宮が不思議そうに尋たずねる。

「また何か事件があったんですか？」

「ええ。オアシスでまた爆発騒ぎがあったのよ。今度は暴力団絡がらみでね。まったく、オアシスはこういう話題に本当に事欠かないのね」

　やはり、あの爆発騒ぎは柏かしわ木ぎ組合の連中の仕し業わざということになってるのか。情報操作がこうも簡単に出来ているあたり、どういうカラクリなんだろう。

「へぇ、なんだか大変なんですね。──うん、やっぱり和食が美味おいしいなぁ」

　ニコニコしながら食を進める清宮を眺ながめていると、俺も和食派になってしまいそうだ。

　うん、明日からは毎朝ご飯を炊たこう。主に清宮の為ために。

「──でも、あの事件の夜にオアシスで声楽曲が流れたという情報もあるわ。これは私の勘かんだけど、神楽咲テロに何か関係があるのかもしれない。上層部は絶対に何か隠かくしてる」

　やっぱり、この人はなんとなく察するだろうなぁ。「真弓姉さんは真面目まじめだな」

「──まぁ、警察内部のゴタゴタなんて興味ないでしょう。ごめんなさいね。とりあえず、暴力団の抗こう争そうって言っても、そこの捜そう査さから何かしら糸口が見つかるかもしれないから。私も事情聴ちよう取しゆ、参加してくるわ」

「そっか、気を付けてくれよ」

　そう言って、真弓姉さんが納豆をご飯に入れて混ぜ混ぜする。

　どうでもいいが、俺は混ぜ混ぜ派ではない。上に載のせるだけがスタンダード。

「あと、ネット上の黙もく示し録ろくブーム、ジュニアはどう見てる？」

「……たぶん、そっちが本命だとは思ったよ」

　俺もご飯に納豆をかけて食す。「どうもこうも、一過性だろ。予言なんてオカルトだ」

　うん、平時に食べる納豆ご飯は美味しい。




　赤あか樫がしとの決戦前夜の準備中、俺は念ねんの為に代表に連れん絡らくすると、その画像データを全すべて送るように代表に指示された。玲れ儀ぎ音ねには胡う散さん臭くさそうに見られたのだが、断らなかった辺りは俺の事も少しは信用してくれていたのかもしれない。

　代表は、黙示録をネットに流したのだ。あのネット嫌ぎらいの代表が、だ。

　確かに、これほどに黙示録を効果的に無効化する方法はないだろう。代表は、かなり前からこの計画を練っていたに違ちがいない。実際、ファイルの投下についての兄貴への詳細な指示出しなど、咄とつ嗟さの行動にしては準備も実行も早すぎた。

　あの後、やはり玲儀音の黙示録の画像データの入った圧縮ファイルは、ネット中を光の速さで駆かけ巡めぐった。

　神楽咲テロ騒そう動どう当時のオアシス内の詳しよう細さいな写真は、あまり公開されていなかったものだから、どちらにしろ関心を集めたというのもある。その上、それが出回って少し経たった瞬しゆん間かんの爆弾騒ぎだ。これが念写によって予言されていたこともあり、検証熱に一気に火が付いた。

　その後の起こりうる未来の写真も含め、黙示録にはあまりにもショッキングな画像が多かったため、規制と削さく除じよが横行したが、既すでに黙示録のデータを手に入れた人々がアップロードを続けるなど、現在もイタチごっこが続いている。

　ちなみに当然の事だが、俺も黙示録は画像で見た。

　でもきっと、この未来は人々が知ったことによって色々と変わるんだろう。だから詳細はあえて口にしない。

　まぁ、俺個人は、いい風景だと思った。




「私は、神楽咲テロに何らかの関かかわりのある人のリーク画像だと思っているけど──」

「追つい跡せき調査は？」

「どうやらかなり難しいみたい。最初のアップロード者は、どうも一いつ般ぱんのアクセスポイントにタダ乗りしたみたいだから、プロバイダ追跡もあんまり意味ないし。ＩＰアドレスっていうのは、海外のネットワークを経由して書き換かえられてるみたいだし。そもそもそんなパソコンは、その辺で捨てられた可能性もある。神楽咲の住人だろう、程度には分かるんだけどね」

　兄貴に頼んだのだから、そこから更さらに色々と罠わなを仕し掛かけていそうなものだけど。とりあえず、しばらく足はつかなそうで安心した。

「予言かぁ。もしそういうのが出来る人がいたら、テレビとかに出てくるのかな」

　清きよ宮みやが吞のん気きに白米を食べながら呟つぶやく。

「どうだろうな。そんな奴やつ、きっと捻ひねくれてて毒どく舌ぜつで噓うそつきだと思うぜ」

「そればかりはジュニアに同意だわ。予言なんてオカルトよ、くだらない」

　真ま弓ゆみ姉さんは機き嫌げんが悪そうに眉まゆを顰ひそめる。そっちが言い出した話じゃないか。

　でも、一般人の極きわめて常識的な反応だとは俺も思う。

「それにしてもやだなぁ、また事件かぁ。そうそう、ゲーム会社で個人情報が流出しちゃったんだって。日本だとあんまり報道されてないけど、海外で凄すごく騒さわいでたよ。怖こわいよねぇ」

　それは、隣となりに住んでる誰だれかさんの仕業でしょうね。特定されないことを心から祈いのる。

「それだけじゃあないわ。前にデモ行進をやっていた宗教団体も復活しているらしいのよ。まったく、これじゃあ何のために無理して検挙したか分かりやしない」

「──ああ、そういえば、俺もそんな話は聞いたな」

　もう表に出てる話なのか、『セントポーリア』の復活。

「それも捜査が行き詰づまってるんですって。まぁ、あのデモを起こしていた頃ころの上層幹部は散り散りになっているらしいけど。私の管かん轄かつは神楽かぐら咲さきテロだから、まぁ、頑がん張ばってほしいわ。──それにしても、今年は色々と暑い夏ね」

　一体オアシスで、何が起こっているんだろう。俺には未来がまったく分からない。

　食事を進めると、早食いの真弓姉さんはさっさと食べ終わってしまった。すぐに席を立つ。

「じゃあ、仕事だから」

「そっか、学校は夏休みでも、世間じゃお仕事の人も多いのか。頑張れ公務員」

「ジュニアはそんなことで──。まぁ、少し安心したからいいわ」

「安心？」

　俺が首を傾かしげると、真弓姉さんが珍めずらしく微び笑しようを浮うかべる。

「素す敵てきな子じゃない。私はそういうの、あまり咎とがめる気はないから。少し来る回数を減らそうかしら。配はい慮りよがなかったみたいで、ごめんなさいね」

　真弓姉さんが、清宮に頭を下げる。「ジュニアのこと、これからもよろしくね」

「あっ、はい。でもそういうの、気にしないでください。お姉さんとも仲良くしたいですし。ねっ、咲さき丘おか君」

「そうかしら……。そうね、じゃあこれからもよろしく、清宮さん」

　真弓姉さんがにこやかに俺の部屋を後にする。うーむ、あの無表情の人を笑え顔がおにさせるなんて、『清宮パワー』恐るべし。

「素敵なお姉さんだったね。いいなぁ、僕もカッコいいお姉ちゃんが欲しかったなぁ」

「そうだな、きっと清宮みたいなのがいたら、お姉ちゃんは嬉うれしいだろうな」

　ニコニコと笑う清宮と一緒に、ゆったりと朝食を進める。

　ここまで、ツッコミ不在。










　清宮は荷物の片付けがあるとかで早々に帰った。久しぶりの部活に行く前に、せっかく早起きしたので兄貴の様子を見に行く。

　俺がカギを使って扉とびらを開けると、部屋で兄貴がうつ伏ぶせになってピクピクしていた。

　キモい風景だった。

「そんな所で寝ねてたら風邪かぜひくぞ、兄貴」

　俺が話しかけると、ゆったりと兄貴が顔を上げる。

「み、ミッションコンプリート……。クレカ情報ばら撒まいたぜ、ざまぁ……」

　かわいそうに、やはりゲーム会社さんの完敗だったらしい。

「お疲つかれさん。清宮がお土産みやげを買ってきてくれたんだ、食べようぜ」

「おう……」

　兄貴は胡坐あぐらをかいて頭をボリボリ搔かく。フケが宙を舞まった。「で、土産って？」

「よく分からないけど、クッキーらしい」

　包装紙を開けると、見たこともない言語の書かれたお菓か子しの箱が入っていた。その中からクッキーを取り出して食べる。「……癖くせがある味だな」

「日本人向けじゃないからなぁ」

　兄貴も一つ手に取って、口に放り込む。「シナモンの味がする。臭くせぇ」

　大量のモニター画面には、またニュース映像や動画がひたすら流れていた。その中で、監かん視しカメラモニターの動いている画面を見つける。

「あっ、そうだ兄貴。頼たのんでおいたやつ、録とっておいてくれたか？」

「おうおう、面おも白しろかったな。あれが予言者ちゃんか？」

「忙いそがしかったのに悪いな、本当に。部活に行く前に見ておきたいんだけど」

「ん、ちょい待ってくれ」

　俺が頼むと、兄貴がキーボードを操作してフォルダを開く。俺はマウスを繫つなげて、それをクリックした。

　動画プレイヤーが起動する。

「しかし、なるほどねぇ」

「なんだよ、ニヤニヤすんな気持ち悪い」

　俺が悪態をつくと、兄貴が楽しげに呟つぶやく。

「予知能力ってのは面白いな。機械がやろうとして、失敗しまくってるだけはあるよ。弟たちが広場に行く前に撮とった写真、一体何が写ってたのかねぇ」

　意味が分からない。俺は画面に向き直る。

　映し出された画面には、見慣れた数人の姿があった。

　あの爆ばく発はつ事件の後、兄貴が代表と玲れ儀ぎ音ねを追つい跡せきした監視カメラの風景である。

　俺はあの後、玲儀音を合流した蜂はち須すに預けてそのまま帰宅したので、玲儀音のその後については一いつ切さい分かっていなかった。後で合流した出で島じま先せん輩ぱいに萩はぎ先輩を預けた後、疲れ切った俺は家に帰って三日程寝て過ごしたのである。動けるはずもなかった。

　兄貴に電話をかけて、追跡依い頼らいをしておいたのだが、どうなったのだろう。

　動画の再生ボタンをクリックした。







　そこはオアシスの目と鼻の先にあるような、繁はん華か街がいの路地裏だった。

　休きゆう憩けい中なのか、蜂須も玲儀音も地べたに座って息を整えている。

　サイレンの音が、遠くから聴こえる。

「で、どうすんだ玲儀音。身寄りもねぇんだろ」

　蜂須が尋たずねると、玲儀音は腕うでを組んで唸うなる。

「蜂須さんはどうするの？　さすがに、オアシスにはしばらくいられないでしょう」

「うーん、確かにちょっと落ち着くまで『子こ蛇へび』には帰れねぇな。──せっかくだし、久しぶりに一度実家にでも帰ろうかねぇ」

「実家？」

　玲儀音が訊きき返す。確かに、興味あるな。

「ああ、割と近所なんだけどよ。親父おやじが一人で暮らしてるんだ。前に派手な喧けん嘩かして、縁えんを切ったんだけど──」

　なるほど、それであんな所で一人暮らしをしていたのか。

「……それは、聞いていい話なのかしら」

「あのなぁ、玲儀音。家族が縁を切る理由なんてな、仕事か恋れん愛あいか宗教か金か、そうでもなきゃ野球の球団の趣しゆ味みが合わないかくらいしかねぇんだよ」

　野球の球団の趣味が合わなかったらしい。

　蜂須がニヤニヤ笑うと、玲儀音がぷっと吹ふき出す。「何よそれ、くだらない」

「うるせぇ、死活問題だ。虎とら柄がらのシャツでも着て帰れば、さすがに門もん前ぜん払ばらいはないだろ」

　蜂須が立ち上がる。「で、どうすんだ、アパートでも借りるのか？　名前くらいは貸すぜ」

「そうね……。一人暮らしなんてしたことはないけれど──」

　玲儀音がそんな事を、少し嬉うれしそうに呟いていた時である。




「だったら、私の家に来るかね？　歓かん迎げいしよう」




　その声に、蜂須と玲儀音が振ふり返る。

　いつの間にか代表は、篠しの塚づかさんを引き連れて、腕を組んでそこに立っていた。

「久しぶりね、沈じん丁ちよう花げ桜さくら。何年ぶりかしら」

　玲儀音は蜂須に見せていた柔やわらかい態度を一変させ、いつもの冷れい徹てつな表情に戻もどる。

「さぁね、数えるのも昔にやめた。まさか柏かしわ木ぎ組合秘蔵の予言者が、飼い主に嚙かみ付いて逃にげ出すとは夢にも思わなかったからね。──キミとは、敵として再会するものだと思ったよ」

「私だって、貴女あなたに頼たよることになるとは夢にも思わなかったもの」

「噓うそつき予言者の『夢にも思わなかった』ほど、信用できない言葉はそう無い」

　代表の皮肉に、玲儀音は自じ嘲ちよう気味に笑う。「でしょうね」

「よっ、沈丁花。玲儀音とは知り合いだったのか？」

　蜂須がニヤニヤしながら、代表に声をかける。

「聞いていて分からないのなら、お前は想像以上に愚おろかだな、蜂須」

「やっぱり、お前にボロクソに言われるのが一番良いよ……」

　嬉しそうに蜂須が頰ほおを緩ゆるませる。「で、どんな関係なんだ？」

「単純だよ。沈丁花の家と柏木の家は、古くから対立をしているんだ。丁度、私の祖父が柏木の糞くそ爺じじいと知り合いになる。私も何度か、幼少の頃ころに柏木組合に足を運んだのだよ」

　代表が懐なつかしむような笑えみを浮うかべる。「玲儀音は、その頃の私の悪友だ」

　なるほど、代表が赤あか樫がしのことを知っていたことには、そんな理由があったのか。

　でも、なんで対立なんてしているんだろう。

「友人になった覚えはないわ。貴女のような狂くるった人間を、私は決して認めない」

　玲儀音は吐はき捨てるように言う。「──まさか、篠塚さんまで貴女の側になったとはね」

「……久しぶりだね、玲儀音ちゃん。前よりずっと綺き麗れいになったなぁ」

　篠塚さんが情けない笑いを浮かべるのを見て、代表が視線だけ篠塚さんに向ける。

「篠塚こそ、玲儀音と知り合いなのか」

「僕はオアシスにしばらく住んでいたから……」

　代表が納なつ得とくする。「そうか。お前は誰だれとも対立をしないのが、無意味に上手うまそうだしな」

「篠塚さんほどの人格者の方が、『沈丁花』に付くのは意外よ。あの老人も、貴方あなたのことだけはとても信用していたのに──」

　玲儀音は悔くやしそうに呟つぶやく。篠塚さんも色んな知り合いがいるものだ、長生きなだけに。

　篠塚さんはそれを聞いて、深いため息を吐いた。

「僕は、沈丁花さんのこれからの計画を全すべて聞いている。君たちと『沈丁花』が、どういった経けい緯いで対立したのかも。──なぜ『柏木』が組織として地方で名を馳はせて、『沈丁花』が一度世間に追われたのかも、全て」

「だったらなぜ!?」

「だから、だよ。沈丁花さんという怪かい物ぶつを、創つくり出したのは他ほかならぬ僕たちなんだ。僕はそれを見届けなければいけないんだよ」

　篠塚さんが情けない笑いを浮かべる。「そのために、今まで生きていたんだと思うんだ」

「──おい、おっさん。何のことだかサッパリだが、俺は認めねぇぞ」

　蜂はち須すはその様子を見て、冷めた声でバッサリ切り捨てる。

「沈丁花のやってることはただの逃とう避ひだ。その上危険で、救いようがない」

「だが、黙もく示し録ろくの効果を消す事には見事成功したじゃないか。私はあんなものが存在するという危機から、世界を取り返したんだよ」

　代表が自じ慢まんげに話しながら、長い髪かみの毛を弄いじる。

「ははっ、お前と違ちがって、やはり咲さき丘おか兄弟は本当に役に立つなぁ。私一人の知識では、ああもスマートにはいかなかっただろうよ。ネットは嫌きらいだが、便利だ」

「──お前がどうして、そんなことまで知ってる!?」

　蜂須の問いかけに、代表が嗤わらって答える。




「単純だよ、その昔に『黙示録を創れ』と玲れ儀ぎ音ねをそそのかしたのは、他ならぬ私だからだ」




　代表の言葉に、蜂須が凍こおりつく。「今回の事件の原因は、全部テメェか……っ！」

「自分のしようとした事が叶かなうものなのか、未来が知りたくてね。お陰かげ様さまで、私には希望が生まれたんだよ。私のしていることは無意味ではなかったのだ！　そんな未来の可能性がほんの少しでもあるのなら、それよりも愉しい世界にするのもまた不可能ではない！　いや、もっとだ、もっとだよ、もっと世界は美しく出来る!!」

「テメェのせいで、玲儀音は危険視されたんだ！　殺されるかもしれねぇんだぞ！」

　蜂須が玲儀音の為ために怒いかり狂う。

「そうかね？　私の提案に、玲儀音はノリノリだったじゃないか。そうでもなければ、あれだけの人間の見た未来を無差別に撮とることなんて、通常の神経では出来んよ。それはとても下品でデリカシーがなく、それでいてとても一方的で暴力的だ。私にはとても出来ん」

　代表は嗤いながら、挑ちよう発はつするように玲儀音に問いかける。

「予知能力を世間に知ってほしかったのだろう、危険な未来を回かい避ひしたかったのだろう？　それ以上に、母を、兄を引き取ってくれた柏かしわ木ぎに、自分の有能さを見せつけて自分だけ特別に愛されたかったんだ。そうだろう、噓つき玲儀音」

　玲儀音は口を堅かたく結んだまま震ふるえている。

　代表はクツクツと嗤いながら、更さらに何も言い返せない玲儀音を攻せめ立てる。

「その結果がこれだ。黙示録なんて作ったものだから、それを柏木に利用された。兄を失い、他人の信用をなくし、今でも噓をつき続けて他人から自分の身を守るんだよ。もう誰も信用しない為に、誰にも信用されない為に、それで自分の身の安全を守るために！　愚かだな、惨みじめだな、救いようがない。そうだよなぁ、噓つき玲儀音!!」

　玲儀音は口が悪い。それは認める。だが、代表よりずっとマシだ。

　その時の代表の言葉はいつになく暴力的で、容よう赦しやがなく、それでいて慈じ悲ひがなかった。

　どれだけ玲儀音のことを憎にくめば、これだけの暴言を一方的に言えるのだろう。




　だから、そもそも繊せん細さいな玲儀音には、その言葉の暴力を耐たえられるわけがないのだ。




「──うるさい、うるさいうるさいうるさい！　黙だまりなさい狂きよう人じん！　貴女あなたなんかに私の気持ちは分からない、分からないのだわ！　だからあんなにも恐おそろしいことを平然と出来るのよ！」

　涙なみだを目め尻じりに溜ためながら、玲儀音が髪を搔かきむしって必死に代表を否定する。

「貴女は今までその目で何を見てきたの!?　電波ジャックに始まって、ガス爆ばく弾だんに苦しみ、夜が明けても脳のう裏りにこびり付いた恐きよう怖ふに怯おびえ、音楽を聴きくだけで全身に悪お寒かんが走って止まらない。そんな状態になっても懸けん命めいに生きる人たちを嗤い、見下し、また破は壊かいを繰くり返す。地じ獄ごくを作っているのにまったく気付いていない、拭ぬぐえないトラウマを生み続けているだけなのにまったくそれを理解していない。おぞましい怪物の一部となって何で耐えられるの？　完全に支配されてるんだわ。自分の思想が絶対的に正しいと信じて、それを繰り返し繰り返し繰り返す！　だから誰も貴女を理解しないのにそれに気付かない！　気持ち悪い、同じ空気を吸っているというだけで吐はき気が込み上げる！」

「貴様らのような陳ちん腐ぷな進歩を崇すう拝はいする輩やからのためにも、我々は世界を取り返すのだよ!!」

　暴君が目を爛らん々らんと輝かがやかせて、泣きわめく予言者を嘲あざ笑わらう。

「望んでいるのは貴女だけじゃない、その歪ゆがんだ思想を誰だれに理解されたというの!?」

　予言者は必死で、暴君の間ま違ちがいを指し摘てきする。

「本当は貴女もそれに気付いているんだわ。ただ、理想で塗ぬり固めた貴女を溶とかしてしまったら、淘とう汰たされたという立場を認めざるを得なくて。それに耐えられないから、管理の外へ自分から逃にげ出すの。逃げ出した先に自分一人しかいないのが嫌いやで、同じような『異人』の仲間を理想論で懐かい柔じゆうしていく。そのまま大人に成長して、現実を見るのも耐えられない。そのストレスを見知らぬ誰かにぶつけて『異人』な自分に安あん堵どする！　それで悲しむ人が大勢いるの、少し不幸な子供だからって犯罪をして許されるわけがないでしょう!?　そんな我わが儘まま、私は絶対に許さない。貴女だって、人の我儘に安全を蹂じゆう躙りんされて黙っているはずがないじゃない」

「そうだとも。自分がされて嫌だったことは、人にしなければ我々は気が済まないのだ。最初に我々の世界に、沈じん丁ちよう花げの安全に喧けん嘩かを売ってきたのは貴様らだろうに!?」

「何が『安全』なの!?　貴女達の考えていることなんて全すべて危険じゃない、白々しいにも程ほどがある！　貴女の望む独りよがりな世界のために、私たちを勝手に巻き込まないで！」

　肩かたで息いきをしながら、玲儀音が必死に零こぼれる涙を拭う。




「フランケンシュタインの怪かい物ぶつを、知っているかね？」




　代表が口元を怒りに引き攣つらせて玲れ儀ぎ音ねに尋たずねる。玲儀音は歯を食いしばって震える。

「それを貴女は、わざわざ私に訊きくの……!?　貴女には、血も涙もないと言うの……？」

「我々という存在は、まさにキミたちにとっては、あのような怪物なんだ」

　代表はケラケラ笑いながら語る。

「創造主が愛してくれなかったのだよ。奴やつらは自分たちで生み出しておいて、我々を知ろうとは決してしないのだ。心の闇やみ？　現代人の歪み？　はっ、冗じよう談だんではないよ。ブラックボックス化して知ろうともしないだけだ。さぁ、恥はじらいもせずに名乗り出ろ、フランケンシュタイン博士！　我々は生まれた瞬しゆん間かんに怪物モンスターなどと呼ばれて、いい迷めい惑わくなんだ」

「怪物モンスターでしょう!?」

「違ちがう、我々は人間だった！　なのにお前たちは理由も教えず、ただ醜みにくいと捨て、人間扱あつかいすらしてくれなかった！　だから我々は丘おか研けんなのだ、我々は世界を取り返すのだよ！」

　玲儀音の叫さけびを代表は一いつ蹴しゆうする。

「我々は捨てられたのだ、奪うばわれたのだ、辱はずかしめられたのだ、それも一方的にだ！　──貴様らが奪った世界、あれは元は私の物だ。返してもらうぞ」

　代表が嗤わらって拳こぶしを眼前で固く握にぎる。

「……それが、お前がテロなんてする理由なのかよ」

　その様子を見ながら、蜂はち須すが冷めた口調で尋ねる。

「『世界を取り返す』って何なんだ。お前はこれ以上何をするつもりなんだ？」

　その問いかけに、代表は一気にテンションを落とす。

　絶望に満ちた表情に一いつ瞬しゆんで変わり、それは逆に蜂須を怯ひるませた。

「蜂須は、世界がなぜ美しいか知っているかね？」

「──は？」

　蜂須が怪け訝げんそうな顔で訊き返す。

「空が青いのは、太陽の光線が地球の大気に触ふれた時に青の部分が散乱するからだと言う。炎ほのおの色が変わるのは、揮き発はつする微び粒りゆう子しなんかによるらしい。音楽で癒いやされるのは、脳波に影えい響きようがあるらしいじゃないか。遠くの人間と話せるのは空気の振しん動どうなんだろう？　私たちは脳が送る電気信号で、全てを記き憶おくするのだとも聞く。蜂須はそれをどう思う？」

「──どうもこうも、そうなんだろ。それが何だってんだ？」

「お前はなぜ、それを信じるんだ。なぜ神秘を信じない」

「……意味が分からねぇ。お前の言ってる意味が分からねぇよ、沈丁花……」

　蜂須が歯を食いしばって呻うめく。

　代表は淡たん々たんと語り続ける。

「先人の思想は忘れ去られ、思考を始めれば『考えすぎだ』と笑われる。明かされた本の文章を暗記することに溺おぼれ、自らの思考を持つことすら放ほう棄きする。知識に対するニヒリズムのつもりかね、冗談ではないよ。勝手に解決するな、思考を停止するな。それは阿あ呆ほうのすることだ」

　それは現代人を否定する、カルト教祖の演説そのものだった。

「私は人間から、この美しい世界を取り返してみせる」

　代表がサディスティックに嗤う。

「愚おろかな群衆には、隠かくされてしまった暴力的過ぎる程の知ち恵えをやろう。不条理を叩たたき込み、この世を理解不能な神秘で覆おおい尽つくしてやろう。私たちがかつて存在していたことを思い出させてやる。一見豊かで幸せに見える世界の裏側が、人間には理解のし得ない美しい神秘で溢あふれていることを思い出させてやる！　そして私は、その指揮棒を振ふるうのだ。人間が知ることが出来る形で、醜く肥えた世界を退たい廃はいし尽つくして『さかしまの楽園』にしてみせる!!」

　心底楽しそうな表情で、代表は玲儀音と蜂須に問いかける。




「それはとてもオカルトで、神秘ロマンに溢れているとは思わないかね？」




「──それよ。やはり貴女あなただけが、沈丁花の狂くるった『神秘オカルト論理ロジツク』を正統に受け継ついだのだわ。そしてその思想は、最終的にやはり『最後の世紀末』を世界にもたらすのよ」

　玲儀音はそれだけ言って、踵きびすを返す。「行きましょう蜂須さん。私は貴方あなたについて行く」

　スタスタと歩き始める玲儀音を見て、慌あわてた様子で蜂須が声をかける。

「おい、なんなんだよ!?　沈じん丁ちよう花げは何を言ってるんだ、ってか来るなよ！　しかも、ついて来るなら先に行くんじゃねぇ！」

　蜂須は代表と玲儀音を交こう互ごに見て、代表と少ない言葉を交かわす。

「俺はお前のことを愛してるけど、お前の考えはやっぱり好きになれねぇよ」

「それは単純だよ。本当は私の事が心底嫌きらいだということさ」

「──俺の青春は、本当に終わっちまったんだな」

　蜂須もそれだけ言って、玲儀音の後を追う。

「城じよう尾び滝たき楓かえでは、まだ生きてるぞ」

　その背中に代表が声をかけると、驚きよう愕がくした様子で玲儀音が振り返る。

「楓くんを知ってるの!?」

「逆に訊きこう、貴様がなぜ奴を知っている」

　代表が腕うでを組んで、玲儀音を睨にらみつける。

「おかしいと思ったんだ。『切きり裂さきジャック』については、犯人が失しつ踪そうして蟠わだかまりだけが残ってしまったので、神楽かぐら咲さき連合が身代わりの人柱を立てて礼を尽くして、組合との軋あつ轢れきを治めたと聞いている。だとしたら、黙もく示し録ろくを取り返すなんて、『切り裂きジャック』が生きているものとして扱う玲儀音の方がおかしく、赤あか樫がしの言っていることが真実のはずだったんだ。──真相を知る人間以外にとっては、だが」

「それはっ──」

「柏かしわ木ぎ組合の予言者様ともあろう貴様が、あの糞くそっ垂たれのガキに何の用がある」

「楓くんを悪く言わないで。彼は、貴女なんかよりずっと──」

　玲れ儀ぎ音ねが悔くやしそうに呟つぶやくのを見て、代表は鼻を鳴らす。

「ふん。ほざいてろ。知らん、興味もない。しかし貴様はまだ、咲さき丘おかクンや蜂須に噓うそをついているんだな。気を付けろよ、蜂須。その娘むすめは性しよう根ねから治りようのない噓つきで、信じがたい程ほどに愚かなんだ。せいぜい寝ね首くびを搔かかれるな」

　冷たい口調で、代表は先を歩く蜂須に忠告する。

　振り返った蜂須は、指をさしてニヤリと笑う。

「お前に言われちゃ、玲儀音も終わりだよな。噓つき桜ちゃん」

「失うせろ」

　蜂須は踵を返して、二度と振り返ることはなかった。玲儀音を追い越こしてスタスタと歩く。

　代表は無言のまま、その二人を追いかけようとはしない。完全に、三者の道が二手に分かれたのだ。

　玲儀音は、代表を睨み続けたままだった。

「私は人の運命を狂わせたくないの」

「そうかね？　私は運命の女め神がみとなり、是ぜ非ひにも狂わせてみたい」

　代表はそれを聞いて、ニヤニヤと笑えみを浮うかべるだけだった。

「だからこそ貴女には言える。これは予言よ、沈丁花桜さくら。それだけが非力な私に出来る、唯ゆい一いつの嫌いやがらせなのだから」

　玲儀音が睨んだまま、代表を指さす。

　若じやつ干かん、代表は面めん食くらったようだった。

「予言は口にした時点で、未来を変えるんだろう？」

「そうかもしれない。だからただの嫌がらせよ。貴女の困こん惑わくする顔が見たいの。──私は少しだけ安心したのだわ。貴女はそう、ただ単に舞ぶ台たい装置でしかなかったのね。舞台を作るだけの存在。でもあらゆる意味で、最悪な舞台装置。だから始末が悪いのだけれど」

　意味ありげな玲儀音の発言に、代表が不快そうに眉まゆを顰ひそめる。

「そして、分かっている癖くせに今だってそれを認めようとしない。隠かくし事なんて、あってないようなものなのだわ。貴女の悪わる巧だくみなんて、最終的には全て覗かれるのよ」

「何のことだ」

　人の悪い予言者はその様子を見て、満足そうに嗤わらうのだった。

　そして、ふと斜ななめ上に視線を彷徨さまよわせる。

　俺に向かって、彼女は楽しげに言った。




「好こう奇き心しんで生んだ怪かい物ぶつに気をつけなさい、フランケンシュタイン博士。地じ獄ごくを見るわよ」




　玲儀音は優ゆう雅がに礼をすると、蜂はち須すの後を小走りで追う。

　跡あとには、未来も分からず呆ぼう然ぜんとする代表たちだけが残されていた。










　俺はあの謎なぞの映像を見て、その足で学校に向かった。

　もう時間は昼頃ごろである。いつも昼食を皆みんなで食べながら駄だ弁べっているので、もしかしたら全員集まってしまっているかもしれない。まぁ、遅ち刻こくもなにもない部活だけど。

　日差しが暑い。まだまだ夏も真っ盛りだ。

　これから寒い冬が来るなんて、まったく信じられないもんだ。

　暑さでフラフラしていると、いつの間にか部室に辿たどり着く。

　扉とびらを開けると、既すでに江え西にし陀だが椅い子すに座ってスケッチブックを開いていた。

「ちーっす。先日は大変でしたね、咲丘」

「おう、お前こそ爆ばく弾だん投げご苦労さ──」

　俺は挨あい拶さつしようとしたが、風景が変わっていたことに気付いて、途と中ちゆうで言葉を飲み込んでしまう。

　江西陀が、髪かみの毛を切っていた。

「おお、髪切ったのか江西陀！」

「ふふーん、分かります？」

　いや、人によっては誤差の範囲なのかもしれない。しかし、間違いなく江西陀は髪を切ったのだ。

　江西陀が得意げに鼻を鳴らす。「どうッスか、多分元通りッスよ」

「うんうん、お前はやっぱりその方が絶対に良い」

　あのままだと、マジで暑苦しいからな。２センチぐらい。

　江西陀は頰ほおをニヤニヤさせたまま、スケッチブックに視線を落とす。

　俺はスマートフォンを取り出して、少しレイアウトを綺き麗れいにした《ディフューズ》の使い勝手を確かめる。おおぅ、萩はぎ先せん輩ぱいが今日も絶好調にディフってる。支し度たくで遅おくれているらしい。

「そうそう、咲丘は黙もく示し録ろくの中身って見たんスか？」

「お前は見てないのかよ」

「いや、見ましたよ。見ましたけど──」

　江西陀が短くなった髪の毛の先を弄いじる。「でも、これで本当に良かったんスかね」

「ネットにばら撒まいたことか？」

　俺が訊たずねると、江西陀は腕うでを組んで唸うなる。

「……それもありますけど、まぁいいッス。今度代表に訊いてみます」

「そうしてくれ。俺なんかより、あの人に訊きいた方が絶対に建設的だ」

　そこで会話が止まった。

　しばらく、無言の時間が続く。

「──遅おそいッスね、代表たち」

「長旅で帰ってきたばっかりだから、ドタバタしてるんじゃないか？」

「そんなもんッスか」

「おう」

　無言の時間が続く。

「萩先輩、体調どうでした？」

「医者に見せたわけでもないから分からないけど。代表が大だい丈じよう夫ぶだって言うし、大丈夫だろ」

「うーむ、代表周りの医い療りよう関係はかなり謎が多いッスねぇ」

　江西陀がそんなことを言うので、ふと思い出した。

「なぁ、江西陀。萩先輩の『箱嫌ぎらい』って、そんなに無む茶ちや苦く茶ちやヤバいことなのか？」

「そりゃあ、ヤバいでしょう」

　江西陀は怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねる。

　なんでこいつはそれで分かるんだ。蜂須も詳しよう細さいを教えてくれなかったし。

「まさか、萩先輩が閉所恐きよう怖ふ症しようなだけだと思ってるんスか？　大おお間ま違ちがいッスよ。あの人は代表と一いつ緒しよなんスよ。ある意味、姉妹ってのは間違ってないんです」

「箱が嫌きらいなだけで？」

「そもそも、その原因は両親でした。あの人は人の囲いが嫌いなんです、人嫌いなんですよ。だから萩先輩は、人間を信じることが出来るように出来てないんです」

　平然と、当然のように江西陀は語る。

「自分は、あの人ほど日常的に噓うそをついてる人を見たことないッスよ。本当は、この部室にいるのだって怖こわくて仕方ないんです。自分らのことなんて、たぶん他ほかの人間よりはちょっと信用できるってレベルでしょう。だからずっと人を疑ってて、自分の殻からに閉じこもりっ放しなんじゃないかと。萩先輩が武器を持っていない日なんて、見たことないッスねぇ」

「……お前が、萩先輩をそういう風に見てるのが意外だ」

「咲さき丘おかこそ、その目で何を見てたんスか？」

　江西陀が小こ馬ば鹿かにしたように笑う。「萩先輩に話しかける度たびに、ヘッドフォンの音量を上げられるのは、今でもちょっと悲しいッスね」

　……それは、見ていなかったかもしれない。

　いや、たぶん目を逸そらしていたんだろう。他の多くのことと同じように。

「──でも、俺にはむしろ、萩先輩は人を一番に信用したがってるように見えるんだ」

「結局、誰だれかが誰かを最初に信じなければ、信しん頼らいなんて生まれないんスよ」

　そんなの当たり前だけど、あんまりだろう。

「萩先輩は、その最初じゃないといけないのかな」

「他人が信じられないなら、信じるために最初に信じなければいけないでしょう。でも結局、人の善意は信じられないんです。萩先輩はそういう意味で、本当に立派なマッドサイエンティストっすよね。あの人なら確かに、人の善意を信じた発明なんてしません」




　それはきっと、致ち命めい的てきな矛む盾じゆんなんだろう。なのに萩先輩は必死に普ふ通つうであろうとする。

　それを人は、狂くるっていると言うのだ。




　そこで会話がまた止まった。

　無言の時間が続く。

　そういえば、江え西にし陀だと二人でいるのも久しぶりかもしれない。こいつ、エロトークをしてくれないと、実はむしろ話題に困るな……。

　何でもいいからエッチなこと言えよ、でないと俺が困る。

「腹減らないッスか？」

「は？　いや、別に──」

「お昼にしましょう」

　江西陀が立ち上がる。「昼飯でも食ってれば、そのうち来ますよ」

　そう言って、江西陀が鞄かばんをゴソゴソ漁あさる。

　なぜか江西陀がエロいことを言ってこない。本当にどうしたんだ、こいつ。まさか夏なつ風邪かぜなんだろうか。いや、むしろ元気そうだ。

　うーん、清きよ宮みや飯を食べたもんだから、昼とはいえそれほど腹は減ってないんだが──あっ。

「やべぇ、昼飯買い忘れた」

「……ほぉ？」

　清宮飯な上に、謎なぞの映像を見た後なので、上の空のまま学校に来てしまった。いつもならコンビニに寄るのに。

「学食は……、やってるわけないか。代表たちが来る前に、ちょっと買ってくる」

「あっ、えと、待ってください！」

　江西陀がそう言って、慌あわてて鞄から弁当箱を取り出す。

　それは何というか、女子の弁当の割に、ちょっと大きめの無骨なアルミの弁当箱で。
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　なぜか二人分あった。

「──暑いのによく食うな、お前」

「……作り過ぎたんスよ」

　江西陀が口を尖とがらせる。

「慣れないのに無理するからだろ。いざ作ってみると、意外と山盛りに出来ちまうもんだ。俺も慣れないうちはよくやったよ……。パン食の癖くせに、頑がん張ばったなぁ……」

　うんうんと俺は頷うなずく。分かるぞ江西陀。でも頑張れ、いつか俺みたいに上手うまくなるはずだ。

「仕方ない奴やつだ。どれ、処分に協力してやろう」

「本当ッスか!?」

　江西陀の表情が明るくなる。相当、処分に困っていたらしい。

　江西陀から弁当箱を受け取り、蓋ふたを開ける。

　見た目は、思った以上に普通だ。

「いただきます」

　一口頰ほお張ばる。

　江西陀がその様子をジッと見ていた。「ど、どうッスか？」

「ん、悔くやしいくらいに美味うまい……。清宮といい勝負じゃねぇか」

「ほぉ、おーっ！」

　江西陀のテンションが一気に上がる。

「そりゃ、清宮に通信教育で習った甲斐かいがあります。そうッスかぁ、良かったぁ──」

「マジで!?　羨うらやましい奴め……、俺なんて独学だったのに！」

　道理で、あの逃とう亡ぼう劇の時に電話が繫つながらなかったはずだ。

　というか清宮の奴、なんで俺には一いつ切さい教えてくれないのに、江西陀なんかに料理を教えてるんだ。俺も清宮に料理を教わりたい！　くそっ、妬やける！

　俺がヤケになって弁当をがっついていると、部室のドアが急に開いた。

「遅おそくなってすまないね」

　代表が堂々と遅ち刻こくしてやってきた。ゾロゾロと、見知った顔が入ってくる。

　扉とびらを開けた出で島じま先せん輩ぱいは、所々に包帯を巻いている。萩はぎ先輩はいつも通りにヘッドフォンを耳に当てている。久しぶりに部室に来た篠しの塚づかさんは、ちょっと暑そうな軽装のスーツ姿だ。

　いつも通りの丘おか研けんの面めん子つがそこにいて、俺は久しぶりに日常に帰ってきたんだなぁと安あん堵どする。これが俺の望んでいた風景なんだ。

「ちーっす」

「おはようございます、代表。──そうだ、代表もディフしてくださいよ。遅おくれる時とか、わざわざメールしてくれなくても、ディフってくれれば近きん況きようが分かりますし」

「ああ、萩ちゃんがやってるアレかね？」

　それぞれ、挨あい拶さつして思い思いの席に腰こしを下ろす。

「どうだろうね、アレは個人的に好かんよ。そもそも、ネットはあまり好きじゃない」

「便利ですよ。やってみれば、結構楽しいですって」

「いらん事まで語るのは下品だよ、咲さき丘おかクン。現代人は喋しやべりたがりで、ちょっと喋り過ぎだ」

　断られてしまった、残念。だが、俺もちょっとそう思う。

　でも、こんなにも代表は自然に優ゆう雅がに接してくれるのに、今日はなぜだか代表と物もの凄すごく距きよ離りがあるように感じてしまう。

　この人は、本当に何を考えているんだろう。

「ううう、耳が痛いなぁ……」

　萩先輩も苦く笑しようしていた。まぁ、俺よりもヘビーユーザーには違ちがいないし。

　代表が咳せき払ばらいをする。

「さて、遅れたのにも色々と事情があったわけだが。まぁ、その説明は追おい々おいしよう」

「そういえば、今度はどんなボードゲームなんです？　前に代表が面おも白しろいの持ってくるって言ってましたよね」

　そういえば、まだ次のゲームを決めてなかったな。課題もまだ終わってないし。

「違うな、江え西にし陀だクン。今日からさっそく活動を開始しよう。見て見ぬフリをしてきたが、面めん倒どうになる前に一気に片付けたい案件がある」

「へぇ、久々のオカルトですか。何か噂うわさでもあるんですか？」

「それでもない」

　俺と江西陀は顔を見合わせる。

「出島、例の物を頼たのむ」

「おう」

　出島先輩が、持っていた代表の鞄かばんから、机の上に大量の参考書を取り出す。萩先輩も続いて鞄から教科書を取り出し、篠塚さんが何故なぜか鉢はち巻まきを巻いた。

　そして、一いつ斉せいにペンケースを取り出す。




　どう見ても、これから何か面白くない儀ぎ式しきの始まりそうな風景だった。




「代表……、これから一体何が始まるんです……!?」

「──してやられた。他ほかに質問はあるかね？　無いな、腹を括くくれ咲丘クン」

　代表が不ふ機き嫌げんそうな鋭するどい目で俺を睨にらむ。

「……遺い憾かんだが、課題をしよう。このままだとまた、部室の撤てつ収しゆうに奴らが現れるぞ」

　江西陀も状じよう況きようを察したのか、黙だまって鞄からノートを取り出す。

　えっ、やだ、なにこれ。どうしてこんなことになってるんだ。俺はあの悪夢のオアシスでの逃亡劇から、丘研の日常に、ようやく帰ってこれたはずなのに。

　こ、こんなの丘研じゃない！

　代表は腕うでを組み、額に血管を浮うかび上がらせて、嗤わらいながら宣言する。




「さてと……。我々の日常を、あの生徒会の毒電波から取り返そうじゃないか。覚えてろよ、この恨うらみは血の復ふく讐しゆうで晴らしてやる……っ！」







　こうして初めて、神は罪ある人間を罰ばつせられる。







　あとがき




　おはようございます。耳目口司です。三巻目が出ないんじゃないかと思いましたか、私もです。随ずい分ぶんと遅おそくなってしまいました。というのも、実は私もまだ学生の身分でして、就職活動をしなければならなかったものですから。担当さんに無理を言って、少しの間お休みを貰もらって就職活動をしていました。すみません１ページしか貰えなかったので窮きゆう屈くつですが辛しん抱ぼうください。

　今回は単純明快に、大好きなオラトリオを流してみました。人々の安全、子供の安全、ネットの安全、そんな自分の安全を信じて疑わないでベラベラ喋しやべる人達の『仮定の』お話です。

　つまらない話をしたいですが、今回はカットです。いやー、エロ本の歴史から思想、文化、価値、脅きよう威いについて語りたいことが山ほどあるのに残念ですねー、非常に残念ですねー。

　担当Ｎさん、長期に渡わたる改かい稿こうにお付き合いいただき、ありがとうございました。まごまごさん、今回も素す敵てきなイラスト感謝です。萩ちゃんかわいい。就活関連でも相談に乗ってくれた家族、友人達、教授、同期の仲間（ただしメグちんと呼ぶのは絶対に許さない）、偉い大だいな先人達、編集部の方々、その他関係ある全すべての方々、何より読者様に言葉に表せないほどの感謝を。

　年内に出したい四巻では、やり残したことを回収し、世界征服の開始に向かいたいです。

　駆かけ足あしで恐きよう縮しゆくですが、これからも『丘おかルトロジック』をどうかよろしくお願いいたします。


耳目口　司　　


















カバー・口絵・本文イラスト／まごまご

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）










丘オカルトロジック３




女郎花おみなえし萩はぎのオラトリオ








耳に目め口ぐち 司つかさ
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